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要 旨  
モ ン ゴ ル で は 1 9 8 9 年 の 市 場 経 済 化 に よ っ て 、観 光 産 業 を 独 占 し て
き た 国 営 旅 行 社 が 1 9 9 0 年 に 民 営 化 さ れ た 。こ の こ と を 契 機 に 、モ ン
ゴ ル の 伝 統 文 化 が 見 直 さ れ 、 遊 牧 民 の 生 活 文 化 は 観 光 資 源 と し て 再
評 価 さ れ る よ う に な っ た 。 特 に 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム の 観 光 形
態 が 発 展 し 、 遊 牧 民 の 生 活 体 験 が 主 要 な 観 光 プ ロ グ ラ ム と し て 注 目
さ れ る よ う に な っ た 。 そ こ で 本 研 究 は 、 モ ン ゴ ル の ゲ ル キ ャ ン プ ツ
ー リ ズ ム の 諸 相 を 実 態 と し て 網 羅 的 に 把 握 す る こ と を 第 １ の 目 的 と
し 、 さ ら に 地 域 活 性 化 へ の 関 与 が 最 も 期 待 さ れ る 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン
プ ツ ー リ ズ ム と 遊 牧 民 の 生 活 文 化 と の 関 係 性 を 明 ら か に す る こ と を
第 ２ の 目 的 と し た 。  
1 9 9 0 年 以 前 は 、ゲ ル キ ャ ン プ 場 は モ ン ゴ ル 国 内 で ３ か 所 に 立 地 す
る に す ぎ な か っ た 。 し か し 、 市 場 経 済 へ の 移 行 に と も な う 国 営 旅 行
社 の 民 営 化 を 契 機 に 、 民 間 の 旅 行 会 社 が 増 加 し 、 モ ン ゴ ル に お け る
観 光 客 の 受 け 入 れ 基 盤 が 急 速 に 発 展 す る よ う に な っ た 。 そ の た め 、
来 訪 す る 外 国 人 観 光 客 数 は 2 0 0 7 年 に 約 4 9 万 人 を 超 え る よ う に な り 、
ゲ ル キ ャ ン プ 場 も 2 0 0 8 年 ま で に は 3 0 0 か 所 以 上 に 立 地 す る ま で に な
っ た 。  
モ ン ゴ ル に お け る 2 0 1 0 年 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 状 況 を み る と 、
ウ ラ ン バ ー ト ル 周 辺 の 中 央 県 に 最 も 多 く ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 分 布 し 、
次 い で そ の 周 辺 の フ ブ ス グ ル 県 、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 に ゲ ル キ ャ ン プ 場
が 多 く 立 地 し て い る こ と が わ か る 。 ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 規 模 別 に 概 観
す る と 、キ ャ ン プ 場 内 の ゲ ル 数 が 1 0 棟 以 下 の 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場
は 全 体 の 5 2％ を 、 1 1 棟 か ら 3 0 棟 以 下 の 中 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 全
体 の 3 8％ を 、そ し て 3 1 棟 以 上 の 大 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 全 体 の 1 0％
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を 占 め て い た 。 つ ま り 、 モ ン ゴ ル の ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お い て 、 最 も
多 く 卓 越 す る の は ゲ ル の 棟 数 の 少 な い 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で あ る 。 
1 0 棟 以 下 の ゲ ル で 運 営 を 行 っ て い る 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、遊 牧
民 が 実 際 に 生 活 で 利 用 す る ゲ ル と ほ ぼ 同 様 の も の を 宿 泊 施 設 と し て
利 用 し て い た 。 こ の よ う な ゲ ル の 組 立 や 移 動 は 大 規 模 ・ 中 規 模 の ゲ
ル キ ャ ン プ 場 の ゲ ル と 比 べ て 容 易 で あ り 、 観 光 客 も ゲ ル の 組 立 や 移
動 を 手 伝 う こ と が で き た 。 ま た 、 小 規 模 な ゲ ル キ ャ ン プ 場 で は 、 遊
牧 民 の 生 活 文 化 を 身 近 に 体 験 す る こ と が で き 、 観 光 客 は 遊 牧 民 と 直
接 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る こ と も で き る 。 こ の よ う に 、 遊 牧 民 の
生 活 文 化 を 体 験 で き る 観 光 の プ ロ グ ラ ム は 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場
の 特 徴 と も い え る 。 そ こ で 、 モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ
ズ ム の 発 展 と 遊 牧 民 と の 関 わ り を よ り 詳 細 に 把 握 す る た め 、 小 規 模
ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 典 型 的 な 事 例 と し て 、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 湖
の ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム を 調 査 研 究 し た 。  
本 研 究 で 明 ら か に な っ た こ と は 、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 湖 に 立
地 す る 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 リ ゾ ー ト 地 や 別 荘 地 な ど の 観 光 資
源 に 多 く を 依 存 し て い る 大 規 模・中 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 と は 異 な り 、
遊 牧 民 の 生 活 文 化 に 基 づ く プ ロ グ ラ ム と 自 然 や 文 化 な ど の 地 域 資 源
と を 組 み 合 わ せ て 観 光 客 を 誘 引 し て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 小 規 模 ゲ
ル キ ャ ン プ 場 は 地 域 固 有 の 自 然 環 境 と し て の 草 原 に 、 遊 牧 民 の 日 常
生 活 で 行 っ て い る 乗 馬 や 乳 製 品 加 工 な ど を 体 験 プ ロ グ ラ ム と し て 組
み 合 わ せ る こ と で 多 く の 観 光 客 を 引 き つ け て き た 。 ウ ギ ー 湖 の 小 規
模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で は 、 遊 牧 民 の 夏 営 地 と ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 設 置 場
所 が 重 な る た め 、 遊 牧 民 の 生 活 文 化 が 身 近 に 体 験 で き る 。 ま た 、 放
牧 地 を 定 期 的 に 移 動 す る 遊 牧 民 は 、 草 原 の 資 源 と 共 生 す る 環 境 保 全
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型 の 生 活 様 式 を 実 践 し て い る 。 そ の た め 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の
環 境 資 源 利 用 は 一 般 的 な ホ テ ル や 大 規 模 ・ 中 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の
そ れ と 様 相 を 異 に し て い る 。 そ れ は 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 以 外 の
宿 泊 施 設 が 草 原 の 自 然 環 境 を 改 変 し て 立 地 し て い る た め で あ る 。 他
方 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 草 原 に 分 布 し 、 遊 牧 民 の 居 住 用 の ゲ ル
を 宿 泊 施 設 と し て 使 用 し て い る 。 実 際 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 宿
泊 施 設 は 、 冬 期 に 解 体 し て 景 観 を 元 の 草 原 に 戻 す と い う 遊 牧 民 の 環
境 保 全 型 の 生 活 様 式 に 基 づ い て 立 地 し て い る 。 さ ら に 、 小 規 模 ゲ ル
キ ャ ン プ 場 は 植 生 へ の 負 荷 に よ る 環 境 劣 化 を 避 け る た め 、 ゲ ル を １
か 所 に 常 設 し て 長 く 留 ま る こ と は な い 。 し た が っ て 、 小 規 模 ゲ ル キ
ャ ン プ 場 は 定 期 的 に 移 動 す る な ど の 環 境 保 全 に 対 す る 仕 組 み が あ り 、
そ の 環 境 保 全 の 意 識 を 観 光 客 に 啓 蒙 す る こ と も ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ
ズ ム の 大 き な 役 割 の 1 つ に な っ て い る 。 ま た 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ
場 で は 、 遊 牧 民 の 生 活 文 化 そ の も の を 観 光 資 源 と し て 生 か し 、 収 入
源 と し て い る こ と が 特 徴 に な っ て い る 。 こ れ は 、 遊 牧 民 が ゲ ル キ ャ
ン プ 場 の 経 営 に 参 加 す る こ と に よ っ て 、 遊 牧 以 外 か ら 貴 重 な 現 金 収
入 を 得 る こ と が で き る こ と を 示 し て い る 。 つ ま り 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ
ン プ 場 は 大 規 模 ・ 中 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 よ り も 地 域 の 遊 牧 民 に 経 済
的 な 波 及 効 果 を も た ら し て お り 、 そ の 地 域 活 性 化 へ の 貢 献 も 大 き こ
と が 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 。  
以 上 に 述 べ た よ う に 、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 湖 に 立 地 す る 小 規
模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 事 例 は 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム が 自 然
環 境 と 遊 牧 民 の 生 活 文 化 を 保 全 し な が ら 地 域 の 社 会 ・ 経 済 を 維 持 す
る た め 、 モ ン ゴ ル に お け る 持 続 的 な 観 光 の 基 本 モ デ ル と な り う る こ
と を 明 示 し て い る 。 今 後 、 モ ン ゴ ル 各 地 に お い て 、 自 然 環 境 と 遊 牧
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民 の 生 活 文 化 を 活 か し た 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 盛 ん に な る こ と で 、
遊 牧 民 の 生 活 水 準 が 向 上 し 、 そ の 伝 統 的 な 生 活 文 化 が 維 持 で き る こ
と も 本 研 究 で 確 認 す る こ と が で き た 。  
Development of Small Scale Gercamp Tourism within Mongolia and its  
Relevance on 
Regional Activation；A Case Study of Ugiinuur District, Arkhangai 
Province 
The public department on tourism has privatised in 1990 when 
Mongolia was transferred to market economy at the end of 1989.  It was 
considered to renew Mongolian traditional culture as nomadic life in 
terms of tourism product. Particularly, tourism form in ger camp has 
been developed and program to introduce nomadic life style has raised 
much attention. The primary goal of this study is to consider fully 
different form and current image of ger camps in Mongolia. The second 
aim is to clarify that how herder's life is connected to small scale 
tourist ger camp which is the most hopeful to develop  the region.               
Before 1990 only three ger camp was operating in Mongolia. With the 
transition to market economy state owned tourist places are privatised 
and then many private tourist companies are established and tourism in 
Mongolia has rapidly developed. In connection with this, number of 
foreign tourist visitors has reached approximately 490 thousand in 
2007 and ger camps are increased as over 300 in 2008.  
In 2010 according to distribution of ger tourist camps that are 
operating in Mongolia, the most ger camps are near Ulaanbaatar and Tuv 
province mainly. Next many ger camps are in Khuvsgul and Arkhangai 
provinces.According to size of ger tourist camps, small scale ger 
tourist camp with less 10 gers has 52% of total ger tourist camps, 
medium scale ger tourist camp consisting of 11 to 30 gers has 38%  and 
large scale of ger tourist camp consisting of over 31 gers has 10% of 
total ger tourist camps. In other words,  small scale of ger camp is 
dominating among ger camps.A small scale ger tourist camp consisting 
of less than 10 gers is operating their activities in a ger same as 
local nomads live.  This kind of ger is easy to move and settle down 
compare to medium and large scale ger camps. Also tourists can help to 
move and settle down gers. Also in small scale ger tourist camp, it 
has opportunity to learn from herder's life and a tourist can 
communicate with local herders directly. Accordingly a tourism program 
which enables an opportunity to introduce nomadic life style on site 
is a specific feature of small scale ger camp. Therefore, in order to 
make a precise study on development of a small scale ger camp within 
Mongolia and how it is connected with nomads, a study is conducted in 
ger tourist camp of Ugiinuur district of Arkhangai province as taken 
an example of small scale ger tourist camp. 
As a result of this study it is known that a small scale ger tourist 
camp in Ugiinuur of Arkhangai province is different from medium and 
larger scale ger tourist camps that are commonly based on tourism 
products of resort and vacation centre and tourists are attracted by 
its program based on nomad's life culture  and  regional local 
products both in nature and culture. In other words, many tourists 
have been greatly attracted by small scale ger tourist camp's program 
that includes nature beauty of specific place and introduction of 
herder's daily work such as horse riding, dairy product processing and 
household labour. A small scale ger tourist camp of Ugiinuur is 
located together with nomadic people's summer camp. Therefore, it has 
an opportunity to be introduced by nomad's life style on site. Also 
nomads who travel frequently due to grassland distribution keep a 
strong habit to protect nature and environment. Therefore, 
environmental use of small scale ger tourist camp is  different from 
hotel and medium and larger scale ger tourist camps. The reason is 
that other scale ger tourist camps change environment and have an 
effect on nature. On the other hand, a small scale ger tourist camp is 
spread in steppe and it makes herder's house as its place for 
overnight. Gers of small scale ger tourist camp are dismantled in 
winter season. Thus, it leaves place as its pristine nature. It deeply 
connects life style of living. For small scale of ger tourist camp, 
ger is not kept in one place longer in order to protect nature and 
grass. Therefore, small scale ger tourist camp protects nature by 
moving from one place to another in routine. This awareness of 
protecting nature is for educating tourists as well as it is one of 
great advantages of ger tourist camp. Also it is important that this 
ger tourist camp is an income source by making nomad's life culture as 
tourism products. It shows that herders can get different source of 
income other than livestock farming by participating in activities of 
ger tourist camp. In order words, small scale ger tourist camp is 
financially more productive for regional herders rather than medium 
and larger scale of ger tourist camps and it is certain by the study 
that it contributes a lot to develop the region. 
As mentioned above, an example of small scale ger tourist camp 
located near Ugiinuur of Arkhangai province shows that tourism of 
small scale ger tourist camp is possible to be a basic model of 
tourism in Mongolia to develop regional economy and society while it 
preserves nature and ecology and nomadic herder's life culture. 
Furthermore, this study determined that living standard of nomadic 
herders will be increased and such traditional culture can be 
preserved by developing small scale ger tourist camp based on nature 
ecology and herder's living culture in everywhere.   
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第 1 章  は じ め に  
 
1 . 1  研 究 の 背 景 と 目 的  
モ ン ゴ ル 国 （ 以 下 モ ン ゴ ル ） は 、 1 9 9 0 年 の 民 主 化 運 動 に よ っ て 、
計 画 経 済 国 家 か ら 市 場 経 済 国 家 へ と 転 換 し た 。 こ の 急 激 な 市 場 経 済
化 を 受 け て 、1 9 9 0 年 に は 社 会 主 義 に 基 づ く 産 業 の 崩 壊 と 急 激 な イ ン
フ レ が 起 こ る こ と に よ っ て 、 す な わ ち 体 制 転 換 の 負 の 影 響 と し て 都
市 と 地 方 の 貧 富 の 差 は 拡 大 し た （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 省 2 0 0 6 年 ）。  
市 場 経 済 国 家 へ の 移 行 当 初 は 農 牧 業 協 同 組 合 の 民 営 化 と 牧 畜 の 過
放 牧 に よ っ て 、 モ ン ゴ ル の 牧 畜 環 境 は 悪 化 し た （ モ ン ゴ ル 国 家 総 計
局 、 2 0 1 1）。 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 、 1 年 を 通 じ て 、 家 畜 の た め に 自 然
放 牧 地 を 利 用 す る の で 、 舎 飼 す る 定 住 の 家 畜 と 比 較 し て 少 な い 労 働
力 と コ ス ト で 良 質 の 畜 産 物 を 生 産 し て い る（ 写 真 1）。し か し 、モ ン
ゴ ル に お け る 放 牧 は 、 自 然 の 直 接 的 な 影 響 下 に あ っ て 天 災 な ど で 家
畜 を 失 う と い う 弱 点 を も っ て い る （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 省 2 0 0 8 年 ）。  
以 下 の 内 容 は 、 モ ン ゴ ル 国 家 統 計 局 の 統 計 に 基 づ い て 分 析 す る こ
と に よ り 、 モ ン ゴ ル の 畜 産 業 の 現 状 を ま と め た も の で あ る （ モ ン ゴ
ル 国 家 統 計 局 2 0 0 5 年 － 2 0 1 0 年 各 年 ）。  
家 畜 頭 数 は 2 0 0 9 年 に は 約 4 , 9 0 0 万 頭 に 達 し た が 、2 0 0 9 年 か ら 2 0 1 0
年 の 間 に 起 こ っ た ゾ ド （ 雪 害 ） に よ り 、 多 数 の 家 畜 が 死 亡 し た 。 ゾ
ド と は 、 気 候 変 動 に よ っ て 増 長 し や す い 複 合 的 な 気 候 事 象 で あ り 、
家 畜 の 死 亡 率 を 大 幅 に 上 昇 さ せ る 原 因 で あ る 。 モ ン ゴ ル 国 家 総 計 局
の 報 告 書 に よ る と 、2 0 1 0 年 の 家 畜 死 亡 頭 数 は 約 1 , 0 3 0 万 9 9 0 頭 と な
り 、 家 畜 数 は 、 3 , 2 7 3 万 頭 に 減 少 し た 。 こ の 影 響 に よ り 家 畜 を 失 っ
て 収 入 の 道 を 絶 た れ た 遊 牧 民 は 、 自 ら の 職 を 求 め ウ ラ ン バ ー ト ル 市
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に 定 住 し た 。こ れ が 2 0 0 9 年 と 2 0 1 0 年 に 続 い た ゾ ド（ 雪 害 ）に よ り 、
遊 牧 民 の ５ ％ 以 上 が 全 家 畜 を 失 い 、 ７ ％ が 家 畜 の 半 数 を 失 っ た 。 さ
ら に ５ ％ 以 上 の 遊 牧 民 は 、 そ の 家 畜 頭 数 が 1 0 0 頭 未 満 に 減 少 し た 。
こ の た め 、 国 内 の 農 村 部 で の 貧 困 が 深 刻 化 し た 。 現 在 も 地 方 か ら 都
市 へ の 人 口 の 移 動 が 顕 著 と な っ て お り 、2 0 0 5 年 の 1 年 間 で 約 4 万 人
が 地 方 か ら 都 市 部 へ 移 動 し た と さ れ て い る （ モ ン ゴ ル 国 家 統 計 局 、
2 0 1 0）。  
遊 牧 民 が ウ ラ ン バ ー ト ル 市 に 移 動 し た 理 由 の ひ と つ は 、2 0 0 3 年 か
ら 都 市 部 の 土 地 の 私 有 化 を 円 滑 に 行 う た め に 、 モ ン ゴ ル の 政 府 が 住
民 登 録 料 を 徴 収 し な い こ と を 決 定 し た こ と に あ る （ ウ ラ ン バ ー ト ル
市 役 所 、 2 0 0 8）。 2 0 0 3 年 以 前 は 、 遊 牧 民 が 住 民 登 録 料 を 支 払 わ な け
れ ば 都 市 へ の 移 動 出 来 ず 、 こ れ が 都 市 へ の 移 住 を 抑 制 し て い た と 考
え ら れ る 。 遊 牧 民 が 都 市 へ 移 動 す る た め の 住 民 登 録 料 は 、 3 万 ト グ
リ グ ( 2 0 0 3 年 当 時 モ ン ゴ ル 銀 行 の レ ー ト で は 1 円  1 0 . 4 3Ｔ g )程 度 で
当 時 の モ ン ゴ ル 人 の 収 入 基 準 か ら す る と 、 月 収 の 半 分 （ ヒ ツ ジ 1 頭
分 ） 程 度 で あ り 、 こ の 額 が 負 担 に な る ほ ど 遊 牧 民 の 生 活 が 厳 し か っ
た か が わ か る （ モ ン ゴ ル 国 家 統 計 局 、 2 0 0 4 年 ）。 住 民 登 録 料 を 徴 収
し な く な っ た た め に 、 ウ ラ ン バ ー ト ル へ の 流 入 人 口 が 激 増 し た と み
ら れ る 。 こ れ ら の 結 果 、 モ ン ゴ ル の 放 牧 地 域 で は 過 疎 化 が 進 み 、 遊
牧 民 の 人 口 は 減 り 始 め 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 が 困 難 と な り 、 伝 統 文
化 の 継 続 が 途 切 れ つ つ あ る （ モ ン ゴ ル 観 光 環 境 省 、 2 0 11 ）。 こ の よ
う な 事 態 に 対 し 、 モ ン ゴ ル 観 光 環 境 省 は 、 現 在 、 観 光 を 通 し た 遊 牧
民 の 現 金 収 入 の 向 上 、 伝 統 文 化 の 保 護 を 実 施 し て い る （ モ ン ゴ ル 観
光 環 境 省 特 別 保 護 区 観 光 政 策 プ ロ ジ ェ ク ト 、 2 0 1 2）。  
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遊 牧 地 域 か ら 都 市 へ と 人 口 が 流 出 す る 中 で 、 大 規 模 な リ ゾ ー ト 開
発 に み ら れ る よ う な 利 用 の 不 十 分 さ か ら く る 施 設 の 無 駄 と 環 境 問 題
へ の 取 り 組 み の 遅 れ , リ ゾ ー ト 開 発 の 地 域 経 済 や 社 会 と の 関 連 の 希
薄 さ な ど の 問 題 が 生 じ て い る 。 こ の よ う な 状 況 の な か で 、 モ ン ゴ ル
観 光 環 境 観 光 省 は 、 大 規 模 な 投 資 を 必 要 と し な い ゲ ル キ ャ ン プ の 促
進 を 提 唱 し て い る （ 自 然 環 境 観 光 省 特 別 保 護 区 事 務 局  2 0 0 8 年 ）。
モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 も 、 環 境 負 荷 を 減 ら す た め に 、 ゲ ル キ ャ ン
プ 場 の 活 用 を 自 然 特 別 保 護 区 で 推 奨 し て い る （ 自 然 環 境 観 光 省 特 別
保 護 区 事 務 局  2 0 0 8 年 ）。 モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 現 地
調 査 に お い て 、 モ ン ゴ ル ゲ ル の 特 徴 を 調 べ る と 、 冷 房 や 暖 房 に 頼 ら
ず 、 夏 期 は 涼 し く 冬 期 は 暖 か い 宿 泊 が で き る キ ャ ン ピ ン グ 施 設 で あ
る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 自 然 環 境 観 光 省 の 2 0 0 6 年 の 報 告 書 に よ
る と 、 ゲ ル キ ャ ン プ は 、 移 動 可 能 な キ ャ ン プ な の で 、 モ ン ゴ ル の 自
然 特 別 保 護 区 で は 、 自 然 を 保 護 す る た め 建 造 物 の 建 設 が 禁 止 さ れ て
い る こ と を 受 け て 、 宿 泊 施 設 と し て 利 用 す る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 設 置
の み が 許 可 さ れ て い る （ 自 然 環 境 観 光 省 特 別 保 護 区 事 務 局  2 0 0 6
年 ）。モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 2 0 11 年 の 現 地 調 査 で モ ン
ゴ ル ゲ ル の 特 徴 を 調 べ る と 、 組 立 や 解 体 が 簡 単 で 、 冷 房 や 暖 房 に 頼
ら ず 、 夏 期 は 涼 し く 冬 期 は 暖 か い 宿 泊 が で き る キ ャ ン ピ ン グ 施 設 で
あ る こ と が わ か っ た 。  
 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム と は 、 遊 牧 民 の 伝 統 的 な 家 屋 で あ る ゲ ル
に 宿 泊 し 、 自 然 環 境 や 遊 牧 民 の 伝 統 文 化 を 楽 し む ツ ー リ ズ ム の 1 つ
の 形 態 で あ る （ 山 口  2 0 0 7）。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、 自 然 環
境 や 遊 牧 民 の 文 化 を 損 な う こ と な く 、 そ れ ら を 体 験 し 学 ぶ 観 光 の あ
り 方 で あ る 。 さ ら に 、 地 域 の 自 然 環 境 や 風 俗 慣 習 な ど の 生 活 文 化 に
4 
 
関 す る 資 源 を 持 続 的 に 保 全 し つ つ 、 地 域 の 活 性 化 と 観 光 の 振 興 に 寄
与 し 、 環 境 と 経 済 を 持 続 的 に 両 立 さ せ て い く も の で あ る こ と が 期 待
さ れ て い る （ 自 然 環 境 観 光 省  2 0 0 6 年 ）。  
従 来 よ り 社 会 問 題 と さ れ て き た 遊 牧 地 域 に お け る 人 口 流 出 の 主 な
要 因 は 、 家 畜 に 代 わ る 遊 牧 民 の 収 入 源 が な い こ と に あ る （ モ ン ゴ ル
自 然 環 境 省 2 0 0 3）。 そ の た め 、 地 方 に ゲ ル キ ャ ン プ を 設 置 し 、 遊 牧
民 が 観 光 に 関 わ る こ と が で き れ ば 、 遊 牧 地 域 か ら 都 市 へ の 人 口 流 出
の 歯 止 め に な る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 遊 牧 民 自 ら の 伝 統 文 化 が 観
光 対 象 と し て 観 光 客 に 評 価 さ れ れ ば 、 遊 牧 民 が 自 分 の 伝 統 文 化 を 再
認 識 し 、 モ ン ゴ ル の 伝 統 文 化 の 保 護 に も 寄 与 で き る こ と も 指 摘 さ れ
て い る （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 、 2 0 11）。 実 際 、 2 0 0 0 年 代 の 自 然
環 境 観 光 省 の 報 告 書 か ら 伺 う こ と が で き る ツ ー リ ズ ム 政 策 の 方 向 性
を み る 限 り 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、 モ ン ゴ ル の 観 光 発 展 だ け
で は な く 、 自 然 環 境 の 保 護 、 伝 統 文 化 の 推 進 に つ な が る も の と な っ
て い る 。  
本 研 究 で は 、 モ ン ゴ ル に お け る 観 光 の 変 遷 と 現 状 と そ こ に お け る
ゲ ル キ ャ ン プ の 位 置 を 捉 え た う え で 、 モ ン ゴ ル 全 土 に お い て ど こ に
ど の よ う な ゲ ル キ ャ ン プ が 存 在 し て い る の か 、 す な わ ち ゲ ル キ ャ ン
プ の 類 型 と 分 布 を 把 握 す る と と も に 、 実 際 に ど の よ う な ゲ ル キ ャ ン
プ が 、 そ こ に お け る ど の よ う な 運 営 、 観 光 行 動 を 通 し て 、 自 然 保 護
や 伝 統 文 化 の 維 持 、 地 域 活 性 化 に 寄 与 し て い る の か 明 ら か に す る こ
と を 目 的 と し た 。  
ま ず 、1 9 9 0 年 以 前 の モ ン ゴ ル に お け る 観 光 業 の 状 況 を モ ン ゴ ル 中
央 文 書 館 の デ ー タ に よ っ て 、ま た 、1 9 9 0 年 以 降 の モ ン ゴ ル の 観 光 の
変 遷 と 現 状 、外 国 人 観 光 客 入 込 数 の 推 移 や モ ン ゴ ル の 畜 産 業 の 現 状 、
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さ ら に は ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム の 類 型 や そ の 分 布 と い っ た 実 態 を 、
モ ン ゴ ル 国 家 統 計 局 の 統 計 に よ っ て 分 析 し た 。  
続 い て 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム に 携 わ っ て い る ゲ ル キ ャ ン プ 場
の 経 営 者 及 び 遊 牧 民 の 活 動 の 実 態 を 実 際 に 把 握 す る た め に 、 ヒ ア リ
ン グ 調 査 を 実 施 し た 。 ま ず 、 ゲ ル キ ャ ン プ に 関 わ っ て い る 遊 牧 民 と
ゲ ル キ ャ ン プ を 対 象 と し た ヒ ア リ ン グ 調 査 は 、 調 査 対 象 と し た 遊 牧
民 世 帯 に 直 接 訪 問 を し 、 調 査 の 主 旨 を 説 明 し た 上 で 調 査 を 行 い 、 各
遊 牧 民 の 世 帯 主 よ り 回 答 を 得 た 。 次 に 、 ゲ ル キ ャ ン プ お よ び 遊 牧 民
に し て 観 光 に 関 す る 意 識 や 活 動 実 態 な ど に 関 す る デ ー タ の 収 集 と ヒ
ア リ ン グ 調 査 を 行 い 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 比 較 と 分 析 を す る こ と に よ
り 、 遊 牧 民 に お け る 観 光 の 資 源 を 実 証 的 に 検 証 し 、 今 後 、 ゲ ル キ ャ
ン プ と 遊 牧 民 の ラ イ フ ス タ イ ル を 観 光 資 源 と し て 利 用 す る 上 、 自 然
環 境 と 共 生 し た 適 正 な ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム 計 画 の 提 案 を 考 察 す
る 。  
上 記 調 査 の 結 果 か ら 、 今 後 の 成 長 が 期 待 で き る 「 遊 牧 民 と 連 携 し
た ゲ ル キ ャ ン プ 場 」と し て ど の よ う な も の が 考 え ら れ る か を 考 察 し 、
外 国 人 観 光 客 に 提 供 す る 観 光 資 源 の 可 能 性 を 明 ら か に す る 。 そ の た
め 、 文 献 や 資 料 調 査 と 併 せ て 統 計 分 析 を 実 施 し 、 そ れ ら の 結 果 を も
と に 、 モ ン ゴ ル の 観 光 業 に お け る 産 業 振 興 の 方 向 性 に つ い て 考 察 す
る 。 す な わ ち 、 観 光 業 が 持 続 可 能 な 発 展 を す る に は 、 持 続 性 の 高 い
ゲ ル キ ャ ン プ を 発 展 さ せ る た め の 地 域 政 策 が 必 要 と 考 え ら れ る 。  
研 究 方 法 は 以 下 の 通 り で あ る 。 ま ず ヒ ア リ ン グ 調 査 は 、 モ ン ゴ ル
自 然 環 境 観 光 省 の 協 力 を 得 て 、 2 0 0 9 年 6 月 、 2 0 1 0 年 7 月 、 2 0 11 年
５ 月 、2 0 1 2 年 7 月 の 期 間 に わ た り 実 施 し た 。調 査 対 象 と し て 、ウ ラ
ン バ ー ト ル 近 郊 に お け る テ レ ル ジ 国 立 公 園 の ゲ ル キ ャ ン プ 場（ 2 0 か
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所 ）、 中 央 県 の ゲ ル キ ャ ン プ （ ３ か 所 ）、 ウ ブ ル ハ ン ガ イ 県 の ゲ ル キ
ャ ン プ 場 （ ２ か 所 ）、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 （ ４ か 所 ）、
ブ ル ガ ン 県 の ゲ ル キ ャ ン プ 場（ １ か 所 ）、さ ら に 観 光 業 に 携 わ る 方 々
の 旅 行 会 社 （ ２ か 所 ） を 訪 問 し 、 モ ン ゴ ル 各 地 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 の
情 報 や デ ー タ の 提 供 を 依 頼 し た 。 ま た 、 モ ン ゴ ル 国 の 観 光 の 現 状 と
ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム の 地 域 活 性 化 と い う 研 究 内 容 か ら ど の よ う
な ゲ ル キ ャ ン プ が 地 域 住 民 と の 関 連 が 深 い か を わ か る デ ー タ が 必 要
で あ る た め 、ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 位 置 、ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら の 距 離 、
ゲ ル キ ャ ン プ 場 内 に 設 置 さ れ て い る ゲ ル の 棟 数 を ヒ ア リ ン グ 調 査 で
集 計 さ れ た デ ー タ を 分 析 し た う え で 分 類 し 、 モ ン ゴ ル の ア ラ ハ ン ガ
イ 県 ・ ウ ギ ー 湖 を 研 究 対 象 地 域 と し て 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ と 遊 牧
民 と の 関 わ り に 関 す る 現 地 調 査 を 行 っ た 。  
 
1 . 2  従 来 の 研 究 と そ の 問 題 点  
ゲ ル キ ャ ン プ に 関 す る 先 行 研 究 は 、 ゲ ル キ ャ ン プ が 影 響 を 与 え る
対 象 の 違 い に よ っ て 、 大 き く ２ つ に 分 け ら れ る 。 ま ず 1 つ は 、 ゲ ル
キ ャ ン プ 場 の 建 設 が 自 然 環 境 や 景 観 に も た ら す 影 響 に 関 す る 研 究 で
あ る 。 本 研 究 で は 、 現 地 調 査 を 行 い 、 モ ン ゴ ル 国 に お け る ゲ ル キ ャ
ン プ の 現 状 を 総 観 す る と と も に 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム の 展 開 と
土 地 利 用・自 然 保 全 と の 関 連 性 を 概 観 し た 。山 口・齋 藤（ 2 0 0 7）は 、
モ ン ゴ ル で 山 小 屋 を と も な う ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 増 加 し た こ と に よ り 、
ゲ ル と 草 原 の み か ら な る 風 景 が な く な り つ つ あ る と 指 摘 し て い る 。
ま た 、 ゲ ル キ ャ ン プ が 伝 統 文 化 に 与 え る 影 響 に つ い て 考 察 し た 研 究
と し て 、 G o n c h i g s u m l a i（ 2 0 0 5）で は 、ゲ ル キ ャ ン プ 場 と 植 生 の 関 係
を 考 察 し 、 観 光 客 数 の 増 加 と ゲ ル キ ャ ン プ 場 周 辺 の 土 地 が 荒 れ て い
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る こ と に は 関 連 性 が な い こ と を 明 ら か に し て い る 。  
以 上 の よ う に 、 先 行 研 究 で も 、 ゲ ル キ ャ ン プ と 自 然 環 境 や 景 観 、
お よ び 伝 統 文 化 に 対 す る 考 察 が な さ れ 、 あ る 程 度 の 研 究 の 成 果 が み
ら れ て い る 。し か し な が ら 、山 口・齊 藤（ 2 0 1 0）も 指 摘 す る よ う に 、
こ れ ら の 研 究 は そ れ ぞ れ の 事 例 地 区 を 対 象 に 行 わ れ て い る に と ど ま
っ て お り 、 モ ン ゴ ル 全 土 に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 実 態 や そ の 影 響
が 、 こ れ ら の 研 究 で 全 て 明 ら か に さ れ て い る と は 考 え に く い 。 す な
わ ち 、 モ ン ゴ ル の 各 地 で 営 業 を 行 う ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 ゲ ル キ ャ ン
プ 場 の エ リ ア 内 に 設 置 さ れ て い る ゲ ル の 棟 数 や 規 模 な ど 多 様 で あ り 、
地 域 に お け る 意 義 、重 要 性 も ま た 様 々 で あ る と 考 え ら れ る 。。し た が
っ て 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 類 を 行 い 、 モ ン ゴ ル 全 土 の ゲ ル キ ャ ン プ
場 を そ の 分 類 ご と に 網 羅 的 に 把 握 す る 必 要 が あ る と い え る 。 ま た 、
こ れ ら の 把 握 は 、 今 後 の ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム 研 究 の 方 向 性 や 先
行 研 究 の 位 置 づ け の 再 検 討 に も 大 き く 寄 与 す る と 考 え ら れ る 。  
ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、 モ ン ゴ ル に お け る ツ ー リ ズ ム の 一 種
で あ り 、 多 く の 国 で 展 開 さ れ て い る グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム の 1 つ と し
て 考 え る こ と が で き る 。 そ の た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ に 関 す る も う 1 つ
の 研 究 は グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム と し て の 視 点 か ら の も の で あ る 。 農 村
に お け る ツ ー リ ズ ム に 関 す る こ れ ま で の 研 究 で 取 り 上 げ ら れ て い る
ツ ー リ ズ ム 形 態 の 多 く は 、 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム と 称 さ れ て き た 。 グ
リ ー ン ツ ー リ ズ ム と ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム の 共 通 点 は 、 ま ず 、 都
市 か ら 離 れ た 農 村 地 域 で 展 開 さ れ 、 農 村 が も っ て い る 独 特 の 機 能 を
生 か す こ と に あ る 。 そ こ で は 、 農 村 に い お け る 小 規 模 な 事 業 を 可 能
に し 、 自 然 や 伝 統 的 社 会 と 伝 統 的 文 化 を 活 か し て い る 。 グ リ ー ン ツ
ー リ ズ ム は 、 農 村 の も つ 固 有 性 を 保 全 す る 持 続 的 な 開 発 を 指 向 し 、
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地 域 資 源 の 開 発 に お い て も 持 続 的 開 発 が 基 本 に あ る 。  
ヨ ー ロ ッ パ に お け る グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム は 、 都 市 か ら は な れ た 農
村 に 滞 在 し 、 自 然 や 文 化 、 地 元 の 人 々 と の 交 流 を 楽 し む 旅 を 意 味 す
る（ 山 崎  1 9 9 3）。ま た 日 本 の 場 合 、農 山 漁 村 地 域 に お い て 自 然 、文
化 、人 び と と の 交 流 を 楽 し む 滞 在 型 の 余 暇 活 動 と 位 置 づ け て い る（ 農
林 水 産 省  1 9 9 2）。モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、都
市 か ら 離 れ た 遊 牧 民 地 内 に 設 置 さ れ て い る ゲ ル キ ャ ン プ 場 に 滞 在 し 、
遊 牧 民 の 生 活 を 体 験 す る と 共 に 自 然 や 文 化 を 楽 し む こ と が で き る ツ
ー リ ズ ム に な っ て い る 。 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム の ｢グ リ ー ン ｣は ソ フ ト
ツ ー リ ズ ム （ 環 境 に 優 し い 観 光 開 発 や 経 営 、 環 境 問 題 に 意 識 を も っ
た 人 々 の 観 光 行 動 ） と 解 釈 さ れ 、 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム の 中 で 中 心 を
占 め て い る の は 、農 家 の 兼 業 の 一 環 と し て 行 わ れ て い る「 宿 泊 施 設 」
で あ る（ 山 崎  1 9 9 3）。農 村 観 光 地 で は ，観 光 資 源 と し て の 農 業 維 持
は 、地 域 に と っ て も っ と も 大 き な 課 題 で あ り 、宿 泊 施 設（ 農 家 民 宿 ）
は そ の 象 徴 で あ る 。 農 家 民 宿 は 、 農 村 に お け る 環 境 保 全 に 重 要 な 役
割 を 担 う だ け で な く 、 地 域 の 観 光 発 展 の 牽 引 役 と な る 可 能 性 が あ る
が 、 そ こ に は 農 家 民 宿 の 推 進 策 や 地 域 に お け る 環 境 保 全 に 向 け た 政
策 も 不 可 欠 で あ る （ 富 川 久 美 子  2 0 0 7）。  
ヨ ー ロ ッ パ に お い て も 農 家 民 宿 は 農 家 の 副 業 と し て 農 家 収 入 を 支
え 、 農 村 に お け る 雇 用 の 場 を 創 出 し て い る こ と 、 ま た そ れ を 求 め て
い る こ と も 、 確 か な 事 実 で あ り 、 都 市 と 農 村 の 交 流 の 場 で あ る （ 横
山 秀 司  2 0 0 6）。グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム が 、地 域 の 文 化 を 守 り 、地 元 住
民 の 生 活 水 準 を 上 げ 、 観 光 客 に は 長 期 休 暇 を 過 ご せ る 施 設 を 提 供 で
き る 上 、外 貨 を 獲 得 す る 手 段 と し て も 期 待 さ れ て い る 点 に お い て（ 山
崎  1 9 9 3）、グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム の 定 義 が モ ン ゴ ル で 行 わ れ て い る ゲ
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ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム と 類 似 し て い る 。 表 １ で は 、 ヨ ー ロ ッ パ の グ
リ ー ン ツ ー リ ズ ム と 日 本 の グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム お よ び モ ン ゴ ル の ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム そ れ ぞ れ を 比 較 し な が ら 宿 泊 施 設 の 特 徴 を 中
心 に 示 し た 。 農 家 民 宿 と 異 な る 点 と し て 、 日 本 の 水 田 、 集 落 、 人 工
林 の 農 村 景 観 に 対 し て 、 モ ン ゴ ル は 放 牧 地 と 家 畜 と 集 落 が 点 在 す る
大 草 原 の 景 観 に な っ て い る 。 モ ン ゴ ル の ゲ ル キ ャ ン プ は 、 ヨ ー ロ ッ
パ の 家 屋 構 造 と な る レ ン ガ や 石 を 素 材 に し た 耐 用 年 数 の 長 い 施 設 と
違 っ て 、 日 本 と 同 じ く プ ラ イ バ シ ー が 守 れ な い 様 式 に な っ て い る 。
グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム と 言 え ば 、 日 本 で は 農 家 民 宿 と い う イ メ ー ジ が
強 い が 、 ヨ ー ロ ッ パ を み る と 、 農 家 民 宿 、 農 家 レ ス ト ラ ン 、 農 家 に
よ る バ カ ン ス 施 設 の 運 営 、 農 産 物 の 加 工 や 直 売 の 4 つ の 部 分 が 地 域
で 密 接 な 連 携 を 保 持 し て い る（ 山 崎  2 0 0 5）。観 光 客 が 民 宿 に 滞 在 す
る 場 合 、 地 域 に あ る 直 売 農 家 を 紹 介 し 、 そ こ で の 食 料 品 調 達 を 案 内
し 、 食 事 の 場 合 に は 民 宿 の 経 営 者 が 近 所 の レ ス ト ラ ン を 紹 介 す る な
ど 地 域 連 携 が あ り 、 地 域 活 性 化 が 現 実 さ れ て い る 。 宮 崎 猛 氏 に よ れ
ば 、 ヨ ー ロ ッ パ の グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム と 異 な る 日 本 の グ リ ー ン ツ ー
リ ズ ム の 特 徴 に は 、 水 田 作 中 心 の 小 農 社 会 、 水 利 や 入 会 等 の 共 同 規
制 が あ り 、 過 疎 化 の 進 む 農 村 の 内 発 的 発 展 に は 、 村 づ く り 、 都 市 農
村 交 流 、 地 域 経 営 体 に よ る 地 産 地 消 や 高 付 加 価 値 化 の た め の グ リ ー
ン ツ ー リ ズ ム 経 営 が 不 可 欠 で あ る （ 宮 崎 猛  2 0 0 2）。  
以 上 の よ う に 、 世 界 各 地 で は 異 な っ た 表 現 で グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム
が 定 義 さ れ て い る 。 し か し 、 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム が 、 環 境 保 全 、 観
光 と 地 域 振 興 に よ る 活 性 化 の 総 合 的 な 達 成 を め ざ す 概 念 で あ る こ と
は 、世 界 共 通 で あ る こ と が わ か っ た 。ま た 、グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム は 、  
都 市 と 農 村 の 交 流 を 内 包 し 、 田 舎 暮 ら し を 体 験 し 、 農 場 で 休 暇 を 過
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ご す こ と に よ り 、 農 村 地 域 の 活 性 化 に も 貢 献 す る も の で あ る と も い
え る 。 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム 産 業 は 、 地 域 内 の 各 産 業 と の 関 連 が 強 い
た め 、 地 域 経 済 全 体 へ 広 く 波 及 効 果 を 及 ぼ す 特 徴 で あ る （ 槍 垣 铯 太
郎  1 9 9 7）。  
地 域 活 性 化 と は ， 地 域 に 住 ん で い る 人 々 の 誇 り を 再 認 識 さ せ て ，
地 域 資 源 を 住 民 主 導 で 経 営 し な が ら ， 地 域 内 外 を 巻 き 込 ん で い く 活
動 で あ る 。 こ れ ま で に 述 べ た よ う に グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム は 多 く の も
の に プ ラ ス を 与 え る 。 さ ら に ヨ ー ロ ッ パ は 、 農 村 そ の も の の 活 性 化
を 観 光 で 行 う と い う 姿 勢 が あ る 。 し た が っ て 、 空 き 部 屋 を 都 市 住 民
な ど に 宿 泊 さ せ 、 そ の 結 果 地 域 活 性 化 で き れ ば い い と い っ た 立 場 が
広 が っ て い る 。 ま た 、 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム に お い て 、 先 進 国 と な る
ヨ ー ロ ッ パ や 日 本 と モ ン ゴ ル で は か な り 条 件 が 異 な り 、 モ ン ゴ ル 独
自 の モ ン ゴ ル 型 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム を 推 進 す る 必 要 が あ る 。  
「 地 域 活 性 化 」 と い う 用 語 使 用 の 時 代 的 背 景 を み れ ば 、 次 の よ う
に 説 明 で き る 。 第 2 次 世 界 大 戦 後 、 日 本 経 済 の 高 度 成 長 に よ る 農 山
村 か ら の 人 口 流 出 は 、 農 業 生 産 の 弱 体 化 を 引 き 起 こ す と と も に 、 人
口 の 急 減 は 社 会 生 活 の 維 持 機 能 す ら 不 全 化 す る 事 態 を 生 じ さ せ た
(安 達  1 9 7 9 )。 現 在 ， 農 村 研 究 に お い て 、 地 域 活 性 化 を 直 接 的 に 概
念 規 定 し た も の は 必 ず し も 多 く な い 。そ の よ う な な か で 、小 池 ( 1 9 9 2 )
は 地 域 農 業 ・ 農 村 の 活 性 化 と は 、 地 域 に 賦 存 す る 資 源 の 有 効 活 用 を
図 り 、 そ の 機 能 を 活 発 に す る こ と を 通 じ て 、 地 域 の 牧 畜 業 な り 地 域
農 村 な り の 活 動 が 活 発 に な る こ と を め ざ し つ つ 、 同 時 に 地 域 の 生 活
環 境 の 改 善 を 内 包 す る も の で あ る と 規 定 し て い る 。 河 村 ( 1 9 9 1 )は 農
村 地 域 の 活 性 化 と は 、 日 常 的 行 為 に よ っ て 達 成 さ せ る 水 準 を 超 え る
付 加 価 値 を 達 成 す る 動 き と し 、 主 体 の 動 態 に 着 目 す る 定 義 を し て い
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る 。 さ ら に 、 地 域 活 性 化 は 「 経 済 的 活 性 化 」 と 日 常 で は 得 ら れ な い
生 活 面 の 付 加 価 値 を 求 め る 「 社 会 的 活 性 化 」 の 2 つ の 視 点 で 捉 え た
地 域 活 性 化 に つ い て 提 案 し て い る 。 本 研 究 は 心 理 的 充 足 も 視 野 に 入
れ 、 観 光 に と も な う 経 済 的 側 面 に と ど ま ら な い 多 面 的 な 視 点 で 地 域
活 性 化 を 捉 え る 。 そ の た め に も 、 本 研 究 は ゲ ル キ ャ ン プ に お け る 地
域 住 民 （ 遊 牧 民 ） と 観 光 客 の 交 流 活 動 に 着 目 し 、 そ れ ら の 関 係 に 基
づ く 「 地 域 活 性 化 」 を 考 察 す る 。  
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第 2 章  モ ン ゴ ル に お け る 観 光 の 発 展 と そ れ を 支 え る 遊 牧 環
境  
2 . 1  モ ン ゴ ル に お け る 自 然 環 境 と 人 び と の 生 活  
ア フ リ カ の 北 部 か ら 中 東 部 に ま た が る 草 原 は 、 伝 統 的 な 遊 牧 の 世
界 で あ る 。 そ の な か で モ ン ゴ ル は 、 西 は 北 ア フ リ カ か ら 、 東 は 大 興
安 嶺 に い た る 、 ユ ー ラ シ ア 大 陸 の 遊 牧 ベ ル ト 地 帯 の 東 の 端 に 位 置 す
る （ 小 貫  1 9 8 5）。 モ ン ゴ ル の 面 積 は 1 5 6 万 5 , 6 0 0  k ㎡ 、 日 本 の 約
4 . 2 倍 で で あ る 。 ロ シ ア と は 北 部 （ 3 , 4 8 5 k m の 国 境 ） で 接 し て お り 、
中 国 と は 東 部 、 南 部 、 西 部 （ 三 方 向 の 国 境 路 線 は 4 , 6 7 3 k m） で 接 し
て い る （ モ ン ゴ ル 国 自 然 環 境 省  2 0 0 5）。  
モ ン ゴ ル は 、 北 緯 4 2 度 か ら 5 2 度 に 位 置 し 、 中 央 ヨ ー ロ ッ パ と ア
メ リ カ 合 衆 国 （ 北 部 諸 州 ） と ほ ぼ 同 じ 緯 度 で あ る 。 モ ン ゴ ル は 大 洋
か ら 離 れ た 内 陸 国 で 、気 候 の 変 動 が 大 き く 、年 間 平 均 降 雨 量 は 3 0 0 m m
と 少 な い こ と が 特 徴 で あ る 。 ま た ウ ラ ン バ ー ト ル 市 の 降 雨 量 は 年 平
均 2 2 0 m m で あ る 。 年 間 降 水 量 の 半 分 が 夏 の 7 月 と 8 月 に 集 中 し て お
り 一 般 に 乾 燥 し て い る 。 モ ン ゴ ル に ス テ ッ プ 地 帯 が 広 く 分 布 す る 理
由 は 、 雨 が 少 な く 、 乾 燥 し て い る 気 候 に 適 す る 草 が 生 育 し て い る た
め で あ る 。た だ し 、モ ン ゴ ル 北 部 は 平 均 降 雨 量 が 5 0 0 m m と 多 い た め 、
森 林 も 分 布 す る 。 ま た 、 モ ン ゴ ル に は 四 季 が あ り 、 内 陸 型 の 乾 燥 し
た 気 候 の 地 域 で は 、 年 間 の 晴 天 の 日 が 年 間 平 均 約 2 5 0 日 で あ る 。 夏
の 最 高 気 温 は 4 0  ℃ 近 く に な る 一 方 、 真 冬 は - 4 0  ℃ を 下 回 る こ と も
あ る 。年 間 を 通 じ て 1 日 の 温 度 差 が 3 0℃ に お よ ぶ こ と も あ り 、日 中
と 夜 間 の 気 温 差 、 冬 季 と 夏 季 の 気 温 差 が 激 し い 。 ウ ラ ン バ ー ト ル で
も 真 夏 の 8 月 の 末 に 雪 が 降 る こ と も あ る 。  
モ ン ゴ ル の 植 生 を み る と 、 国 土 の 北 部 に は 森 林 地 帯 、 中 部 に は ス
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テ ッ プ 地 帯 、南 部 に は 砂 漠 が 広 が る 。自 然 環 境 省 の 報 告 書 2 0 0 6 に よ
る と 、 モ ン ゴ ル に は 高 山 地 帯 （ 国 土 面 積 に 占 め る 割 合 は 約 3 . 6％ ）、
タ イ ガ 地 帯 （ 約 4 . 5％ ）、 森 林 ス テ ッ プ 地 帯 （ 約 1 5 . 2％ ）、 ス テ ッ プ
地 帯 (約 3 4 . 2％ )、ゴ ビ 砂 漠 地 帯（ 約 2 3 . 4％ ）、砂 漠 地 帯（ 約 1 9 . 1％ ）
と い う 6 つ の 自 然 帯 に 区 分 さ れ る（ 図 1）。モ ン ゴ ル の 国 土 面 積 の 約
5 0％ に 永 久 凍 土 が 分 布 し 、 そ の 一 部 は 極 東 シ ベ リ ア か ら 南 に 伸 び て
モ ン ゴ ル 国 境 に 入 り 、 カ ラ マ ツ 林 の 分 布 域 と ほ ぼ 一 致 し 、 森 林 と 草
原 の 境 目 は 壁 で 仕 切 ら れ て い る よ う に は っ き り し て い る こ と が わ か
る 。 モ ン ゴ ル の 森 林 限 界 付 近 は ほ と ん ど カ ラ マ ツ 林 帯 で あ り 、 そ の
下 に 永 久 凍 土 が 分 布 す る 。 カ ラ マ ツ 林 は 夏 の 平 均 気 温 が 1 6℃ 以 下 、
年 平 均 降 水 量 が 3 0 0 m m 以 上 で 、 か つ 永 久 凍 土 の 存 在 す る 地 域 に 主 に
分 布 し て い る 。  
モ ン ゴ ル の 人 口 は 2 0 1 2 年 現 在 2 8 2 万 6 , 2 0 5 で 、世 界 で も 人 口 密 度
の 低 い 国 の 1 つ（ 2 人 ／ k ㎡ 、モ ン ゴ ル 総 計 局 、 2 0 1 3）で あ る 。首 都
は ウ ラ ン バ ー ト ル で 、 そ こ で は 1 2 8 万 7 , 1 0 0 の 人 口 が 居 住 し て い る
（ モ ン ゴ ル 国 総 計 局 、2 0 1 1）。図 2 は モ ン ゴ ル の 人 口 密 度 を 示 し て い
る 。2 0 1 2  年 現 在 モ ン ゴ ル の 人 口 の 約 半 分 が ウ ラ ン バ ー ト ル に 集 中 し
て い る こ と が わ か る（ 図 2）。ウ ラ ン バ ー ト ル 市 は 、モ ン ゴ ル 中 央 部
か ら 東 の 場 所 に あ り 、 標 高 は 1 3 5 0 m の 高 地 に 位 置 し て い る 。 セ レ ン
ゲ 川 の 支 流 で あ る ト ー ラ 川 沿 い 、 ボ グ ド ハ ン 山 の 山 麓 に あ る 。 ウ ラ
ン バ ー ト ル 市 は 、 1 7 世 紀 の ラ マ 寺 院 建 設 を 機 に 街 と し て 発 展 し た 。
ウ ラ ン バ ー ト ル と い う 名 前 は 「 赤 い 英 雄 」 を 意 味 す る 。 海 か ら 離 れ
た 内 陸 部 に あ り 、 緯 度 と 標 高 が 極 め て 高 い た め 、 寒 暖 の 差 が 激 し く
乾 燥 し た 内 陸 性 ス テ ッ プ 気 候 と な っ て い る 。 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 は 、
世 界 で 最 も 寒 い 首 都 の １ つ と 言 わ れ て い る 。 年 間 平 均 気 温 は - 1 . 3℃
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で あ る 。 冬 は シ ベ リ ア か ら の 乾 燥 し た 季 節 風 の た め 冬 期 の 寒 さ が 厳
し い 。 1 月 の 平 均 気 温 は - 2 0℃ ま で 下 が る こ と も あ り 、最 低 気 温 に な
る と - 4 0℃ に 達 す る こ と も あ る 。夏 は 、内 陸 性 特 有 の 気 温 の 寒 暖 差 で 、
朝 晩 は 1 0℃ 以 下 の 寒 さ に も か か わ ら ず 、日 中 に 気 温 が 急 上 昇 し 3 0℃
以 上 ま で 上 が る こ と も あ る 。 他 の 主 要 都 市 と し て は 、 北 部 の 工 業 都
市 で あ る ダ ル ハ ン 市 の 人 口 は 1 0 万 5 , 3 3 3、銅 鉱 山 が あ る エ ル デ ネ ッ
ト 市 の 人 口 は 8 万 7 , 6 4 6 で あ る（ ウ ラ ン バ ー ト ル 市  2 0 1 2）。国 民 登
録 局 2 0 1 0 年 1 2 月 の デ ー タ ( 2 0 1 0 年 1 2 月 )に よ れ ば 、 モ ン ゴ ル の 行
政 区 は 2 1 の ア イ マ グ（ 県 ）と 3 3 4 の ソ ム（ 郡 ）に 分 か れ て い る 。モ
ン ゴ ル の 人 口 の 4 0 %が 、 地 方 に 住 む 遊 牧 民 で あ る 。  
 
2 . 2  モ ン ゴ ル に お け る 遊 牧 民 の 基 本 的 性 格  
北 ア フ リ カ か ら ユ ー ラ シ ア 大 陸 に お け る 遊 牧 の ベ ル ト 地 帯 に は そ
れ ぞ れ の 地 形 や 気 候 な ど の 自 然 条 件 に よ っ て 、 遊 牧 形 態 に 違 い が 現
れ る 。 中 央 ア ジ ア の ス テ ッ プ 地 帯 の ラ ク ダ 、 馬 、 羊 を 主 体 と し た 遊
牧 民 と 、 西 ア ジ ア の ラ ク ダ 、 山 羊 、 羊 を 中 心 に し た 牧 畜 民 、 ア フ リ
カ の 牛 を 中 心 と す る 牧 畜 民 と い っ た よ う に 、 家 畜 の 種 類 と そ の 組 み
合 わ せ に 違 い が み ら れ る （ 小 貫  1 9 8 5）。 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 、 馬 、
牛 、 羊 、 山 羊 、 ラ ク ダ と い う 5 つ の 種 類 の 家 畜 を 中 心 に し て い る こ
と が 特 徴 的 で あ る 。  
遊 牧 民 の 移 動 す る 距 離 は 地 域 の 特 性 と 関 係 し て い る 。 移 動 の 仕 方
と し て は 、 水 平 に 移 動 す る ア フ リ カ の 牛 の 遊 牧 民 と 、 ト ル コ 、 イ ラ
ン 、 ア フ ガ ニ ス タ ン 、 あ る い は 、 ス ペ イ ン 、 イ タ リ ア な ど ヨ ー ロ ッ
パ の よ う に 垂 直 移 動 す る 遊 牧 民 と の 違 い が あ る 。 さ ら に 、 垂 直 移 動
の 方 向 を と る 移 動 に お い て も 地 域 差 が あ る 。 夏 に は 高 山 牧 地 に 移 動
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し て 放 牧 す る メ ソ ポ タ ミ ヤ 平 原 、 イ ラ ン 高 原 、 ア フ カ ニ ス タ ン 高 原
が あ る 。 そ の 理 由 は 、 夏 は 乾 燥 し て 低 地 の 草 地 で は 羊 や 山 羊 を 飼 養
す る こ と が 困 難 に な る た め 、 山 地 の 草 地 へ 移 動 す る 。 山 地 は 気 温 が
低 い た め 水 の 蒸 発 が 少 な く 、 そ の う え 低 地 よ り 降 水 量 が 多 い た め 草
地 の 家 畜 飼 養 力 が 高 い か ら で あ る 。 そ れ と 逆 に 、 冬 は 山 地 の 牧 地 に
移 動 し 、 夏 は 山 地 を 下 り 、 平 地 で 遊 牧 す る モ ン ゴ ル の ハ ン ガ イ 地 方
な ど の 例 が あ る 。モ ン ゴ ル の 場 合 は 、年 間 の 降 水 量 の 8 0～ 9 0％ が 夏
に 降 る の で 、 遊 牧 民 は 牧 草 を 飼 料 に 低 地 の 川 筋 の 水 を 利 用 し つ つ 夏
を 過 ご す 。 冬 季 に は 家 畜 を 山 中 の 雪 原 に 放 牧 し 、 雪 の 下 に 蓄 え ら れ
て い る 良 質 の 桔 草 を 食 べ さ せ る モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 の 方 法 が あ る 。  
2 0 1 1 年 の モ ン ゴ ル 国 家 統 計 に よ れ ば 、 モ ン ゴ ル の 人 口 の う ち 約
4 0％ は 遊 牧 民 で 2 2 6 , 0 0 0 以 上 の 世 帯 が 存 在 す る 。 ま た 、 モ ン ゴ ル は
国 土 の 8 0％ を 農 牧 業 に 利 用 し て お り 、 そ の 全 農 牧 業 用 地 の 中 で 約
9 8％ を 放 牧 地 、採 草 地 は 約 1％ を 占 め る 。そ の な か で わ ず か 、約 1％
の 農 地 の 約 半 分 に 農 産 物 を 作 付 し て い る 。 そ の 中 で 、 穀 物 は 、 小 麦
と 大 麦 、エ ン 麦 が 約 8 2％ を 占 め 、飼 料 作 物 は 、約 1 6％ と そ れ に 次 い
で い る 。 農 耕 部 門 に お い て も 家 畜 の 飼 料 生 産 が 重 要 視 さ れ て い る こ
と が わ か る 。モ ン ゴ ル は ア ジ ア の 放 牧 地 面 積 の 1 9 . 1％（ 約 1 2 万 h a）
を 占 め て い る 。国 土 面 積 に 対 す る 牧 地 面 積 の 割 合 が 5 0％ を 越 え る 国
は 、ア ル ゼ ン チ ン 5 1 . 6％ 、ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 5 2 . 4％ 、オ ー ス ト ラ リ
ア 5 7 . 0％ 、エ チ オ ピ ア 5 8 . 6％ 、ナ ミ ビ ア 6 4 . 2％ 、南 ア フ リ 力 6 5 . 2％ 、
ボ ツ ワ ナ 7 3 . 3％ 、 ウ ル グ ア イ 7 7 . 4％ 、 モ ン ゴ ル 7 8 . 8％ と 、 モ ン ゴ
ル が 最 も 高 い 割 合 を 示 し て い る 。モ ン ゴ ル に 生 育 す る 植 物 は 、2 , 0 2 3
種 で 、 そ の う ち 、 牧 草 は 5 5 0 種 以 上 を 占 め る が 、 実 際 に 家 畜 が 採 食
す る の は 、 約 3 0 0 種 で あ る と い わ れ て い る (今 岡  1 9 8 8 )。 A . Y u t a n o v
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は 、モ ン ゴ ル の 牧 草 の 分 布 に つ い て 、そ の 4 0％ 以 上 が 、ハ ン ガ イ 山
岳 性 森 林 草 原 地 帯 に 、 2 0％ 以 上 が 草 原 と 半 砂 漠 地 帯 に 、 ６ ％ が 高 山
地 帯 に 、 7％ が 砂 漠 地 帯 に 分 布 す る と 、述 べ て い る 。主 な 牧 草 は 、イ
ネ 科 ,ガ マ 科 、 ユ リ 科 、 キ ク 科 、 ア ヤ メ 科 、 ア カ ザ 科 の 牧 草 で あ る 。
雑 草 類 あ る い は 、 潅 木 類 や 喬 木 類 な ど も 副 飼 料 と し て 、 雪 害 な ど の
自 然 災 害 が 起 き た 時 の 飼 料 と な る 。  
モ ン ゴ ル に お け る 家 畜 数 は 。 4 , 0 2 6 万 頭 （ 4 5 . 6 %が ヤ ギ 、 4 2 . 2 %が
羊 、 6 %が 牛 、 5 . 6 %が 馬 、 0 . 6 %が ラ ク ダ ） で あ る （ モ ン ゴ ル 国 家 統 計
2 0 1 2）。 モ ン ゴ ル で は 、 全 人 口 よ り 家 畜 の 数 の ほ う が 圧 倒 的 に 多 く 、
全 農 業 生 産 額 の 8 0％ 以 上 が 畜 産 部 門 に お い て 生 産 さ れ て い る（ モ ン
ゴ ル 国 家 統 計 、2 0 1 1）。し か し 、家 畜 の 増 加 に と も な っ て 過 放 牧 が 進
み 、 放 牧 地 が 荒 れ る な ど 、 自 然 環 境 に 悪 影 響 が 及 ぶ ま で の 深 刻 な 問
題 に な っ て い る 。 こ の よ う な 時 代 の 変 化 、 過 放 牧 に よ っ て 自 然 に 影
響 を 及 ぼ す よ り 、 よ り 安 定 し た 所 得 源 と し て 確 立 し よ う と す る ゲ ル
キ ャ ン プ と の 取 り 組 み が 貢 献 す る の で は な い か 。 こ の 新 た な 動 き に
は 観 光 客 に よ る 新 た な 収 入 源 の 期 待 や 長 期 的 視 点 に 立 っ た 遊 牧 民 の
牧 畜 景 観 の 保 全 や 遊 牧 民 の 自 立 促 進 へ の 貢 献 、 あ る い は 、 牧 畜 業 と
草 原 の も つ 多 面 的 機 能 の 開 発 な ど へ の 期 待 も 大 き い 。  
モ ン ゴ ル に お け る 遊 牧 民 は 、 移 動 型 の 牧 畜 を 生 業 と し て 行 う 人 び
と で あ り 、 彼 ら は 1 か 所 に 定 住 す る こ と な く 家 畜 を 季 節 ご と に 移 動
さ せ な が ら 自 然 植 生 を 利 用 す る 生 産 様 式 を 行 っ て い る（ 小 貫  1 9 8 5）。
現 地 調 査 で は 、 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 移 動 す る が 、 定 住 地 （ 春 ・ 夏 ・
秋 ・ 冬 そ れ ぞ れ の 営 地 ） を 基 本 的 に も っ て い る こ と が わ か っ た 。 モ
ン ゴ ル の 観 光 で は 自 然 が 主 体 で あ る た め 、 そ の な か で 生 き る 遊 牧 民
の 暮 ら し は 観 光 資 源 と し て 大 き な 価 値 が あ る こ と が わ か っ た 。 図 3
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に よ れ ば 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ に お い て 、 遊 牧 民 生 活 を 体 験 す る プ ロ グ
ラ ム は 大 き な 商 品 価 値 と な っ て い る こ と を 示 し て い る 。特 に 、乗 馬 、
ゲ ル の 組 み 立 て 、 食 文 化 を 体 験 す る プ ロ グ ラ ム が 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ
の 価 値 の あ る 観 光 資 源 と な っ て い る こ と が わ か る 。  
モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 従 来 、 ボ ゴ ・ マ ル （ 小 型 の 家 畜 ） と 呼 ば れ る
羊 や 山 羊 の う ち 羊 を 主 な 家 畜 と し て 飼 う こ と が 一 般 的 で あ っ た が 、
山 羊 か ら と れ る カ シ ミ ア 原 毛 が 現 金 収 入 に つ な が る と し て 、 近 年 、
モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 山 羊 の 多 飼 育 化 に 力 を 入 れ た 。 そ の 結 果 、 モ ン
ゴ ル は 中 国 に 続 き カ シ ミ ヤ 原 毛 の 世 界 第 2 位 の 生 産 国 に な り 、 世 界
の カ シ ミ ヤ 生 産 の 2 0 %以 上 を 生 産 し 、 年 間 約 3  , 0 0 0 ト ン を 供 給 し て
い る （ F I F T A  M O N G O L I A , 2 0 0 7）。 し か し 、 山 羊 は 羊 と 異 な り 、 草 を 根
本 か ら 食 べ る た め 、 山 羊 の 増 加 は 草 原 の 砂 漠 化 を 助 長 す る も の と し
て 自 然 環 境 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ る よ う に な っ た 。 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民
は 、 羊 を 主 に 食 用 と 毛 取 り 用 と し て 飼 育 し て い る 。 羊 の 総 称 は ホ ニ
で 、 子 羊 は ホ ラ ガ と 呼 び 分 け て い る 。 山 羊 は 羊 の 群 れ を 安 定 さ せ る
た め 、 羊 の 群 れ に 一 定 割 合 の 山 羊 を 混 ぜ て 飼 育 し て い る 。 山 羊 の 総
称 は ヤ マ ー で 、子 山 羊 は イ シ グ 、種 山 羊 は オ ホ ナ と 呼 び 分 け て い る 。
2 0 1 0 年 は ゾ ド（ 雪 害 ）に よ り 、山 羊 の 数 は 約 6 0 0 万 頭 に ま で 減 少 し 、
羊 の 数 よ り 減 少 し た （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 省 , 2 0 1 1）。  
ま た 、 馬 と 牛 は 全 国 的 に 飼 育 さ れ て い る が 、 ラ ク ダ は 地 域 差 が あ
り 、 主 に ゴ ビ （ 乾 燥 地 域 ） 地 方 で 飼 育 さ れ て い る 。 こ れ ら の 家 畜 は
ボ ド ・ マ ル （ 大 型 家 畜 ） と 呼 ば れ て い る 。 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 馬 を
主 に 乗 用 、 ま た は 搾 乳 に 用 い て い る 。 馬 の 総 称 は モ リ だ が 、 種 馬 を
ア ズ ラ ガ 去 勢 馬 、 ま た は 馬 群 を ア ド ー 、 雌 馬 を グ ー な ど と 性 別 に よ
っ て 呼 び 分 け る 。 仔 馬 は オ ナ ガ で 、 さ ら に 年 齢 に よ っ て 細 か く 分 け
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て お り 、 2 歳 の 馬 を ダ ー ガ 、 3 歳 の 馬 を シ ュ ド レ ン 、 4 歳 の 馬 を ヒ ャ
ザ ー ラ ン 、5 歳 の 馬 を ソ ヨ ー ロ ン 、6 歳 以 上 の 馬 を イ フ ナ ス な ど と 名
づ け て い る 。 ラ ク ダ は 主 に 荷 車 用 に 用 い ら れ る 。 ゴ ビ 地 域 で は ラ ク
ダ を 主 に 飼 育 し て お り 、 搾 乳 も 行 っ て い る 。 ラ ク ダ の 総 称 は テ メ ー
で 、 仔 ラ ク ダ は ボ ト ゴ 、 雌 ラ ク ダ は イ ン ゲ と 呼 び 分 け て い る 。  
 
2 . 3  モ ン ゴ ル に お け る 遊 牧 民 の 畜 産 経 営 の 変 化  
社 会 主 義 以 前 に お い て は 、 遊 牧 は 家 族 経 営 に よ り 行 わ れ て お り ホ
ト ・ ア イ ル 方 式 が 基 本 で あ っ た 。 ホ ト ・ ア イ ル と は 、 遊 牧 民 が 協 同
で 労 働 す る こ と か ら は じ め 、 家 族 経 営 の 機 能 を 補 完 す る 相 互 協 力 組
織 の こ と を 示 す 。 し か し 、 ホ ト ・ ア イ ル は 社 会 主 義 に よ る 集 団 化 の
強 制 に よ り 解 体 さ せ ら れ 、 モ ン ゴ ル に お け る 畜 産 経 営 組 織 形 態 は ネ
グ デ ル に な っ た 。 ネ グ デ ル は 旧 ソ 連 の コ ル ホ ー ズ を モ デ ル と し た 集
団 農 場 経 営 で あ り 、 組 合 員 は ネ グ デ ル の 労 働 者 と な り 、 ネ グ デ ル の
家 畜 を 飼 養 し て い た 。ネ グ デ ル の 形 成 過 程 を 以 下 で み る 。ま ず 、1 9 2 8
年 以 降 、家 畜 は 、政 府 に よ り 没 収 さ れ 遊 牧 民 に 手 渡 さ れ た 。 1 9 3 0 年
代 に 入 っ て ネ グ デ ル が 設 立 さ れ 、 遊 牧 民 は ネ グ デ ル の 組 合 員 に な る
こ と を 強 制 さ れ た 。そ の 結 果 、 1 9 5 2 年 に は モ ン ゴ ル 全 国 に 9 , 0 0 0 人
の 組 合 員 に よ る 1 6 5 の ネ グ デ ル が 存 在 し 、2 8 万 頭 の 家 畜 が 飼 養 さ れ
て い た 。 1 9 5 5 年 に は 遊 牧 民 １ 世 帯 あ た り 7 5 頭 ま で 家 畜 の 私 有 が 可
能 で あ っ た が 、私 的 飼 養 に は 重 税 が 課 せ ら れ た 。 1 9 5 9 年 に は 国 に よ
る 強 制 的 な 集 団 化 に よ り 、全 飼 養 家 畜 の 7 5％ が 集 団 化 さ れ 、そ の 翌
年 に は 9 9 . 5％ が 集 団 化 さ れ 、3 5 4 の ネ グ デ ル と 2 5 の 国 営 農 場 が 設 立
さ れ た 。 さ ら に 1 9 7 0 年 代 に は 大 規 模 化 し た 2 7 2 の ネ グ デ ル と 3 2 の
国 営 農 場 が 登 場 す る よ う に な り 、1 0 の 飼 料 生 産 国 営 農 場 が 設 立 さ れ
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た （ G e r e l m a a  D a n a a  2 0 0 9）。 国 営 農 場 は 、 主 要 農 産 物 で あ る 穀 物 、
食 肉 、酪 農 と い っ た 分 野 に お い て 機 械 化 に よ る 集 約 的 な 生 産 を 行 い 、
生 産 物 を 都 市 へ 供 給 し て い た 。し か し 、 1 9 9 0 年 に モ ン ゴ ル は 、市 場
経 済 へ 移 行 し 、 そ れ ま で 活 動 し て き た ネ グ デ ル の 制 度 が 解 体 さ れ 、
1 9 9 1 年 に 民 営 化 法 が 成 立 し 、家 畜 が 私 有 化 さ れ た 。こ れ に よ り 、遊
牧 民 と 家 畜 頭 数 は 増 加 し 、 家 畜 経 営 は 再 び ホ ト ・ ア イ ル 方 式 に 戻 っ
た 。  
 
2 . 4  モ ン ゴ ル の 遊 牧 に よ る 地 域 区 分  
こ こ で は 、家 畜 が 集 中 し て い る 遊 牧 の 地 域 区 分 を 明 確 に す る た め 、
モ ン ゴ ル 国 家 統 計 局 の 2 0 1 0 年 の 統 計 を も と に 、モ ン ゴ ル の 家 畜 の 密
度 を 確 認 し た 。 ま ず 、 モ ン ゴ ル に お け る 県 （ ア イ マ グ ） を 西 部 、 森
林 帯 、 中 央 部 、 東 部 の ４ つ に 分 け る こ と が で き る 。 西 部 は 、 バ ヤ ン
ウ ル ギ 県 、 ゴ ビ ア ル タ イ 県 、 ザ ブ ハ ン 県 、 ウ ブ ス 県 、 ホ ブ ド 県 で 構
成 さ れ る 。こ こ に は 、平 原 と 砂 漠 が 存 在 す る 。ま た 、国 土 の 2 6 . 6％ 、
全 家 畜 頭 数 の 2 4 . 7％ を 占 め る 。森 林 帯 は 、ア ル ハ ン ガ イ 県 、バ ヤ ン
ホ ン ゴ ル 県 、 ブ ル ガ ン 県 、 オ ル ホ ン 県 、 ウ ブ ル ハ ン ガ イ 県 、 フ ブ ス
グ ル 県 を 構 成 さ れ る 。 牧 草 量 が モ ン ゴ ル で 一 番 多 く 、 面 積 が 国 土 の
2 4 . 5％ で あ る が 、 全 家 畜 頭 数 の 3 8 . 0％ を 占 め て い る 。  
森 林 帯 に 位 置 す る ア ラ ハ ン ガ イ 県 と ウ ブ ル ハ ン ガ イ 県 に お け る ユ
ー ラ シ ア 北 方 遊 牧 民 の 歴 史 は 主 と し て 、 オ ル ホ ン 、 セ レ ン ゲ 文 明 と
ヘ ル レ ン 、 オ ノ ン 文 明 と に 分 け ら れ る 。 オ ル ホ ン 川 流 域 は 、 モ ン ゴ
ル 中 で も 草 原 地 帯 と し て 歴 史 的 遺 産 が 集 積 し た 地 域 で あ る 。 こ こ に
は モ ン ゴ ル 帝 国 の 首 都 と ウ イ グ ル 時 代 の 都 市 な ど が 分 散 し て い る 。
ま た 、 オ ル ホ ン の 滝 や ホ ジ ル ト の 温 泉 も 分 布 し 、 魚 釣 り の 絶 好 の ポ
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イ ン ト も オ ル ホ ン 川 に あ る 。ア ラ ハ ン ガ イ 県 は 農 牧 に 適 し た 地 域 で 、
小 麦 の 大 規 模 な 耕 作 地 や 遊 牧 が さ れ る 草 原 が 広 が っ て い る 。 ウ ブ ル
ハ ン ガ イ 県 に 来 る 観 光 客 の 目 的 は 、 元 時 代 の 史 跡 で あ る エ ル デ ネ ゾ
ー と 亀 石 で あ り 、 モ ン ゴ ル を 訪 れ た 外 国 人 観 光 客 が 必 ず 来 訪 す る と
こ ろ と な っ て い る （ B a y a s g a l a n  2 0 1 0）。 観 光 施 設 な ど は 、 あ ま り 整
備 さ れ て こ な か っ た が 、 1 9 9 0 年 後 、外 国 人 観 光 客 の 増 加 に と も な い
ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 設 置 が 進 行 し て い る 。  
中 央 部 は 、 ゴ ビ ス ム ベ ル 県 、 ダ ル ハ ン オ ー ル ル 、 ド ル ノ ゴ ビ 、 ド
ン ド ゴ ビ 、 ウ ム ヌ ゴ ビ 、 セ レ ン グ 、 ト ゥ ブ 県 （ 中 央 県 ） で 構 成 さ れ
る 。中 央 県 に 位 置 す る ウ ラ ン バ ー ト ル 市 は 、モ ン ゴ ル の 玄 関 で あ り 、
主 要 観 光 地 で も あ る 。 ボ グ ド 山 、 バ ヤ ン ズ レ フ 山 、 ソ ン ギ ノ ハ イ ラ
ハ ン 山 の ４ つ の 山 に 包 ま れ 、 景 勝 地 や 遺 跡 も 多 い 。 ウ ラ ン バ ー ト ル
市 に も っ と も 近 い 国 立 公 園 で あ り 、 草 原 、 乗 馬 、 釣 り な ど の 目 的 で
来 る 観 光 客 の 宿 泊 す る ゲ ル キ ャ ン プ な ど の 開 発 が 活 発 な 地 域 で あ る 。
こ の 中 央 部 の 南 の ３ 県 は 砂 漠 地 域 で あ る が 、 北 の ４ 県 は 森 林 帯 と 同
じ よ う に 牧 草 の 草 生 量 が 非 常 に 多 い 地 域 で あ る 。 中 央 部 全 体 が 国 土
に 占 め る 面 積 の 割 合 は 3 0 . 6％ で あ る 。こ の 中 央 部 に お け る モ ン ゴ ル
の 主 要 な 観 光 地 の 一 つ が 、 ウ ム ヌ ゴ ビ の 大 自 然 で あ る 。 ウ ム ヌ ゴ ビ
の 利 用 の 拠 点 と な っ て い る の は ダ ラ ン ザ ド ガ ド 郡 に 位 置 す る ジ ュ ー
ル チ ン ゴ ビ で 、 一 帯 に は ゲ ル キ ャ ン プ や 飛 行 場 が 整 備 さ れ て い る 。
こ の 地 域 は 、 砂 漠 帯 で 、 ゴ ビ ゴ ル バ ン サ イ ハ ン 自 然 国 立 公 園 が 設 定
さ れ て お り 、 雪 溪 の あ る ヨ リ ー ン ・ ア ム 溪 谷 、 モ ル ツ ォ グ 砂 丘 や バ
ヤ ン ザ グ 恐 竜 化 石 、ラ ク ダ の 放 牧 な ど 観 光 資 源 が 豊 富 な 地 域 で あ る 。
こ の 地 域 の ゲ ル キ ャ ン プ は 、 地 域 特 性 豊 か な 観 光 資 源 を 生 か し て お
り 、 バ ヤ ン ザ グ で 行 わ れ て い る 恐 竜 発 掘 ツ ア ー 、 ホ ン ゴ ル 砂 丘 で 行
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わ れ て い る ラ ク ダ ツ ア ー 、 ヨ リ ー ン ア マ で 行 わ れ る バ ー ド ウ オ ッ チ
ン グ ツ ア ー 、 ネ メ フ ト 山 の 恐 竜 化 石 や ホ ラ ン 野 生 馬 を 行 う ジ ー プ ツ
ア ー な ど の ツ ア ー が 行 わ れ て い る 。  
ま た 、 モ ン ゴ ル の 基 本 的 な 地 形 に よ り 地 域 区 分 を 6 つ の 地 域 に 分
け 、 各 地 域 の 特 徴 を み る 。  
ア ル タ イ 山 系 地 域 に は 、 モ ン ゴ ル ア ル タ イ 山 脈 と ゴ ビ ア ル タ イ 山
脈 が あ る 。 こ れ ら は モ ン ゴ ル 北 西 か ら 南 東 に か け て 走 る 。 ア ル タ イ
山 脈 は 、 モ ン ゴ ル 第 一 級 の 山 脈 で あ る 。 短 い 支 山 脈 が 平 行 に 走 り 、
東 へ 行 く 程 標 高 は 低 く な る 。現 在 で も タ バ ン ボ グ ド 山 に 約 2 0 k m の ポ
タ ニ ン と 命 名 さ れ た 氷 河 が 残 っ て い る 。 ゴ ビ ア ル タ イ 山 脈 は 、 東 西
に 走 る 山 脈 で あ る 。砂 漠 気 候 の 影 響 で 半 砂 漠 性 山 地 帯 と な っ て お り 、
山 部 と 平 地 部 の 境 界 が は っ き り し て い る 。 こ の 地 域 は 、 山 岳 性 森 林
草 原 、 草 原 、 砂 漠 性 草 原 と 、 さ ま ざ ま な 牧 地 景 観 が み ら れ る た め 、
典 型 的 な モ ン ゴ ル の 風 景 を 期 待 す る 観 光 客 が 観 光 す る 場 所 と し て 適
し て い る 。 ま た 、 標 高 2 , 0 0 0ｍ を 越 え る と 現 れ る ヤ ク が 観 光 資 源 と
し て 期 待 さ れ て い る 。 ヤ ク は 、 肩 高 1 . 5～ 2 m で 体 の 下 面 お よ び 尾 に
長 毛 が 密 生 し て い る こ と が 特 徴 で 、黒 色 を し た 個 体 を 多 く み か け る 。
山 脈 に 至 る 高 地 に し か み ら れ な い 、 古 く か ら 家 畜 化 さ れ た ウ シ 科 の
哺 乳 類 で あ る 。  
ハ ン ガ イ 山 系 は 、 ア ル タ イ 山 系 に 次 ぐ 大 山 系 で 、 高 い 山 脈 が 密 集
し て い る 。 イ デ ル 川 に よ り ハ ン ガ イ 山 脈 と フ ブ ス グ ル 山 脈 に 分 離 さ
れ て い る 。 ハ ン ガ イ 山 脈 を 源 と す る 河 川 は 多 く 、 そ の た め こ の 山 脈
を 中 心 に 放 射 状 に 河 谷 が 発 達 し て い る 。 ハ ン ガ イ 山 脈 は 、 モ ン ゴ ル
最 大 の 水 源 の 役 目 を 果 た し て い る 。 フ ブ ス グ ル 山 地 中 央 に は 、 断 層
作 用 に よ っ て 形 成 さ れ た グ ブ ス グ ル 湖 が あ り 、 ツ ァ ー タ ン 族 （ ト ナ
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カ イ を 飼 っ て 生 活 す る 民 族 ） が 移 住 し 、 世 界 で 唯 一 モ ン ゴ ル で し か
み ら れ な い 生 活 習 慣 と 文 化 が 存 在 す る た め 、 外 国 人 観 光 者 が 訪 れ る
観 光 地 に な っ て い る 。標 高 は 海 抜 1 , 6 4 5 m で 南 北 に 長 い 形 を し て お り 、
長 さ は 1 3 6 k m、 幅 は 3 6 . 5 k m メ ー ト ル 、 最 大 水 深 は 2 6 2 m に な る 。 ア
ジ ア の 淡 水 湖 で は 有 数 の 水 量 を 誇 り 、 モ ン ゴ ル の 淡 水 の 7 0 %、 全 世
界 の 淡 水 の 0 . 4 %を 占 め る 。以 上 の よ う な 理 由 か ら 、ゲ ル キ ャ ン プ 場
が 多 く（ 5 4 か 所 ）分 布 し て い る 。フ ブ ス グ ル 地 域 は ウ ラ ン バ ー ト ル
か ら お よ そ 9 0 0 k m 離 れ て い る 。  
ヘ ン テ ィ ー 山 系 は 、 東 北 か ら 西 南 に 走 る 山 脈 で 、 標 高 2 0 0 0 m か ら
2 5 0 0 m、ハ ン ガ イ 山 脈 と 比 較 し て も 規 模 が 小 さ い 。北 部 が も っ と も 高
く 東 、南 、西 方 向 に 行 く ほ ど 低 く な る 。東 部 地 域 の 平 均 標 高 は 1 , 2 0 0
ｍ か ら 1 , 5 0 0ｍ 、 丘 陵 と 広 大 な 平 原 が 広 が っ て お り 、 農 牧 業 地 域 と
な っ て い る 。 こ の 地 域 は 、 広 大 な 草 原 ス テ ッ プ を 利 用 し た モ ン ゴ ル
の 遊 牧 生 活 や 伝 統 を 体 験 す る こ と が で き る た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 も
多 く 分 布 し て い る 。  
モ ン ゴ ル 北 部 平 原 の 地 域 は 、 準 平 原 地 帯 で あ る 。 特 に ヘ ル レ ン 川
南 部 に は 、 標 高 1 , 5 0 0 m か ら 1 , 7 0 0 m の な だ ら か な 斜 面 を も つ 、 残 丘
や 平 地 が 緩 や か に 続 い て い る 。 さ ら に 西 へ 上 流 へ 向 か う と 、 平 原 が
広 が る 。 こ れ を メ ネ ン ギ ー ン 草 原 と い う 。 こ の 地 域 は 、 広 大 な 草 原
ス テ ッ プ を 利 用 し た モ ン ゴ ル の 遊 牧 生 活 や 伝 統 を 体 験 す る こ と が で
き る た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 も 多 く 分 布 し て い る 。  
ア ル タ イ 山 脈 北 部 低 地 の 地 域 は 、 イ ヘ ノ ー リ ー ン ホ ト ゴ ル （ 多 湖
の 低 地 ） と い う 。 モ ン ゴ ル の 大 き な 湖 、 オ ブ ス 、 ヒ ャ ル ガ ス 、 ハ ル
オ ス 湖 な ど が 集 中 す る た め 、 遊 牧 民 の 夏 営 地 や 観 光 客 の 中 継 地 と し
て ゲ ル キ ャ ン プ が 集 中 し て い る 。  
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ア ル タ イ 山 脈 南 部 低 地 の 地 域 は 、 モ ン ゴ ル で 最 も 乾 燥 し て い る ゴ
ビ（ 半 砂 漠 ）地 帯 で あ る 。南 部 地 域 の 平 均 標 高 は 1 , 2 0 0ｍ か ら 1 , 6 0 0
ｍ で あ り 、 こ の 地 域 は モ ン ゴ ル で 最 も 乾 燥 し て お り 、 ゴ ビ （ 砂 漠 性
草 原 ）が 広 が っ て い る 。。ゴ ビ 地 帯 は 、乾 燥 し て い る た め 、羊 、ヤ ギ 、
ラ ク ダ の 飼 育 に 適 し て い る 。 ゴ ビ 砂 漠 を 体 験 す る た め に 観 光 客 が 訪
れ る と い う 背 景 か ら ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 分 布 し て い る 。 モ ン ゴ ル に お
け る 放 牧 地 の 分 類 を 高 山 牧 地 、 高 山 や 森 林 牧 地 、 山 岳 性 湿 原 ・ 草 原
牧 地 は 、 ハ ン ガ イ 、 ヘ ン テ ィ ー 、 フ ブ ス グ ル 、 ア ル タ イ 山 脈 山 頂 の
斜 面 か ら そ の 麓 野 に 広 が る 牧 地 と 分 け る こ と が で き る 。 湿 原 や 河 谷
の 牧 地 は 、 セ レ ン ゲ 河 と そ の 支 流 や へ ル レ ン 川 の 河 谷 に 、 半 砂 漠 性
牧 地 は 砂 漠 性 草 原 の 中 で も 草 原 に 近 い 北 部 に 、 砂 漠 性 牧 地 は 、 モ ン
ゴ ル 最 南 端 に 、サ ク サ ウ ル 牧 地 は 、ア ル タ イ 山 脈 以 南 の  ゴ ビ 地 帯 に
そ れ ぞ れ 分 布 し て い る 。  
 
2 . 5  モ ン ゴ ル に お け る 外 国 人 観 光 客 数 の 推 移  
1 9 2 1 年 の 建 国 以 来 、旧 ソ 連 の 政 治 や 経 済 圏 内 に 組 み 込 ま れ た モ ン
ゴ ル は 、 旧 ソ 連 に 次 ぐ 社 会 主 義 国 で あ っ た 。 社 会 主 義 時 代 に お け る
モ ン ゴ ル 経 済 は 、 旧 ソ 連 お よ び コ メ コ ン に 深 く 結 び つ い て お り 、 産
業 、 企 業 の 技 術 、 整 備 等 は 旧 ソ 連 国 や 地 域 か ら 供 給 さ れ て い た （ 小
貫  １ ９ ９ ３ ）。  
下 記 の 内 容 は モ ン ゴ ル 中 央 文 書 館 の デ ー タ よ り ま と め た も の で あ
る 。  
モ ン ゴ ル に お け る 工 場 施 設 は 、 旧 ソ 連 の 援 助 に よ っ て 建 設 さ れ て
い た 。 旧 ソ 連 の 政 治 や 経 済 圏 内 に 組 み 込 ま れ た モ ン ゴ ル へ 主 に 旧 ソ
連 の 連 邦 国 や 東 ヨ ー ロ ッ パ か ら の わ ず か な 観 光 客 が モ ン ゴ ル を 訪 れ
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る に す ぎ な か っ た（ E . G u r e m j a v  2 0 0 7）。そ の 理 由 は 、社 会 主 義 国 特
有 の 閉 鎖 経 済 だ っ た た め 、 お よ び 外 国 人 観 光 客 を 受 け 入 れ る 宿 泊 施
設 が 不 十 分 で あ っ た た め で あ っ た 。実 際 、 1 9 9 0 年 以 前 の モ ン ゴ ル に
は 2 つ の ホ テ ル と ４ つ の ツ ー リ ス ト キ ャ ン プ 場 し か な か っ た 。 1 9 5 0
年 頃 よ り 外 国 （ 旧 ソ 連 連 邦 国 ） か ら の 観 光 客 が 増 え て き た た め 、 モ
ン ゴ ル で は 観 光 客 を 受 け 入 れ る 政 策 を 初 め て 策 定 し 、 モ ン ゴ ル 政 府
は 、 観 光 分 野 に 注 目 す る よ う な っ た 。 モ ン ゴ ル と 各 国 と の 関 係 が 深
ま る に つ れ 、 外 国 か ら の 来 客 や 通 過 す る 人 が 増 え る こ と で 、 鉄 道 や
航 空 の 利 用 数 が 増 加 し 、外 国 へ 行 く モ ン ゴ ル 人 も 増 え た 。1 9 5 5 年 1 2
月 2 4 日 に は 外 国 人 観 光 客 に サ ー ビ ス を 提 供 す る 機 関 が 設 立 さ れ 、そ
の 結 果 、 外 国 観 光 客 の 入 出 国 の 際 、 列 車 や 飛 行 機 の チ ケ ッ ト を 提 供
で き る よ う に な っ た 。旧 ソ 連 と の 好 関 係 も 深 ま り 、 1 5 人 の 観 光 客 が
1 9 5 6 年 に 初 め て モ ン ゴ ル に 訪 れ た 記 録 も あ る 。そ の 後 、1 9 5 7 年 に 旧
ソ 連 、 中 国 、 北 朝 鮮 、 旧 チ ェ コ ス ロ バ キ ア 、 ア ル バ ニ ア 、 ル ー マ ニ
ア 、 イ ン ド 、 イ ン ド ネ シ ア 、 英 国 か ら 合 わ せ て 4 , 3 9 2 人 、 旧 ソ 連 か
ら は 1 9 6 0 年 に 2 , 1 8 4 人 、 1 9 6 1 年 に 5 3 2 人 、 1 9 6 3 年 に 2 0 2 人 、 1 9 6 5
年 に 3 , 9 0 0 人 の 観 光 客 が モ ン ゴ ル を 訪 れ た 。  
モ ン ゴ ル に お け る 旧 ソ 連 の 影 響 は 、6 5 年 間 続 い た が 、1 9 8 9 年 に な
っ て 、 旧 ソ 連 軍 が 撤 収 し た 。 そ の 背 景 に は 、 1 9 8 0 年 代 末 、 旧 ソ 連 や
東 欧 諸 国 の 変 革 の 影 響 を 受 け 、 モ ン ゴ ル に お い て も 民 主 化 運 動 が 高
ま り 、1 9 9 0 年 以 降 は 社 会 主 義 か ら 市 場 経 済 へ の 体 制 移 行 が 進 む と 同
時 に 、 旧 ソ 連 へ の 全 面 的 依 存 体 質 か ら の 脱 却 を 実 現 す る な ど 、 内 政
や 外 交 政 策 の 両 面 に お い て 大 き な 変 化 に 遭 遇 し た こ と が あ る 。 モ ン
ゴ ル は 急 進 的 な 移 行 政 策 を 採 用 し 、 財 政 、 金 融 、 貿 易 な ど 多 方 面 で
民 営 化 、 私 有 化 を 伴 う 移 行 政 策 を 実 施 し た 。  
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社 会 主 義 経 済 体 制 に 組 み 込 ま れ て い た モ ン ゴ ル は 、 平 和 的 革 命 で
共 産 主 義 者 の 支 配 を 脱 し 、 市 場 経 済 化 に 向 け た 計 画 を 実 施 し た 。 市
場 経 済 へ の 移 行 に と も な い 、モ ン ゴ ル の 旅 行 業 は 急 速 に 発 展 し 、2 0 0 0
年 に モ ン ゴ ル 初 の 観 光 に 関 す る 法 律 が 成 立 し 、2 0 0 2 年 に は 団 体 旅 行
の ビ ザ（ Ｊ 級 ）を 発 行 し た（ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 2 0 0 6 年 ）。2 0 0 4
年 に は 外 国 人 観 光 客 を 誘 致 す る 事 業 を 行 い 、2 0 0 5 年 に は 外 国 人 観 光
客 向 け の 交 通 イ ン フ ラ や イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー な ど を 整 備 す
る な ど 、 モ ン ゴ ル 政 府 も 外 国 人 観 光 客 誘 致 に 力 点 を 置 い た 。 モ ン ゴ
ル を 訪 れ る 観 光 客 の 人 数 は 年 々 増 え る 傾 向 に あ り 、観 光 産 業 は 1 9 9 0
年 の 民 主 化 後 の 1 2 年 間 に 急 速 な 発 展 を 遂 げ た 。図 4 に よ れ ば 、モ ン
ゴ ル を 訪 れ た 観 光 客 数 は 、 1 9 9 0 年 前 の 社 会 主 義 時 代 の 1 9 5 7 年 に は
4 , 3 9 2 人 だ っ た が 、民 主 化 後 の 1 9 9 0 年 に 入 っ て か ら の 2 0 0 7 年 に は 、
4 5 万 1 , 4 9 2 人 が 訪 れ る ま で と な っ た 。こ れ は 、1 9 9 0 年 に お け る 市 場
経 済 へ の 移 行 に 伴 い 、 1 9 9 1 年 に は 民 営 化 法 が 成 立 し 、モ ン ゴ ル の 観
光 業 も 民 営 化 さ れ る こ と に よ る （ D . G a n t u m u r  2 0 0 3）。  
2 0 0 6 年 に お い て 、観 光 産 業 は 、モ ン ゴ ル に お け る G D P の 1 8％ を 占
め 、旅 行 会 社 の 数 は 4 5 0 社 を 超 え た（ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 2 0 0 7
年 ）。そ の う ち 5 9 社 が 海 外 か ら 投 資 を 受 け て お り 、日 本 、フ ラ ン ス 、
イ ギ リ ス 、 ド イ ツ 、 そ し て ア メ リ カ 合 衆 国 な ど 先 進 国 か ら 観 光 客 を
受 け 入 れ て い る 。 2 0 0 6 年 の 観 光 客 総 数 は 4 0 万 8 , 5 0 0 人 だ っ た が 、
2 0 0 7 年 に は 約 4 5 万 4 , 8 0 0 人 ま で 増 加 し 、 前 年 比 約 1 1 . 3％ の 増 加 率
を 示 し た （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省  2 0 0 8）。  毎 年 、 モ ン ゴ ル を 訪
れ る 観 光 客 の 数 は 1 5％ か ら 2 0％ 増 加 し 、 2 0 1 1 年 に は 、 外 国 人 観 光
客 の 数 が 4 5 万 7 , 5 1 4 人 に 達 し て い る 。外 国 人 観 光 客 の 推 移 を 示 し た
図 5 に よ る と 、 ア ジ ア か ら モ ン ゴ ル に 訪 れ る 主 要 な 国 は 韓 国 （ 2 0 1 1
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年 現 在 で 4 万 3 , 9 9 4 人 ）、 日 本 （ 1 万 4 , 9 8 8 人 ） で 、 欧 米 か ら の 観 光
客 の 主 要 な 国 は ア メ リ カ 合 衆 国（ 1 万 5 , 4 2 3 人 ）、ド イ ツ（ 8 , 5 4 5 人 ）、
フ ラ ン ス（ 7 , 5 7 0 人 ）、イ ギ リ ス（ 7 , 1 2 0 人 ）、で あ る 。こ の 結 果 、2 0 1 1
年 の 観 光 部 門 の 総 収 入 は 2 2 2 万 米 ド ル と な っ た （ モ ン ゴ ル 総 計 局  
2 0 1 1）。図 5 は 、モ ン ゴ ル に お け る 主 要 送 出 国 か ら の 観 光 客 の 推 移 を
グ ラ フ で 示 し た も の で あ る 。 そ の な か で 、 ロ シ ア と 中 国 に つ い て は
隣 国 で あ り ビ ジ ネ ス 、 就 労 目 的 の 入 国 が 多 い こ と か ら 除 外 し た 。 図
５ に よ れ ば 、 モ ン ゴ ル を 訪 れ る 地 域 別 の 割 合 で は 、 中 国 を 除 く 東 ア
ジ ア か ら の 入 込 み が 伸 び て い る 。  
 
2 . 6   民 主 化 に よ る 観 光 業 の 変 化  
モ ン ゴ ル に お け る 観 光 の 発 展 過 程 は 、1 9 9 0 年 以 前 の 社 会 主 義 時 代
と そ れ 以 降 の 民 主 主 義 時 代 の ２ つ に 大 き く 分 け る こ と が で き る 。  
モ ン ゴ ル は 1 9 2 1 年 の 建 国 以 来 、旧 ソ 連 邦 の 政 治 や 経 済 圏 内 に 組 み
込 ま れ 、 旧 ソ 連 に 次 ぐ 社 会 主 義 国 と し て 知 ら れ て い た 。 社 会 主 義 時
代 の 観 光 に 関 与 す る 機 関 と い え ば 国 営 旅 行 社 「 ジ ョ ー ル チ ン 」 し か
な く 、観 光 客 用 の 小 型 キ ャ ン プ 場 は ウ ム ヌ ゴ ビ 、テ レ ル ジ 国 立 公 園 、
ホ ジ ル ト （ ウ ブ ル ハ ン ガ イ 県 、 カ ラ コ ル ム エ ル デ ネ ゾ ー 寺 院 ） と い
う 3 か 所 し か 観 光 キ ャ ン プ が な か っ た 。 観 光 に 関 与 す る 機 関 や そ れ
に 関 わ る ホ テ ル 、 リ ゾ ー ト 地 な ど も 国 が 立 地 す る 限 ら れ た 空 間 に し
か 及 ば な か っ た （ 写 真 2）。 そ う し た 状 況 下 で 1 9 6 4 年 に 、 国 営 旅 行
社「 ジ ョ ー ル チ ン 」が ハ ン テ ィ ン グ の 目 的 で ウ ム ヌ ゴ ビ 県 に 1 0 個 の
ゲ ル を 建 て 、 一 時 的 な キ ャ ン プ 施 設 を 設 置 し た 事 例 が 小 型 ゲ ル キ ャ
ン プ の 最 初 の 例 と い え る 。  
1 9 8 0 年 代 末 、旧 ソ 連 邦 や 東 欧 諸 国 の 変 革 の 影 響 を 受 け 、モ ン ゴ ル
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に お い て も 民 主 化 運 動 が 高 ま り 、1 9 9 0 年 以 降 は 社 会 主 義 か ら 議 会 制
民 主 主 義 市 場 経 済 へ の 体 制 移 行 が 進 む と 同 時 に 、 旧 ソ 連 へ の 全 面 的
依 存 体 質 か ら の 脱 却 を 実 現 す る な ど 、 内 政 ・ 外 交 政 策 の 両 面 に お い
て 大 き な 変 化 に 遭 遇 す る こ と と な っ た 。 モ ン ゴ ル は 急 進 的 な 移 行 政
策 を 採 用 し 、 財 政 、 金 融 、 貿 易 、 民 営 化 、 私 有 化 な ど 多 方 面 で 移 行
政 策 を 実 施 し た 。1 9 9 0 年 の 民 主 化 運 動 に よ っ て 市 場 経 済 化 へ 進 む 道
を 選 ん だ こ と で 、 1 9 9 1 年 、モ ン ゴ ル 政 府 は 飼 っ て い た 家 畜 を 遊 牧 民
全 員 に 均 等 に 配 布 し 、国 営 企 業 の 民 営 化 を 行 っ た 。こ れ に と も な い 、
そ れ ま で 社 会 主 義 シ ス テ ム 下 の 経 営 体 で あ っ た 観 光 分 野 も 民 営 化 さ
れ 、 現 在 は 民 間 の 旅 行 会 社 に よ る ゲ ル キ ャ ン プ 経 営 が 一 般 的 に な っ
た 。 ま た 上 記 の 政 治 体 制 の 変 化 を 経 る 中 で モ ン ゴ ル 文 化 が 再 評 価 さ
れ る よ う に な り 、 そ れ に と も な っ て 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ が 順 調 に 発 展
を 続 け て い る 。 現 在 で は モ ン ゴ ル 人 だ け で な く 外 国 人 が 経 営 す る 小
型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 も み ら れ る よ う に な っ た （ 写 真 3）。  
1 7 世 紀 初 め 、満 州 が モ ン ゴ ル 東 部 で 蜂 起 し 、中 国 に 清 王 朝 を 樹 立
し 、 1 6 3 6 年 、南 モ ン ゴ ル を 従 属 さ せ 、約 半 世 紀 後 に は 北 の ハ ル ハ モ
ン ゴ ル が 支 配 下 に 置 か れ た 。 こ の 時 期 、 仏 教 が 積 極 的 に 奨 励 さ れ 、
モ ン ゴ ル の 各 地 に 寺 院 が 建 て ら れ た 。 そ の た め 、 ラ マ 教 に 理 解 を 示
し て い た 清 王 朝 の チ ベ ッ ト ・ モ ン ゴ ル 仏 教 優 遇 政 策 に よ り 、 モ ン ゴ
ル に お け る チ ベ ッ ト 仏 教 が 隆 盛 と な っ た 。 2 0 世 紀 に な る と 、 1 9 1 1
年 に 満 州 帝 国 が 崩 壊 、 モ ン ゴ ル が 独 立 を 宣 言 し 、 チ ベ ッ ト 人 で あ る
4 2 歳 の ジ ェ ブ ツ ン ダ ン バ ・ ホ ト ク ト 8 世 を 皇 帝 と す る ボ グ ド ・ ハ ー
ン（ 聖 皇 帝 ）政 権 が 樹 立 さ れ た 。し か し 、独 立 は 長 く 続 か な か っ た 。  
1 9 2 4 年 、 旧 ソ 連 の 支 援 の 下 で 、 社 会 主 義 に 基 づ く 中 央 計 画 経 済 、
政 治 シ ス テ ム に よ る モ ン ゴ ル 人 民 共 和 国 が 形 成 さ れ た 。 そ の 時 か ら
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モ ン ゴ ル は 、 旧 ソ 連 圏 に 入 り 、 旧 ソ 連 の 影 響 下 に あ る 各 国 と 交 流 が
深 ま る な か 、 1 9 5 0 年 か ら 観 光 分 野 に 注 目 す る よ う に な っ た 。そ の 後
1 9 5 6 年 6 月 に 初 め て 、旧 ソ 連 の 全 連 邦 ツ ー リ ス ト 協 会 と 契 約 を 結 び 、
初 め て モ ン ゴ ル に 公 式 に 1 5 人 の 観 光 客 が 訪 れ た 。そ れ を き っ か け に 、
社 会 主 義 国 の 第 1 回 観 光 機 関 会 議 に モ ン ゴ ル 国 が 代 表 と し て 参 加 し
た 。そ れ 以 来 、旧 ソ 連 邦 国 以 外 の 各 国 と の 交 流 が 深 ま り 、 1 9 5 6 年 に
社 会 主 義 国 以 外 の 先 進 国 （ ア メ リ カ 合 衆 国 、 日 本 、 フ ラ ン ス 、 イ ギ
リ ス ） か ら の 公 式 手 紙 が 届 く よ う に な っ た 。 1 9 6 1 年 9 月 2 8 日 に 中
国 と 観 光 協 定 を 結 び （ 中 央 文 書 館  Ｘ - 3 3 2、 1 - 5 9）、 1 9 6 5 年 に ブ ル
ガ リ ア ・ バ ル ナ 市 で 開 催 さ れ た 社 会 主 義 諸 国 の 観 光 機 関 と の 会 議 に
出 席 し 、 1 9 6 5 年 1 0 月 に ポ ー ラ ン ド で 行 わ れ た 社 会 主 義 諸 国 の 観 光
機 関 の 会 議 に モ ン ゴ ル 側 の 責 任 者 が 出 席 し た（ 中 央 文 書 館  Ｘ - 3 3 2、
1 - 1 3 9）。  
社 会 主 義 国 以 外 の 各 国 と の 関 係 が 深 ま る な か 、 モ ン ゴ ル の 観 光 に
携 わ る 人 材 を 社 会 主 義 国 で 養 成 す る こ と と な り 、1 9 6 5 年 4 月 か ら 4 5
日 間 、1 0 名 を ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の 観 光 部 門 で 研 修 さ せ た 。1 9 8 4 年 に ア
メ リ カ 合 衆 国 、 カ ナ ダ 、 カ ナ ダ 、 日 本 と 観 光 部 門 に お け る 協 力 事 業
の 契 約 を 結 び （ 中 央 文 書 館  Ｘ - 3 3 2、 1 - 8 0 1）、 そ の 後 、 1 9 8 5 年 に は
オ ー ス ト ラ リ ア 、 ア メ リ カ 合 衆 国 、 オ ラ ン ダ 、 西 ド イ ツ 、 フ ラ ン ス
の ハ ン テ ィ ン グ 専 門 旅 行 会 社 と 共 同 協 力 の 契 約 が 結 ば れ た（ Ｘ - 3 3 2、
1 - 8 0 3）。 1 9 8 7 年 に は 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 イ ギ リ ス 、 オ ラ ン ダ 、 ノ ル
ウ ェ ー 、 フ ラ ン ス 、 フ ィ ン ラ ン ド 、 旧 西 ド イ ツ 、 ス イ ス の 観 光 会 社
と 観 光 部 門 に お け る 契 約 を 結 び 、 1 9 8 7 年 8 月 2 1 日 に 、 日 本 の エ ン
タ ー プ ラ イ ズ 社 と 観 光 部 門 に お け る 契 約 を 結 ん だ（ Ｘ - 3 3 2、1 - 8 3 0）。
1 9 8 9 年 1 2 月 3 0 日 に な っ て 、ブ ル ガ リ ア 、ポ ー ラ ン ド と の 観 光 機 関
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と 契 約 を 結 ん だ（ 中 央 文 書 館  Ｘ - 3 3 2、1 - 8 3 1）。さ ら に 1 9 9 0 年 に は 、
日 本 旅 行 会 社 と 観 光 部 門 に お け る 契 約 を 結 ん だ （ 中 央 文 書 館  Ｘ
- 3 3 2、 1 - 8 4 5））。  
モ ン ゴ ル 国 民 は 、 1 9 9 0 年 の 民 主 化 運 動 に よ っ て 、社 会 主 義 か ら 民
主 主 義 、市 場 経 済 へ 進 む 道 を 選 ん だ 。そ し て 、 1 9 9 1 年 に モ ン ゴ ル 政
府 は 国 営 企 業 の 民 営 化 を 行 っ た 。 こ れ に と も な い 、 そ れ ま で 社 会 主
義 シ ス テ ム の も と で 行 わ れ て い た 観 光 分 野 も 民 営 化 さ れ た 。 市 場 経
済 へ の 移 行 に と も な い 、 モ ン ゴ ル の 旅 行 業 は 急 速 に 発 展 し 、 旅 行 部
門 は 国 内 総 生 産 の 1８ %を 占 め る よ う に な り 、モ ン ゴ ル 政 府 も 観 光 部
門 に 力 点 を 置 く よ う に な っ た 。 ま た 、 モ ン ゴ ル の 政 治 体 制 の 変 化 に
と も な い モ ン ゴ ル 文 化 が 再 評 価 さ れ た こ と で 、 遊 牧 文 化 を 利 用 し た
ツ ー リ ズ ム が 外 国 人 観 光 客 に よ っ て 注 目 さ れ る よ う に な り 、 遊 牧 民
の 生 活 に 触 れ る こ と の で き る ゲ ル キ ャ ン プ 場 へ 行 く こ と は 、 モ ン ゴ
ル を 訪 れ る 外 国 人 観 光 客 の 観 光 目 的 に な っ て い る 。 外 国 人 観 光 客 が
モ ン ゴ ル を 訪 れ る 目 的 を 示 し た 図 6 に よ れ ば 、 モ ン ゴ ル を 訪 れ る 外
国 人 観 光 客 の 第 １ の 目 的 は 大 草 原 を み た い（ 6 2 . 6％ ）、第 ２ に は 遊 牧
民 の 生 活 を 体 験 し た い （ 5 9 . 9％ ） で あ る 。 こ の よ う な ニ ー ズ に と も
な っ て 、 外 国 人 観 光 客 数 の 増 加 と と も に 、 モ ン ゴ ル 特 有 の 宿 泊 施 設
で あ る ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 急 増 し 、 モ ン ゴ ル 各 地 に 分 布 す る ま で に 発
展 し た 。  
 
2 . 7  モ ン ゴ ル の 観 光 部 門 に お け る 運 輸 部 門 の 役 割  
 運 輸 部 門 は モ ン ゴ ル に お け る 観 光 の 発 展 に と っ て 架 け 橋 の よ う な
重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 モ ン ゴ ル は 広 大 な 国 土 と 比 較 し て 人 口
が 少 な い と い う 特 徴 が あ る 。 モ ン ゴ ル の 運 輸 は 、 道 路 輸 送 、 鉄 道 輸
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送 、 航 空 輸 送 、 水 上 輸 送 の 4 種 類 の 部 門 か ら 成 る 。  
以 下 の 内 容 は モ ン ゴ ル 国 土 交 通 省 2 0 1 0 年 の デ ー タ よ り ま と め た
も の で あ る 。  
 モ ン ゴ ル の よ う に 海 と 接 し て お ら ず 、 か つ ２ つ の 国 （ ロ シ ア と 中
国 ） と し か 接 し て な い 国 で は 、 先 進 国 か ら の 外 国 人 観 光 客 の 入 込 の
増 加 に 空 港 ル ー ト が 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 モ ン ゴ ル で は 、 航
空 輸 送 の 嚆 矢 と し て 、ロ シ ア の ア エ ロ フ ロ ー ト 社 か ら の 支 援 を 受 け 、
1 9 5 6 年 7 月 に M I A T モ ン ゴ リ ア 社 が 設 立 さ れ た 。 当 時 は モ ン ゴ ル 国
内 だ け で 就 航 し て い た が ､ 1 9 8 6 年 に 国 際 線 を は じ め て 開 設 し た 。 現
在 、 M I A T モ ン ゴ リ ア 社 は 、 国 際 便 の 9 8 %以 上 を 運 航 し て お り 、 ウ ラ
ン バ ー ト ル 市 の チ ン ギ ス ハ ー ン 国 際 空 港 か ら モ ス ク ワ 、 北 京 、 ソ ウ
ル 、 東 京 、 ベ ル リ ン お よ び イ ル ク ー ツ ク の 6 つ の 路 線 に 飛 行 機 を 飛
ば し て い る 。 観 光 シ ー ズ ン （ ５ 月 ～ ９ 月 ） は 外 国 人 の 観 光 客 が 急 増
す る た め 、 民 間 航 空 会 社 が 、 地 方 都 市 へ の 臨 時 便 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場
へ の チ ャ ー タ ー 便 を 飛 ば し て い る 。 し か し 、 国 内 便 は 強 風 や 砂 嵐 、
大 気 汚 染 に よ る 視 界 不 良 な ど の た め 、 空 港 が 閉 鎖 さ れ る 場 合 が 多 い
た め 、 旅 行 会 社 は ゲ ル キ ャ ン プ へ 行 く 計 画 に お い て バ ス や 車 の 利 用
を 選 択 す る こ と が 多 い 。 そ の た め 、 観 光 客 が 目 的 地 に 至 る 中 継 地 と
し て ゲ ル キ ャ ン プ を 使 う よ う に な っ て お り 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の も つ
役 割 が 増 え て い る 。  
 モ ン ゴ ル に お い て 、 周 辺 諸 国 に 接 続 す る 道 路 は ひ と つ し か な い 。
近 年 、 モ ン ゴ ル 政 府 の 積 極 的 な 整 備 が 進 め ら れ て い る も の の 、 舗 装
道 路 は 国 道 全 体 の 2 0％ に し か す ぎ な い 。し か し 、冬 季 の 厳 寒 に よ る
凍 結 か ら 道 路 お よ び 鉄 道 に よ る 陸 上 輸 送 は 十 分 に 機 能 し て い な い の
が 現 状 で あ る 。モ ン ゴ ル の 国 道 は 、総 延 長 1 1 , 2 0 0 k m で 、そ の う ち 約
31 
 
1 , 5 0 0 k m の 舗 装 道 路 ￥ 、 約 1 , 4 4 0 k m の 砂 礫 道 、 約 1 , 3 4 6 k m の 舗 装 道
路 は 、 約 6 , 9 0 0 k m の 自 然 道 が あ る （ 国 土 交 通 省  2 0 1 0）。 さ ら に 2 1
の ア イ マ グ （ 県 ） の 中 心 部 か ら 周 辺 地 域 を 結 ぶ 地 方 道 路 網 は 、 総 延
長 3 8 , 0 0 0 k m で あ り 、そ の う ち わ ず か 4 0 0 k m が 舗 装 道 路 で 、 5 0 0 k m が
砂 礫 道 、 残 り の 3 7 , 1 0 0 k m（ 全 体 の 約 9 8 %） が 自 然 道 で あ る 。 そ の た
め 、 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら 地 方 を 観 光 す る 際 の 交 通 手 段 と し て は 、
ま ず 同 市 か ら バ ス で 出 発 し 、 目 的 地 と な る 県 に 着 い た ら ジ ー プ を 利
用 し て ゲ ル キ ャ ン プ へ 行 く の が 一 般 で あ る 。  
モ ン ゴ ル は 内 陸 国 で あ る た め 、 国 内 の 鉄 道 は 重 要 な 交 通 手 段 で あ
る 。モ ン ゴ ル 鉄 道 は 、隣 国 で あ る 中 国（ フ フ ホ ト 、北 京 ）、あ る い は
ロ シ ア （ イ ル ク ー ツ ク 、 モ ス ク ワ ） を 経 由 し な が ら 、 東 ア ジ ア お よ
び 東 南 ア ジ ア 、 あ る い は ヨ ー ロ ッ パ と モ ン ゴ ル 各 都 市 を 結 ぶ 。 モ ン
ゴ ル 鉄 道 は ロ シ ア 政 府 が 5 0 %、 モ ン ゴ ル 政 府 が 5 0 %出 資 し 、 1 9 4 9 年
に 設 立 さ れ 、 現 在 で は 公 社 の モ ン ゴ ル 鉄 道 ( M R )に よ っ て 運 行 さ れ て
い る 。 運 行 を 開 始 し て か ら 、 モ ン ゴ ル に お け る 観 光 の 発 展 に も 非 常
に 貢 献 し て き た 。 モ ン ゴ ル の 鉄 道 網 は 総 延 長 1 , 8 1 5 k m の 広 軌 で 、 そ
の う ち 、1 , 1 0 0 k m は ロ シ ア と 中 国 を 結 び 、2 3 9 k m は 東 部 地 方 の 別 の ネ
ッ ト ワ ー ク で ロ シ ア の 鉄 道 と 連 結 し て い る 。 残 り の 4 7 7 k m は 幹 線 か
ら の 支 線 で あ る 。  
 し か し 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 開 発 に 関 連 す る イ ン フ ラ は 、 全 般 的 に 未
開 発 、 未 整 備 な も の が 多 い 。 モ ン ゴ ル に お け る 観 光 開 発 を 優 先 的 に
進 め る に は 観 光 客 の 安 全 確 保 に 必 要 な イ ン フ ラ 整 備 を し な け れ ば な
ら な い 。 た と え ば 、 地 方 空 港 へ の ア ク セ ス 道 路 は ほ と ん ど 砂 利 や 土
で あ る た め 、 夏 期 の 雨 に よ る ぬ か る み や 地 盤 軟 化 に よ っ て 使 用 で き
な く な る ケ ー ス が 多 い 。 ま た 、 草 原 上 、 道 路 の な い と こ ろ を 走 る 快
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感 は 魅 力 的 だ が 、 草 原 の 面 積 が 広 い た め 、 方 角 を 失 っ た り 車 に 何 ら
か の 問 題 が 生 じ た 場 合 、 そ れ が 命 の 危 険 に つ な が り か ね な い 。 加 え
て 、 オ フ ロ ー ド の 走 行 は 環 境 破 壊 に も つ な が る 。  
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第 3 章  モ ン ゴ ル 国 に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 諸 類 型  
 
3 . 1  ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 数 と そ の 推 移  
 
本 研 究 で は 、 モ ン ゴ ル 国 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 現 状 、 さ ら に ゲ ル キ
ャ ン プ 場 の 諸 類 型 を 研 究 す る た め に 、 モ ン ゴ ル 国 に お け る ゲ ル キ ャ
ン プ 場 の 分 布 の み な ら ず 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 諸 類 型 や ウ ラ ン バ ー ト
ル 市 か ら の 距 離 を 観 光 行 政 に 関 わ っ て い る 方 々 か ら 聞 き 取 り 調 査 を
行 っ た 。 ま ず 、 モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 か ら ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 経 営
す る 会 社 名 の 登 録 リ ス ト 、 県 別 に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 数 の デ ー
タ を 入 手 し た 。 そ の デ ー タ を も と に 登 録 さ れ て い る ゲ ル キ ャ ン プ 場
の 位 置 や ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら の 距 離 、 さ ら に ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 規
模 や 諸 類 型 を 把 握 す る た め に 、 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 近 郊 の テ レ ル ジ 国
立 公 園 、 ブ ル ガ ン 県 、 セ レ ン げ 県 、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 、 ウ ブ ル ハ ン ガ
イ 県 に 現 地 調 査 と し て 訪 れ 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 設 置 さ れ て い る と こ
ろ で 実 施 し た 。 そ れ 以 外 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 不 足 し た デ ー タ を 観 光
会 社 や 観 光 業 に 携 わ っ て い る 方 々 の オ フ ィ ス を 訪 問 し 、 聞 き 取 り 調
査 を 実 施 し た 。  
1 9 9 0 年 ま で は 国 営 J u u l c h i n 社 が 独 占 的 に 観 光 業 を 行 い 、 ホ テ ル
（ ウ ラ ン バ ー ト ル ホ テ ル 、バ ヤ ン ゴ ル ホ テ ル ）、ゲ ル キ ャ ン プ 場（ ウ
ム ヌ ゴ ビ ゲ ル キ ャ ン プ 場 、 ホ ジ ル ト ゲ ル キ ャ ン プ 場 、 ウ ン ド ル ド ブ
ゲ ル キ ャ ン プ 場 ） な ど を 所 有 し て い た 。 つ ま り モ ン ゴ ル で は 、 観 光
客 を 受 け 入 れ る 宿 泊 施 設 は 2 つ の ホ テ ル と 3 つ の ツ ー リ ス ト キ ャ ン
プ し か な か っ た 。 ま た 、 外 国 か ら の 観 光 客 を 受 け 入 れ て い た だ け な
く 、モ ン ゴ ル に お け る 観 光 政 策 も 担 当 し て い た 。し か し 、 1 9 9 0 年 の
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市 場 経 済 へ の 移 行 に と も な い 、 J u u l c h i n 社 が 民 営 化 さ れ た 。旅 行 会
社 の 運 営 が 一 般 に 開 放 さ れ る こ と に よ っ て 多 く の 旅 行 会 社 が で き 、
モ ン ゴ ル の 観 光 部 門 が 急 速 に 発 展 し た 結 果 、 外 国 か ら の 観 光 客 の 数
は 4 5 万 人 を 超 え 、そ れ に と も な っ て 、外 国 人 観 光 客 を 受 け 入 れ る 宿
泊 施 設 も 年 を 追 う ご と に 増 加 し た 。 表 2 に よ れ ば 2 0 0 6 年 に は 、 約
2 0 0 社 の ツ ア ー 手 配 業 者 、 3 2 0 の ホ テ ル 、 1 8 2 人 の 公 式 ガ イ ド を も つ
に 至 っ て い る 。さ ら に 、2 0 1 1 年 現 在 、7 0 0 を 超 え る ツ ア ー 手 配 業 者 、
3 5 0 の ホ テ ル と 3 7 5 の ツ ー リ ス ト キ ャ ン プ 、 6 5 の 世 界 の 評 価 基 準 を
満 た す ホ テ ル が 存 在 す る ま で に な っ て い る 。 そ の な か で 、 モ ン ゴ ル
に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 数 の 推 移 は 図 7 の と お り で あ る 。 図 7 に よ
れ ば 、ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 数 は 1 9 9 0 年 ま で は ３ か 所 に し か 設 置 さ れ て
い な か っ た が 、 1 9 9 9 年 に な る と 6 3 か 所 に 、 2 0 0 0 年 に は 7 5 か 所 に 、
2 0 0 1 年 に は 1 0 8 か 所 に 、2 0 0 5 年 に は 1 6 0 か 所 、2 0 0 8 年 に な る と 3 1 4
か 所 ま で に 増 加 し た 。つ ま り 、 1 9 9 0 年 代 の 民 主 化 に よ っ て 、観 光 客
用 の 宿 泊 施 設 な ど へ の 投 資 が 進 み 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 数 な ど が 大 き く
増 え て い る こ と が 図 ７ で 示 さ れ て い る （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 、
2 0 0 8）。  
 ゲ ル キ ャ ン プ 場 急 増 の 背 景 に は 、 モ ン ゴ ル を 訪 れ る 観 光 客 の 目 的
が 変 わ っ た こ と が 挙 げ ら れ る 。 1 9 9 0 年 以 前 は 旧 ソ 連 の 影 響 が 強 く 、
1 9 3 5 年 か ら 1 9 3 8 年 に か け て モ ン ゴ ル の 各 地 で 当 時 の 知 識 人 で あ る
2 , 0 0 0 人 以 上 の 上 級 ラ マ 僧 が 処 刑 さ れ た 。 加 え て 、 モ ン ゴ ル の 文 化
遺 産 と い え る 寺 院 が う ち こ わ さ れ 、5 , 0 0 0 余 り の 寺 院 が 破 壊 さ れ た 。
こ う し た 破 壊 の 背 景 に は 、 独 裁 体 制 に よ る 国 家 権 力 の も と 、 モ ン ゴ
ル の 伝 統 は 時 代 遅 れ の も の と さ れ た こ と が あ っ た 。 そ の た め 、 モ ン
ゴ ル の 国 民 は お 正 月 も 祝 う こ と が で き な い 状 況 で あ っ た 。 し か し 、
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1 9 9 0 年 以 降 の 民 主 化 に と も な い 、モ ン ゴ ル 文 化 が 再 評 価 さ れ る こ と
に な り 、 モ ン ゴ ル の 文 化 や 歴 史 に 興 味 の あ る 観 光 客 が 訪 れ る よ う に
な っ た 。  
社 会 主 義 時 代 の 外 国 人 観 光 客 は ソ 連 の グ ル ー プ ツ ア ー が 多 く 、 ツ
ア ー の 目 的 は ウ ラ ン バ ー ト ル 市 内 見 学 に 留 ま っ て お り 、 自 然 博 物 館
や レ ー ニ ン 博 物 館 な ど 決 ま っ た 場 所 の 見 学 し か 許 さ れ て い な か っ た 。
し か し 、 1 9 9 0 年 代 に 入 る と 、そ の よ う な 制 限 が 撤 廃 さ れ 、観 光 行 動
が 自 由 に な り 、 モ ン ゴ ル の 自 然 や 文 化 に 興 味 を も つ 観 光 客 が 多 く 訪
れ る よ う に な っ た 。 モ ン ゴ ル を 訪 れ る 外 国 人 観 光 客 の 主 な 目 的 で は
モ ン ゴ ル を 代 表 す る 景 観 で あ る 大 草 原 と そ こ に 住 む 遊 牧 民 に 触 れ る
こ と で あ る 。 そ の た め 、 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 の ゲ ル を 宿 泊 施 設 と し て
利 用 す る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 果 た す 役 割 も 高 ま っ て き た 。  
ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム に よ る 地 域 振 興 は 、 モ ン ゴ ル を 訪 れ る 外
国 人 観 光 客 が ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 し 、 自 然 環 境 や 遊 牧 民 の 伝
統 文 化 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と 、 体 験 す る こ と で 遊 牧 民 に も 雇 用
が 生 ま れ る こ と を 目 的 と し て い る 。 こ の た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー
の 実 施 に よ り 、 顧 客 満 足 度 が 向 上 し 、 モ ン ゴ ル へ の 観 光 客 数 が 増 加
し 続 け て い る の が 重 要 で あ る 。 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で の 宿 泊 や 活 動 （ ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム ）は モ ン ゴ ル の 主 な 観 光 目 的 に な っ て い る（ 写
真 4）。  
ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 人 材 育 成 と ソ フ ト の 開 発 が 基 本 か つ 肝 要 で あ り 、
従 来 の 観 光 開 発 に み ら れ る よ う な 大 規 模 な 施 設 開 発 や 初 期 投 資 が 不
要 で あ る 点 に お い て 、 ゲ ル キ ャ ン プ は 経 営 者 に と っ て 、 比 較 的 容 易
に 取 り 組 む こ と が で き る 宿 泊 施 設 と な っ て い る 。 一 般 的 に 観 光 客 は
ゲ ル キ ャ ン プ 場 に 宿 泊 し な が ら 遊 牧 民 地 を 訪 問 し 、そ の 自 然 と 文 化 、
36 
 
遊 牧 民 と の 交 流 を 楽 し み 、 か つ 費 用 が 割 高 な リ ゾ ー ト 地 で の 滞 在 と
は 違 い 、 比 較 的 安 価 に ゆ っ た り と 過 ご す こ と が で き る 。 基 本 的 に ゲ
ル キ ャ ン プ は 宿 泊 施 設 （ ゲ ル ） を 中 心 と し た 活 動 で あ る 。  
 遊 牧 民 が 使 用 す る 伝 統 的 な 移 動 式 の モ ン ゴ ル ゲ ル は 、 草 原 地 帯 で
の 利 用 に 適 し て い る （ N . G a n b a t  2 0 0 7）。 写 真 5 の モ ン ゴ ル ゲ ル は 、
ハ ラ ハ 族 が 利 用 す る ゲ ル で 、モ ン ゴ ル 全 国 の 9 5％ 以 上 が 利 用 す る 伝
統 的 な 移 動 式 住 居 で あ る 。 ゲ ル は 円 形 で 2 本 の 柱 に よ っ て 支 え ら れ
た 骨 組 み を も ち 、 屋 根 部 分 に は 中 心 か ら 放 射 状 に 梁 が 渡 さ れ る 。 骨
組 み の 外 側 は フ ェ ル ト （ 羊 毛 製 ） で 包 み 、 屋 根 や 壁 に 相 当 す る 覆 い
と な っ て い る 。 写 真 6 は ハ ラ ハ 族 の ゲ ル 内 側 の 様 子 を 示 し て い る 。
寒 い と き は フ ェ ル ト を 二 重 張 り に し 、 夏 の 暑 い と き は フ ェ ル ト の 床
部 分 を め く り 、 風 通 し を よ く す る つ く り に な っ て い る 。 写 真 7 は ア
ラ ハ ン ガ イ 県 に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 内 の ゲ ル に 風 通 し を し て い る
様 子 。 ド ア （ 正 面 ） は 南 向 き に 立 て ら れ 、 ド ア に 向 か っ て 左 側 が 男
性 の 、 右 側 が 女 性 の 空 間 で 、 ス ト ー ブ は 東 側 を 正 面 に す る よ う に 置
か れ て お り 、 女 性 の 側 か ら 扱 い や す い よ う に な っ て い る 。 ゲ ル の 正
面 に は 仏 壇 が 置 か れ る 。 ゲ ル は 、 移 動 の た び に 分 解 し て ラ ク ダ の 背
や ト ラ ッ ク に 乗 せ て 運 ぶ こ と が で き る 。 解 体 や 組 み 立 て は 共 に 遊 牧
を 行 う 家 族 が 共 同 で 行 い 、 数 十 分 か ら 1 時 間 程 度 で 組 み 立 て る こ と
が で き る 。 内 部 は 、 直 径 6 . 1ｍ か ら 6 . 2ｍ で 、 面 積 は 3 1 ㎡ （ 5 ハ ナ
タ ・ 壁 ） に な っ て い る 。  
 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 発 展 に と も な っ て ゲ ル の サ イ ズ も 変 わ っ て き て
い る 。 一 般 の 遊 牧 民 が 使 用 す る ゲ ル は 5 ハ ナ タ （ 3 1 . 1 5 ㎡ ） の 面 積
だ が 、キ ャ ン プ 場 の ゲ ル に は 現 在 4 ハ ナ タ（ 2 2 . 0 5 ㎡ ）か ら 2 0 ハ ナ
タ （ 2 5 4 . 3 4 ㎡ ） の 大 き さ の ゲ ル も み ら れ る よ う に な っ た （ 写 真 8）。
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表 3 で は 、 モ ン ゴ ル 遊 牧 民 の 利 用 す る ゲ ル の サ イ ズ と ゲ ル キ ャ ン プ
の 注 文 で 製 造 す る ゲ ル サ イ ズ を 示 し て い る 。 ゲ ル キ ャ ン プ の 発 展 に
と も な っ て 、 さ ま ざ ま サ イ ズ の ゲ ル を 製 造 す る よ う に な っ て い る こ
と が わ か る 。歴 史 を 遡 れ ば モ ン ゴ ル 帝 国 時 代 の 1 3 世 紀 頃 ま で は 、車
輪 を つ け 牛 を 使 っ て 長 距 離 を 移 動 で き る 大 型 の ゲ ル が 存 在 し た こ と
が 当 時 の 旅 行 記 に 記 さ れ て い る 。 現 代 の 大 規 模 な ゲ ル キ ャ ン プ 場 で
使 わ れ て い る 大 型 ゲ ル は 、 移 動 こ そ し な い が 当 時 の 形 を 再 現 し 、 レ
ス ト ラ ン な ど の 施 設 と し て 利 用 さ れ て い る 。 写 真 9 は 、 ウ ラ ン バ ー
ト ル 市 近 郊 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お け る 車 輪 付 き ゲ ル の 写 真 で あ る 。  
 近 年 モ ン ゴ ル で は 宿 泊 施 設 等 へ の 投 資 が 進 み 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の
数 も 増 加 し て い る 。 こ れ に は 2 つ の 要 因 が 考 え ら れ る 。 第 １ の 要 因
は 外 国 人 観 光 客 の 増 加 で あ る 。 モ ン ゴ ル へ の 外 国 人 観 光 客 は 2 0 0 9
年 現 在 、 4 1 万 人 に 増 加 し て い る 。 そ し て 同 年 、 2 0 0 以 上 の ツ ア ー オ
ペ レ ー タ ー と 3 2 0 の ホ テ ル 、 1 8 2 人 の 公 式 ガ イ ド が 営 業 を 行 っ て い
る 。  第 2 の 要 因 は モ ン ゴ ル 人 観 光 客 の 増 加 で あ る 。 2 0 0 9 年 の １ 年
間 で モ ン ゴ ル の 特 別 保 護 区 に あ る ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 訪 れ た 観 光 客 数
の う ち 、 外 国 人 観 光 客 の 3 万 5 , 2 4 2 人 に 対 し モ ン ゴ ル 人 観 光 客 数 は
1 2 万 1 , 2 6 8 人 に な っ て い る （ モ ン ゴ ル 特 別 保 護 局  2 0 0 9）。 外 国 人
観 光 客 お よ び モ ン ゴ ル 人 観 光 客 双 方 の ニ ー ズ に 対 応 す る か た ち で 、
ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 増 え て い る と 考 え ら れ る 。  
 
3 . 2  モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布  
 こ こ で は 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 を 明 確 に す る た め 、 モ ン ゴ ル の
ア イ マ グ （ 県 ） を 西 部 、 森 林 帯 、 中 央 部 、 東 部 の ４ つ に 分 け る 。 ゲ
ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 パ タ ー ン を 確 認 す る 。 調 査 方 法 と し て は 、 モ ン
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ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 や 総 計 デ ー タ を 分 析 し た 上 で 、 観 光 会 社 が 利 用
し て い る デ ー タ に 組 み 合 わ せ て ゲ ル キ ャ ン プ の 位 置 を 明 ら か に し 、
各 県 の 自 然 環 境 の 特 徴 か ら ゲ ル キ ャ ン プ の 分 布 を 考 察 し た 。  
 西 部 は 、 国 土 の 2 6 . 6％ を 占 め る が 、 全 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 9％ を 占
め る に 過 ぎ な い 。森 林 帯 は 、国 土 の 2 4 . 5％ で あ る が 、全 ゲ ル キ ャ ン
プ 場 の  4 0％ を 占 め て い る 。 中 央 部 が 国 土 に 占 め る 面 積 の 割 合 は
3 0 . 6％ で あ る 。 全 ゲ ル キ ャ ン プ 場 数 の 3 5％ を 占 め て い る 。 東 部 は 、
国 土 の 1 8 . 3％ で あ る が 、 水 が 少 な い た め 全 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 6％ を
占 め る に 過 ぎ な い 。  
 図 8 か ら 、 モ ン ゴ ル 全 国 に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 を み る こ
と が で き る 。 ア イ マ グ 別 に み る と 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 一 番 分 布 し て
い る の は ウ ラ ン バ ー ト ル 市 と ト ゥ ブ 県 で 8 0 か 所 、次 に フ ブ ス グ ル 県
5 4 か 所 、ブ ル ガ ン 3 5 か 所 、ア ラ ハ ン ガ イ 県 2 2 か 所 で あ る 。一 番 低
い の は ゴ ビ ア ル タ イ 県 、 ザ ブ ハ ン 、 オ ル ホ ン 県 で そ れ ぞ れ １ か 所 と
な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 国 の 中 央 部 は 他 地 域 よ り も ゲ ル キ ャ ン プ
場 が 集 中 し て い る こ と が わ か る 。 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 パ タ ー ン が
比 較 的 高 い ウ ラ ン バ ー ト ル 市 を 含 む 中 央 県 、 フ ブ ス グ ル 県 、 ア ラ ハ
ン ガ イ 県 の 3 つ が ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 集 中 す る 核 心 部 で あ る こ と が わ
か る （ 図 9）。 ま た 、 表 4 に は 、 ゲ ル キ ャ ン プ が 主 に 分 布 す る ３ つ の
地 域 （ ア イ マ グ ） の 特 徴 を 示 し て い る 。 こ れ ら の 3 ア イ マ グ に 全 ゲ
ル キ ャ ン プ の 約 ３ 分 の １ が 分 布 し て い る 。 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 多 く が
ウ ラ ン バ ー ト ル 市 近 郊 に 集 中 し て い る こ と は 、 最 終 的 に ウ ラ ン バ ー
ト ル 市 か ら 違 い 距 離 と 遊 牧 民 の 放 牧 地 に 位 置 し て い る と み ら れ る 。
こ の 分 布 図 9 に は 3 1 4 か 所 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 位 置 を 示 し た 。  
 モ ン ゴ ル の 森 林 地 域 は 、 海 抜 が 1 , 8 0 0 m か ら 2 , 0 0 0 m と 高 く 積 算 温
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度 は 低 く 、 乾 湿 度 は 高 い 。 土 壌 は 、 山 岳 性 の 森 林 土 、 黒 土 な ど モ ン
ゴ ル で は も っ と も 肥 沃 な 地 域 で あ る 。 こ こ で は 森 林 草 原 を 利 用 し 、
牛 を 飼 育 す る の に 適 し て い る 。 牛 は 主 に 搾 乳 用 、 ま た は 食 用 と し て
飼 わ れ て い る 。 牛 車 用 に も 用 い ら れ る 。 牛 の 総 称 は ウ ヘ ル で 、 牛 の
子 は ト ガ ル 。 種 牛 は ボ ホ 、 雌 牛 は ウ ネ ー と 呼 び 分 け て い る 。 ま た 、
森 林 草 原 地 域 に 位 置 す る フ ブ ス グ ル 地 区 は 、 標 高 も 高 く 、 冬 積 雪 量
が 多 く 、 夏 も 冷 涼 で あ り 、 ツ ン ド ラ や タ イ ガ が 存 在 す る 。 フ ブ ス グ
ル 地 区 は モ ン ゴ ル の ス イ ス と い わ れ 、 そ こ に 位 置 す る フ ブ ス グ ル 湖
は 、 モ ン ゴ ル 最 大 の 淡 水 湖 で あ る 。 そ の 湖 か ら 流 れ 出 る 川 は 北 に あ
る バ イ カ ル 湖 に 注 い で い る 。 針 葉 樹 に 囲 ま れ た 湖 の 透 明 度 は 2 0 m 以
上 と も い わ れ 世 界 第 ２ 位 で あ る 。標 高 は 海 抜 1 , 6 4 5 m で 南 北 に 長 い 形
を し て お り 、 長 さ は 1 3 6 k m、 幅 は 3 6 . 5 k m、 最 大 水 深 は 2 6 2 m に な る 。
フ ブ ス グ ル 湖 は 、 モ ン ゴ ル の 淡 水 の 7 0 %、 全 世 界 の 淡 水 の 0 . 4 %を 占
め る 。 湖 は フ ブ ス グ ル 県 の 北 部 に あ る 。 こ の た め 寒 さ に 強 い ヤ ク 、
ツ ン ド ラ を 好 む ト ナ カ イ 飼 育 に 適 し て い る 。 フ ブ ス グ ル 地 区 は 、 ウ
ラ ン バ ー ト ル 市 か ら 遠 く 離 れ て い る た め イ ン フ ラ が な く 、 道 路 も 整
備 さ れ て い な い 。 車 が 通 ら な い 道 も 多 く ほ と ん ど 馬 を 移 動 手 段 と し
て 利 用 し て い る 。 そ の た め 、 大 き な 建 物 や 施 設 が 建 て る こ と が で き
ず 、 宿 泊 先 と し て 移 動 可 能 で 組 立 可 能 な ゲ ル キ ャ ン プ を 利 用 し て い
る 。 山 岳 性 草 原 地 域 は 、 山 地 部 と 平 地 部 に は っ き り 分 か れ 、 そ の 比
高 は 1 0 0 0 m に も な る 、 高 度 が 下 が る ご と に 降 水 量 が 減 る に 対 し 、 積
算 温 度 は 高 く な る 。 土 壌 は 山 岳 性 ツ ン ド ラ か ら 砂 漠 性 土 ま で 分 布 し
て い る 。 そ の た め 、 様 々 な 牧 地 景 観 が み ら れ る が 、 特 に 山 岳 性 草 原
を 利 用 し 、羊 や 山 羊 、馬 飼 育 に 適 し て い る 。平 原 地 域 の 北 部 は 湿 潤 、
南 部 は 乾 燥 の 影 響 を 受 け て い る 。 平 均 高 度 1 , 2 0 0 m か ら 1 , 5 0 0 m の 平
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原 を 利 用 し 、 羊 や 馬 の 飼 育 に 適 し て い る 。 ウ ム ヌ ゴ ビ 地 域 は 、 積 算
温 度 は 高 い が 、 水 が 少 な い 。 大 部 分 を 砂 漠 性 土 壌 が 占 め 、 砂 漠 性 草
原 を 利 用 し 、 ラ ク ダ や 山 羊 飼 育 に 適 し て い る 。  
上 記 の 3 つ の 地 域 に は 、 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 の 生 活 を 体 験 し に 観 光
客 が 主 に 訪 れ る 。 こ の 地 域 の 遊 牧 民 は 、 そ の 年 の 雨 の 量 や 自 然 の 状
況 に よ っ て 移 動 す る た め 、 移 動 可 能 な ゲ ル キ ャ ン プ が 多 く 設 置 さ れ
て い る 。 モ ン ゴ ル は 気 温 の 年 較 差 が 非 常 に 大 き く 、 ま た 乾 草 地 帯 が
多 い た め 、特 定 の 地 域 に 定 住 し て 家 畜 を 飼 養 す る こ と は 困 難 で あ る 。
こ の た め 、 ５ 種 類 の 家 畜 を 草 原 に お い て 草 の 生 育 状 態 に 応 じ 移 動 放
牧 し て い る 。 放 牧 地 は 季 節 や 地 域 ご と に 大 き く 異 な っ て お り 、 そ の
季 節 に 最 も 適 し た 放 牧 地 で 家 畜 を 飼 養 す る 。一 般 的 に は 年 3〜 4 回 移
動 す る が 、 春 か ら 夏 に か け て は 比 較 的 標 高 の 高 い 草 原 、 夏 か ら 秋 に
か け て は 最 も 栄 養 価 の 高 い 草 原 、 冬 か ら 春 に か け て は 草 が 豊 富 で 厳
し い 寒 さ を 凌 げ る 場 所 が 選 定 さ れ る 。 冬 季 に は 厳 し い 気 象 条 件 か ら
家 畜 を 守 る た め 、 簡 易 畜 舎 が 設 置 さ れ る 。  
 
3 . 3 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お け る 観 光 資 源  
ゲ ル キ ャ ン プ に お け る 観 光 資 源 と し て 、モ ン ゴ ル の 自 然 (草 原 、砂
漠 )や 文 化 が 挙 げ ら れ る 。 加 え て 、 遊 牧 民 の 文 化 、 す な わ ち 、 乗 馬 、
ラ ク ダ 乗 り 、 遊 牧 民 ゲ ル の 訪 問 、 ナ ー ダ ム 祭 、 馬 乳 酒 、 ヨ ー グ ル ト
な ど ）が あ る 。ま た 、遊 牧 民 地 へ の 訪 問 、乗 馬 な ど の 活 動 に 加 え て 、
ハ ン テ イ ン グ 、 釣 り な ど も で き る 。 以 下 で 、 ゲ ル キ ャ ン プ に と っ て
観 光 資 源 と し て 利 用 可 能 な 要 素 に つ い て 挙 げ て み る 。 モ ン ゴ ル 各 地
に は そ の 価 値 あ る 資 源 が 豊 富 に あ る 。  
①  伝 統 的 な 自 然 保 護 精 神  
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モ ン ゴ ル の 伝 統 的 な 宗 教 で あ る シ ャ ー マ ン の 考 え と し て 、 さ ま ざ
ま な 事 物 や 事 象 に は 精 霊 が 宿 っ て お り 、 言 葉 そ の も の に も 霊 力 が あ
る と 信 じ ら れ て い る 。 自 然 と 共 に 暮 ら し て き た 遊 牧 民 は 、 自 然 に 対
す る 深 い 畏 敬 の 念 を も っ て い る 。 オ ボ ー と 呼 ば れ る 標 柱 （ 山 頂 の 高
所 に 石 で 建 て ら れ る 標 柱 で あ り 、 こ の 地 域 を 通 る 際 に 道 中 の 安 全 を
祈 っ て 、 オ ボ ー の 周 り を 3 周 、 時 計 回 り に 回 る と い う 習 慣 が あ る ）
も モ ン ゴ ル 人 に と っ て は 見 慣 れ た 存 在 で あ る が 、 遊 牧 民 の 文 化 と し
て 外 国 人 観 光 客 に と っ て は 非 常 に 興 味 深 い も の で あ る
（ U . E r d e n e t u y a  2 0 0 9）。（ 写 真 1 0）。  
 
②  遊 牧 民 生 活  
遊 牧 民 は 家 畜 を 財 産 と し 、 大 切 に 扱 っ て い る 。 そ し て 、 肉 や 毛 な
ど を 産 物 と し て い る 。 遊 牧 民 の １ 日 の 始 ま り は 早 く ， 早 朝 か ら 家 畜
の 世 話 を す る 。 そ の 日 の 天 候 や 風 向 き を 考 え て 放 牧 に 出 か け 、 良 い
草 が 生 え て い る 場 所 を 選 び 、日 没 前 に 家 畜 と と も に 家 に 戻 っ て く る 。
家 畜 を 育 成 さ せ る た め の 基 本 は 、 良 質 の 草 を た く さ ん 与 え 、 適 度 の
運 動 で 健 全 な 体 形 を 作 る こ と で あ る 。 こ の よ う な 遊 牧 生 活 と 物 質 的
に 豊 か で 便 利 な 生 活 を 送 る 外 国 の 都 市 住 民 の 生 活 と は 文 化 的 に 大 き
く 異 な り 、 遊 牧 民 生 活 を 体 験 す る ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー は 外 国 人 観 光
客 を タ ー ゲ ッ ト と し た 大 き な 商 品 価 値 を も っ て い る こ と を が 現 地 調
査 で わ か っ た 。  
③  ゲ ル  
 モ ン ゴ ル の 草 原 に 暮 ら す 遊 牧 民 た ち は ゲ ル に 住 ん で い る 。 ゲ ル は
モ ン ゴ ル 語 で 「 家 」 を 意 味 し 、 現 在 で は 遊 牧 民 の 住 む 家 を 指 す 。 ゲ
ル は 柳 の 木 な ど を ド ー ム 状 に 組 み 上 げ 、 そ の 上 に 羊 の 毛 で で き た フ
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ェ ル ト を か ぶ せ た 一 種 の テ ン ト と も 考 え ら れ る 。 モ ン ゴ ル の 伝 統 的
な 移 動 式 住 居 の ゲ ル は 、 主 に モ ン ゴ ル 草 原 に 住 む 遊 牧 民 が 使 用 し て
い る 。 ゲ ル は 必 ず 南 側 を む い て 扉 が つ け ら れ る 。 扉 は 昔 フ ェ ル ト で
作 っ て い た が 、 今 は 木 材 の ド ア で 作 っ て い る 。 中 央 に は ス ト ー ブ が
あ り 、 ド ア か ら 一 番 奥 の 北 側 が 主 人 の 位 置 で 、 入 っ て 右 側 は 女 性 や
子 供 の 場 所 で 台 所 に あ た る 。 左 側 が 男 性 や お 客 様 の 場 所 で 馬 具 な ど
が お か れ て い る 。 モ ン ゴ ル ゲ ル を 歴 史 的 に み る と 、 ゲ ル を 立 て る の
に 、 一 般 的 に 床 を 使 っ て い な か く て わ ず 、 土 の 上 に 直 接 立 て る 習 慣
が あ っ た 。 こ れ は 、 家 畜 の 子 を ゲ ル の 中 に 入 れ る こ と に 関 係 し て い
る 。 春 早 く 生 ま れ た ば か り の 家 畜 の 子 を 寒 さ か ら で 守 る た め に ゲ ル
の 中 に 入 れ る た め で あ っ た 。 遊 牧 民 の 飼 っ て い る 羊 の 毛 で フ ェ ル ト
を 作 る 体 験 や 、 ゲ ル を 解 体 し て ま た 組 み 立 て る 引 っ 越 し の 体 験 は ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ア ー と し て 人 気 が あ る 。写 真 1 1 に は 、観 光 客 が 宿 泊 し
て い る ゲ ル を 解 体 し 、 遊 牧 民 の 指 示 に 従 っ て み ん な で 力 を 合 わ せ な
が ら 組 み 立 て い る こ と が わ か る 。  
④  伝 統 的 生 活 に 根 ざ し た ル ー ル  
火（ ス ト ー ブ ）・水・馬 な ど 生 活 に 必 須 な 資 源 や 家 畜 と 共 存 す る 知
恵 、 馬 乳 酒 ・ 蒸 留 酒 の 客 人 へ の 供 し 方 な ど 伝 統 的 な お も て な し の 心
に 基 づ い た ル ー ル が あ る 。 ゲ ル の 中 だ け で も そ の 小 さ な 空 間 に さ ま
ざ ま な 作 法 が あ る こ と は 観 光 客 に と っ て 興 味 深 い 。 遊 牧 民 の ゲ ル を
訪 問 す る 観 光 ツ ア ー は す で に 国 内 各 地 で 行 わ れ て お り 、 ゲ ル キ ャ ン
プ の 発 展 に よ っ て よ り 良 い 観 光 資 源 に な っ て い る 。写 真 1 2 に は 、観
光 客 が 遊 牧 民 の ゲ ル を 訪 問 し 、 通 訳 を 通 じ て 話 を し て い る こ と が わ
か る 。  
⑤  食 文 化  
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 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 の 料 理 は 伝 統 的 に 、 赤 い 食 べ 物 と 呼 ば れ る 肉 料
理 と 、 白 い 食 べ 物 と 呼 ば れ る 乳 製 品 に 分 け ら れ る 。 モ ン ゴ ル 人 は 、
主 食 と し て 小 麦 や 米 を 食 べ ら れ る が 、 量 的 に は 肉 が 主 食 並 み の 量 を
占 め る 。 モ ン ゴ ル の 伝 統 的 な 食 事 は 乳 製 品 と 肉 料 理 で あ る 。 肉 料 理
は 羊 肉 が 中 心 で 、 煮 る 料 理 と 、 ホ ル ホ グ （ 石 焼 ） な ど の 蒸 す 料 理 が
中 心 で あ る が 、ボ ー ド グ や シ ョ ル ロ グ の よ う に 焼 く 料 理 な ど も あ る 。
生 食 は 一 部 の 例 外 を 除 い て 、 ほ と ん ど 行 な わ な い 。 モ ン ゴ ル の 肉 料
理 は 世 界 の 民 族 料 理 と 比 較 し て 、 香 辛 料 を ほ と ん ど 使 わ な い の が 特
徴 で あ る 。 モ ン ゴ ル は 寒 冷 な 気 候 の た め 、 肉 の 保 存 や 消 臭 用 の 香 辛
料 を 必 要 と し な か っ た と 言 わ れ て い る 。 牛 肉 で は ボ ル ツ と い う 干 肉
に 調 理 す る 。 馬 肉 は 冬 期 に 利 用 す る 。 ラ ク ダ の 肉 は ゴ ビ な ど の 地 域
で 主 に 食 べ ら れ る が 、豚 肉  や 鶏 肉 は 、草 原 で 放 牧 す る 家 畜 で な か っ
た た め 、モ ン ゴ ル 料 理 に は あ ま り 用 い ら れ な い 。 魚 は 、モ ン ゴ ル 国
北 部 で は 燻 製 に す る 。 ま た 、狩 猟 に よ っ て タ ラ バ ガ や シ カ な ど の 野
生 動 物 を 食 す る 。 モ ン ゴ ル の 山 羊 や 羊 の 屠 蓄 は 血 を 1 滴 も こ ぼ さ ず
に 行 わ れ る （ 写 真 1 3）。 ま た 、 肉 は 骨 を 折 ら ず に 解 体 し 、 鍋 で ゆ で
た り 、 焼 き 石 と 共 に 蒸 し た り す る の が 一 般 的 で （ 写 真 1 4）、 そ の 調
理 方 法 も ユ ニ ー ク で あ る 。  
モ ン ゴ ル は イ ン ド 、 西 欧 （ コ ー カ サ ス が 中 心 ） と 並 ん で 、 世 界 ３
大 乳 文 化 国 で あ る と さ れ て い る 。 モ ン ゴ ル で は 他 の 乳 文 化 国 で 製 法
を 成 し 得 な か っ た ア ル コ ー ル 飲 料（ 蒸 留 酒 ）の 文 化 を 持 っ て い る（ 越
智 猛 夫 1 9 8 1）。  
モ ン ゴ ル で は 5 種 類 の 家 畜 と 呼 ば れ る 、 ウ シ 、 ウ マ 、 ラ ク ダ 、 ヒ
ツ ジ 、 ヤ ギ 、 お よ び ヤ ク か ら 、 そ れ ぞ れ 搾 乳 さ れ る 。 地 方 に よ っ て
異 な る が 、 乳 製 品 は 一 般 的 に は 牛 と 羊 や 山 羊 の 乳 を 中 心 に 生 産 さ れ
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る 。 ウ マ の 乳 は 発 酵 さ せ て 、 馬 乳 酒 や 乳 製 品 と し て 利 用 さ れ る 。 伝
統 的 に は 生 乳 を 飲 む こ と は 少 な い 。  乳 製 品 は 、 加 熱 、 撹 拌 、 静 置 、
分 離 、濾 過 、発 酵 、成 型 、乾 燥 な ど の プ ロ セ ス を 通 じ て 加 工 さ れ る 。
モ ン ゴ ル の 乳 製 品 に は 多 く の 種 類 が あ る 。 家 畜 の 解 体 や 調 理 、 馬 乳
酒 等 の 乳 製 品 加 工 を 含 め た 体 験 プ ロ グ ラ ム は ツ ア ー 参 加 者 の 印 象 に
残 る も の で あ り 、 人 気 の あ る 観 光 商 品 で あ る 。  
⑥  乗 馬 体 験  
 モ ン ゴ ル 馬 の 特 徴 は 体 高 が 低 い が 、 持 久 力 が あ っ て お と な し い 性
格 を も っ て い る と こ ろ に あ る 。 モ ン ゴ ル の ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の 観
光 資 源 と し て 、 乗 馬 体 験 は 必 要 不 可 欠 の プ ロ グ ラ ム で あ る 。 乗 馬 経
験 の 豊 富 な 遊 牧 民 の 子 供 た ち は 、 そ れ ぞ れ の 馬 の 性 格 を 知 り 、 そ の
扱 い 方 を 熟 知 し て い る 。 ま た 観 光 客 に あ っ て い る 馬 を 提 供 し て く れ
る 。 馬 を 単 な る 道 具 と し て で は な く 同 朋 と し て 扱 い 、 観 光 客 が そ の
世 話 ま で 行 う ツ ア ー が 催 行 さ れ て い る 。 外 国 の 観 光 客 の 中 に は 初 め
て モ ン ゴ ル で 乗 馬 を 体 験 す る も の が 多 い 。 そ し て 乗 馬 は 危 険 を 従 う
ス ポ ー ツ で も あ る 。 馬 は 動 物 で あ る の で 、 恐 怖 感 を も つ 人 も い る 。
ヨ ー ロ ッ パ で は 乗 馬 を ス ポ ー ツ と し て 乗 る 為 に 両 手 で 手 綱 を も っ て
い る が モ ン ゴ ル の 馬 を 乗 る 際 に は 必 ず 片 手 で も っ て い る 。 モ ン ゴ ル
鞍 の 特 徴 と し て 足 を 乗 せ る 鐙 が 鞍 の 真 ん 中 に 位 置 し て い る 。従 っ て 、
馬 が 走 り 出 す と 鐙 の 上 に 体 重 を か け る 状 態 に な る の で 立 ち 上 が っ て
乗 る 。 こ れ は 馬 上 で 弓 を 射 る と き に 騎 乗 者 の 頭 が も っ と も 揺 れ な い
乗 り 方 な の で あ り 、 騎 馬 民 族 の 乗 り 方 な の で あ る 。 遊 牧 民 の 暮 ら し
と 文 化 を 学 ぶ ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー と し て 非 常 に 興 味 深 い（ 写 真 1 5）。 
⑧ ． モ ン ゴ ル の 伝 統 的 な 祭 り 「 ナ ー ダ ム 祭 」  
 モ ン ゴ ル 国 内 の 各 地 域 で 毎 年 7 月 1 1 日（ 革 命 記 念 日 ）、 1 2 日 に ナ
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ー ダ ム 祭 が 開 か れ て お り 、 こ の 祭 り を 体 験 す る た め に 各 国 か ら 大 勢
の 観 光 客 が 訪 れ て い る 。 ナ ー ダ ム と は モ ン ゴ ル 語 で 「 遊 戯 」 と い う
意 味 で 、 モ ン ゴ ル 人 に と っ て こ の ナ ー ダ ム 祭 は 盛 大 な 祭 り で 、 男 の
3 つ の 祭 り と も 呼 ば れ て い る 。 そ の 3 つ の 遊 び と い う の は モ ン ゴ ル
相 撲 、 競 馬 、 弓 （ ア ー チ ェ リ ） で 、 ス ポ ー ツ と 文 化 を 合 わ せ た 独 特
な 習 慣 の あ る 祭 り で あ る 。 1 9 2 1 年 7 月 1 1 日 モ ン ゴ ル の 革 命 以 降 、
こ の 日 が モ ン ゴ ル の 革 命 記 念 日 に な り ナ ー ダ ム 祭 の 日 と な っ た （ ウ
ラ ン バ ー ト ル 市 役 所 2 0 1 0 年 ）。  
ナ ー ダ ム 祭 り の 一 番 人 気 は モ ン ゴ ル 相 撲 で あ る 。 ス ポ ー ツ と 文 化
を 合 わ せ た の が モ ン ゴ ル 相 撲 の 特 徴 で あ る 。 モ ン ゴ ル 相 撲 の ル ー ル
は 体 の ど こ か が 土 に つ い た こ と で 負 け と み な さ れ る 。 モ ン ゴ ル 相 撲
に は 年 齢 制 限 や 体 重 、 身 長 の 制 限 が な い た め 、 自 分 よ り 力 を も っ て
い る 者 を に 勝 て る の つ こ と で が モ ン ゴ ル 相 撲 の 技 が ど れ だ け あ る か
を 証 明 で き る 。 5 1 2 人 の 力 士 が 参 加 す る の が 普 通 で 、 特 別 な 記 念 行
事 が あ る 年 は  1 0 2 4 人 の 力 士 が 参 加 す る 場 合 も あ る 。 力 士 が 5 回 勝
て ば ナ チ ン 、 6 回 勝 て ば ハ ル ツ ァ ガ 、 7 回 は ザ ー ン 、 8 回 は ガ リ ダ 、
9 回 は ア ル サ ラ ン 、 ア ル サ ラ ン を も ら っ た も の が 優 勝 す れ ば ア ワ ラ
ガ に な り ま す る 。こ れ ら が  す べ て が ナ ー ダ ム 祭 に 関 す る 規 則 に 基 づ
き 、 大 統 領 か ら 勲 章 、 記 念 品 を 与 え ら れ る 。 一 番 上 の 力 士 か ら 取 り
組 み の 相 手 を 選 ば れ る 。 モ ン ゴ ル 相 撲 の 衣 装 は 絹 で 作 ら れ て お り 、
色 鮮 や か で 丈 夫 で あ る 。 力 士 そ れ ぞ れ が ザ ソ ー ル チ （ 呼 び 出 し ） と
一 緒 に  3 , 5 , 7  回 の ラ ウ ン ド に 出 る 。ザ ソ ー ル チ に よ っ て そ の 力 士 の
成 績 を た た え 、 励 ま す の が も う ひ と つ の 特 徴 で あ る 。  
ナ ー ダ ム 祭 り の 1 つ で あ る 乗 馬 に 全 国 か ら 調 教 師 が 集 ま り 、 自 分
の 調 教 し た 馬 の 速 さ を 競 い 、 乗 っ て い る 子 供 の 知 恵 を 調 べ る 。 モ ン
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ゴ ル 競 馬 の 特 徴 は 、参 加 す る 子 供 の 年 齢 の 低 い こ と 、 5 歳 か ら 1 2 歳
ま で の 子 供 た ち  の 知 恵 と 勇 気 と 忍 耐 力 の す べ て が こ の 競 馬 で 把 握
で き る 大 き な 体 験 と な る 。馬 の 年 齢 に よ っ て 6 つ の 級 に 分 け ら れ る 。 
約 5 0 0 頭 の 競 馬 用 の 馬 が 参 加 し 、 距 離 は 年 齢 に よ っ て 異 な る が 、 一
番 長 い 距 離 は  3 0 か ら 3 5 k m で あ る 。優 勝 し た 馬 、準 優 勝 し た 馬 、な
ど 先 頭 か ら 5 頭 が 入 賞 さ れ で き る 。 調 教 師 に は 大 統 領 か ら 勲 章 が 与
え ら れ 、 馬 に 乗 っ た 子 供 に も 記 念 品 が 与 え ら れ る 。 調 教 師 と 騎 手 を
喜 ば せ た 名 誉 あ る 馬 の 壊 と 汗 は 、 そ れ を 触 っ た も の に 一 年 間 幸 運 が
訪 れ る と 言 い 伝 わ っ て い る 。 モ ン ゴ ル は 馬 を 大 切 に す る 国 で 、 馬 を
国 章 に 刻 ん で い る 世 界 唯 一 の 国 で あ る 。  
モ ン ゴ ル 人 は 弓 を 引 く 人 （ ア ー チ ェ リ ） を 大 事 に し 、 マ ト が あ た
る よ う に と 挨 拶 を す る 。 モ ン ゴ ル ア ー プ チ エ リ の 特 徴 で は 革 製 品 の
丸 い 形 の 的 で を 、 そ れ を 地 面 に 「 ハ ナ 」、「 ハ サ 」 に と し て 並 べ ら れ
る 。ハ ナ と い う の は 3 6 0 個 の 革 製 品 の 丸 い テ キ を 4 メ ー ト ル の  幅 で
広 さ 4 0 か ら 5 0 セ ン チ の 高 さ で 重 ね 、男 性 は 7 5 m の 距 離 か ら 4 0 本 の
矢 、 女 性 は 6 0 m の 距 離 か ら 2 0 本 の 矢 を は な す 。「 ハ サ 」 と い う の は
4 m の 広 さ 幅 の 真 ん 中 に 3 0 個 の 的 を 並 べ 、男 性 だ け が 2 0 本 の 矢 を は
な し 、 争 う 。 テ キ を に あ た っ た ス コ ア で 入 賞 し が 決 ま り 、 大 統 領 か
ら 勲 章 が 与 え ら れ る 。  
ウ ラ ン バ ー ト ル 市 で 開 か れ る 全 国 規 模 の ナ ー ダ ム 祭 と そ れ 以 外 に
地 方 で 開 か れ る 小 規 模 な ナ ー ダ ム 祭 が 同 時 に 行 わ れ て い る ほ か 、 各
地 の ゲ ル キ ャ ン プ で も 外 国 人 観 光 客 向 け に ナ ー ダ ム 祭 を が 各 地 で 行
わ れ て い る 。 地 方 の ナ ー ダ ム 祭 は 国 全 体 の ナ ー ダ ム 祭 と 比 較 し て 、
そ の 規 模 と に ぎ や か さ は 劣 る も の の 、 迫 力 や 面 白 さ で は 決 し て 劣 っ
て い な い 。 国 全 体 で 行 わ れ る ナ ー ダ ム 祭 は ス タ ジ ア ム や コ ン サ ー ト
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ホ ー ル で 行 わ れ て お り 、出 席 者 は 見 学 す る だ け に と ど ま っ て い る が 、
例 え ば ア ラ ハ ン ガ イ 県 で 開 か れ る 地 方 の ナ ー ダ ム 祭 は 、 観 光 客 の 参
加 も 認 め ら れ て お り 、 地 方 な ら で は の 祭 り の 体 験 を 味 わ う こ と が で
き る 人 気 ツ ア ー に な っ て い る （ 写 真 1 6）。  
 
3 . 4  ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 類  
 一 口 に ゲ ル キ ャ ン プ と 言 っ て も 、 そ の 規 模 や 性 格 は 多 様 で あ る 。
こ こ で は 、モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 分 類 す る こ と に す る 。
調 査 方 法 と し て は 、 自 然 環 境 観 光 省 の デ ー タ と 総 計 デ ー タ を 分 析 し
た 上 で 全 国 の ゲ ル キ ャ ン プ 上 の 位 置 と 登 録 さ れ た ゲ ル キ ャ ン プ を 経
営 す る 会 社 の 情 報 を 明 ら か に し た 。 得 ら れ た ゲ ル キ ャ ン プ の 情 報 を
も と に 旅 行 会 社 か ら ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 連 絡 先 や 各 地 に 位 置 す る ゲ ル
キ ャ ン プ の ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら の 距 離 や 規 模 の 情 報 を 収 集 し た 。
旅 行 会 社 に が 把 握 し て い な い ゲ ル キ ャ ン プ の 情 報 に つ い て は 、 直 接
電 話 す る な ど 各 県 の 市 役 所 か ら デ ー タ を 収 集 し た 。  
モ ン ゴ ル 国 内 に あ る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の ゲ ル の 棟 数 を 集 計 し た 結 果 、
一 番 多 か っ た 地 域 は 都 市 周 辺 の 中 央 県 、 次 い で フ ブ ス グ ル 県 、 ア ラ
ハ ン ガ イ 県 の 順 で あ っ た 。 し か し 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 規 模 、 す な わ
ち 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 内 に 設 置 さ れ て い る ゲ ル の 棟 数 に よ っ て 分 布 に
違 い が み ら れ る 。図 1 0 は 、モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の ゲ ル
の 棟 数 に よ る 規 模 の 割 合 を 示 し て い る 。 図 1 0 に よ る と 1 0 棟 以 下 の
ゲ ル が 設 置 さ れ て い る ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 全 体 の 5 2％ を 占 め て い る 。
ゲ ル キ ャ ン プ 場 の ゲ ル の 棟 数 が 1 1 棟 か ら 2 0 棟 以 下 の ゲ ル を 設 置 さ
れ て い る ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 2 8％ 、 2 1 棟 か ら 3 0 棟 以 下 の ゲ ル を 設 置
さ れ て い る ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 1 0％ 、 3 1 棟 か ら 4 0 棟 の ゲ ル を 設 置 さ
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れ て い る ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 7％ 、 4 1 棟 以 上 の ゲ ル が 設 置 さ れ て い る
ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 3％ で あ る 。 つ ま り 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 内 に 設 置 さ
れ て い る ゲ ル の 棟 数 が 少 な い ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 一 番 多 く 分 布 し て い
る こ と が わ か る 。こ う し た 1 0 棟 以 下 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、遊 牧 民 の
利 用 す る ゲ ル を 観 光 客 の 宿 泊 施 設 と し て 利 用 す る も の で 、 小 型 ゲ ル
キ ャ ン プ 場 と し て 分 類 す る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 組 立 や 移 動 が
可 能 で 、 地 元 の 遊 牧 民 と の 関 係 も 深 く 、 自 然 や 文 化 、 遊 牧 民 の ラ イ
フ ス タ イ ル を 観 光 資 源 と す る な ど の 共 通 点 が み ら れ る 。  
3 1 棟 以 上 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 独 立 し た リ ゾ ー ト 地 に な っ て お り 、
大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 と す る 。 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 地 元 と の 関 わ
り が ほ と ん ど な く 独 自 で 営 業 を 行 っ て い る こ と や 地 元 を 体 験 す る の
で は な く 、 リ ゾ ー ト 地 内 が テ ー マ パ ー ク に な っ て い る な ど の 共 通 点
が み ら れ る 。残 り の 1 1～ 3 0 棟 の ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ
と す る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 体 験 プ ロ グ ラ ム に 入 っ て い る 乗 馬 体 験
な ど 、 小 型 と 共 通 点 も あ る が 、 サ ー ビ ス 面 で は 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ と
共 通 点 も あ る 。  
本 研 究 で は 、 以 上 の ３ つ に ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 分 類 し 、 そ れ ぞ れ の  
分 布 を み て い く こ と と す る 。図 1 1 に よ る と 、ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら
の 距 離 に よ っ て ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 規 模 や 分 布 が 異 な っ て い る こ と が
わ か る 。 す な わ ち 、 都 市 部 周 辺 に 、 ゲ ル の 棟 数 が 多 い 大 型 ゲ ル キ ャ
ン プ が 分 布 し て い る の に 対 し て 、 ゲ ル の 棟 数 が 少 な い 小 型 ゲ ル キ ャ
ン プ 場 は 全 国 に 広 く 分 散 し て 分 布 し て い る こ と が わ か る 。  
 
3 . 5  小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 と 特 色  
小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 モ ン ゴ ル に お け る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 約
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5 2％ を 占 め て い る 。図 1 2 に よ る と 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は モ ン ゴ ル 各
地 に 分 布 し て お り 、 付 属 施 設 を 含 め た 全 体 の 規 模 も 比 較 的 小 さ く 、
利 用 費 用 も 低 料 金 と な っ て い る 。 そ の 理 由 は 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ は
大 規 模 な 投 資 が 不 要 で 短 期 間 に 組 立 て 、 営 業 を 営 む こ と が で き る こ
と に あ る 。 ま た 、 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 定 期 的 に 栄 養 の あ る 放 牧 地 を
求 め て 移 動 す る た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ を 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 。 そ の
た め 、 小 規 模 で 組 立 が 簡 単 に で き る 施 設 が な け れ ば な ら な い 。 そ こ
で 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で は 移 動 に 適 す る 現 在 の 遊 牧 民 の 使 用 さ れ
て い る ハ ラ ハ 族 の ゲ ル （ ６ ハ ナ タ ） が 使 用 さ れ て い る 。 モ ン ゴ ル 民
族 誌 （ 1 9 8 7） に よ る と 、 モ ン ゴ ル の ゲ ル は 、 ハ ラ ハ 族 の ゲ ル と そ れ
以 外 の ゲ ル と に 分 類 さ れ る 。 そ れ 以 外 の ゲ ル と い え ば カ ザ フ 族 ゲ ル
を 挙 げ る こ と が で き る 。 カ ザ フ 族 の ゲ ル の 特 徴 は 、 天 井 と 柱 が 高 く
ハ ラ ハ 族 の 使 用 す る ゲ ル よ り ハ ナ タ （ 壁 ） が 多 く 、 ８ ハ ナ タ の ゲ ル
を 使 用 し て い る 。 ハ ラ ハ 族 の ゲ ル は 天 井 が 低 い た め 、 草 原 地 帯 の 厳
し い 風 に 強 く 、 ゲ ル 内 は 広 く 住 め る 空 間 に な っ て い る 特 徴 が あ る 。
カ ザ フ 族 は モ ン ゴ ル の 総 人 口 の ５ ％ に 満 た な い 。 し か し 、 ハ ラ ハ 族
は モ ン ゴ ル の 総 人 口 の 8 0％ 以 上 を 示 し て い る た め 、モ ン ゴ ル 各 地 で
は ハ ラ ハ 族 の ゲ ル が 多 く 使 用 さ れ て い る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 場
合 、 中 ・ 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 と 比 較 し て 、 ゲ ル の 大 き さ を 遊 牧 民 の
利 用 す る ゲ ル の 規 模 を ５ ハ ナ タ 以 下 に 抑 え て い る 。 な お 、 ゲ ル の 大
き さ は こ の ハ ナ タ の 枚 数 で 決 ま る 。 ハ ナ タ と は 、 ハ ナ と 呼 ば れ る 析
り た た み 式 の 壁 を 意 味 す る 単 位 で あ る 。 そ の ハ ナ を １ つ ず つ 円 を 描
く よ う に し て 広 げ て 紐 で 繋 ぎ 合 わ せ て い く も の で あ る 。  
モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は か つ て 、 自 ら ゲ ル を 製 造 し て い た こ と が 現 地
調 査 で 明 ら か に な っ た 。 ゲ ル の 木 材 の 骨 組 み か ら ゲ ル を 巻 く フ ェ ル
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ト ま で 全 部 自 分 た ち で 作 っ て い た が 、1 9 9 0 年 代 に 入 っ て か ら ハ ラ ハ
族 の ゲ ル を 製 造 す る 工 場 や 個 人 で ゲ ル を 作 っ て 市 場 で 販 売 す る 人 も
出 て き た 。 そ の た め 、 遊 牧 民 も ゲ ル の 主 な 材 料 と な る 木 材 の 部 分 を
ウ ラ ン バ ー ト ル 市 に あ る 工 場 か ら 購 入 す る よ う に な っ た 。 小 型 ゲ ル
キ ャ ン プ が ハ ラ ハ 族 （ ゲ ル ） を 使 用 し て い る も う 1 つ の 理 由 は 、 こ
の よ う に ゲ ル を 作 る 工 場 が で き た こ と に よ り 、 安 い コ ス ト 購 入 で き
る よ う に な っ た か ら で あ る こ と が ヒ ア リ ン グ 調 査 で わ か っ た 。 ヒ ア
リ ン グ 調 査 で 現 地 の 工 場 に 行 っ た 際 に 、小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 向 け に 、
一 般 に ハ ラ ハ 族 の ゲ ル を 製 造 し て い る こ と が わ か っ た 。  
近 年 、 ゲ ル キ ャ ン プ が 急 増 し た た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ 用 の ゲ ル の 注
文 が 多 く 、 そ の ゲ ル キ ャ ン プ の 特 徴 や 注 文 を す る お 客 さ ん の ニ ー ズ
に 合 わ せ て 特 別 注 文 の ゲ ル を 製 造 し て い る 。 し か し 、 特 別 注 文 の ゲ
ル は 、 一 般 の ゲ ル を 製 造 す る よ り 何 倍 も 高 く な っ て い る 。 ま た 、 特
別 に 注 文 し て 作 る ゲ ル は イ ン テ リ ア に こ だ わ っ て い る た め 形 が 良 い
反 面 、 本 来 の モ ン ゴ ル ゲ ル の も つ 機 能 と な る 組 立 や 移 動 す る こ と が
で き な く な っ て い る 。  
小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に 設 置 さ れ て い る 1 つ の ゲ ル の 中 に お い て 、
４ つ の ベ ッ ト が あ る の が 一 般 的 で 、 １ 棟 の ゲ ル に 最 大 4 人 を 受 け 入
れ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 他 の ゲ ル
キ ャ ン プ と 違 っ て 夏 の 暖 か い 時 期 に 限 っ て 営 業 を 営 ん で い る 。 小 型
ゲ ル キ ャ ン プ を 訪 れ る 観 光 客 は モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 の 生 活 を 体 験 し に
来 る こ と が 1 つ の 理 由 で あ る が 、モ ン ゴ ル の 冬 は - 4 0℃ 以 下 に な る こ
と も 多 く 、 冬 季 に は 外 国 人 の 観 光 者 が あ ま り 来 な い か ら で あ る 。 ま
た 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 、 遊 牧 民 の 夏 営 地 に 分 布 し て い る 。 そ の 理
由 は 、 遊 牧 民 ら は 複 数 の 家 族 で 遊 牧 を 行 っ て い る が 、 冬 の 時 期 に は
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別 々 の 冬 営 地 に 移 動 し て お り 、 夏 の 時 期 だ け 、 み ん な が 同 じ 場 所 で
近 い 距 離 を 保 ち つ つ 夏 営 地 を 設 置 し て い る 。 そ の 夏 営 地 に ゲ ル キ ャ
ン プ を 設 置 す る こ と で 、唯 一 の 遊 牧 民 家 族 に 負 担 が か か ら ず 、ま た 、
す べ て の 遊 牧 民 の 参 加 が 可 能 に な る か ら で あ る 。 そ の た め 、 小 型 ゲ
ル キ ャ ン プ に と っ て は 、 夏 の 時 期 が 一 番 大 事 な 時 期 で あ る 。  
遊 牧 民 の 特 徴 は 、 数 家 族 か ら な る 小 規 模 な 家 族 単 位 で 生 活 し 、 ゲ
ル と い う 羊 の フ ェ ル ト で で き た 宿 泊 施 設 に 住 ん で い る こ と で あ る 。  
 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 特 徴 は 遊 牧 畜 産 と 関 係 し て い る 。 モ ン ゴ ル
の 遊 牧 民 は 、 季 節 に 合 わ せ て 住 む 場 所 を 移 動 す る た め 自 由 気 ま ま な
生 活 に 思 え る が 、 そ の 本 質 は 家 畜 を 育 成 さ せ る こ と で あ る た め 、 草
原 で は 最 適 な 放 牧 方 法 で あ る 。遊 牧 民 は １ か 所 に 定 住 す る こ と な く 、
気 候 の 変 動 や 家 畜 の 状 況 に 合 わ せ 、 季 節 ご と に 決 ま っ た 春 営 地 、 夏
営 地 、 秋 営 地 、 冬 営 地 に 移 動 し な が ら 牧 畜 を 営 ん で い る 。 冬 は 厳 し
い 寒 さ を 家 畜 に 乗 り 越 え さ せ る た め 、 栄 養 の あ る 草 の 生 え た 放 牧 地
へ と 移 動 さ せ る な ど 、 季 節 ご と に 放 牧 に 適 し た 地 域 へ と 移 動 を 繰 り
返 す 。 遊 牧 民 の 冬 営 地 は 、 山 中 の 風 が 通 ら な い 南 斜 面 で 陽 あ た り の
よ い 場 所 に 設 営 す る 。 春 営 地 は 、 山 中 の 冬 営 地 と 川 や 湖 の 中 間 地 点
に 近 い 場 所 に 設 営 し 、 冬 営 地 で は 風 が 通 ら な い 山 の 南 斜 面 を 拠 点 に
す る こ と が 多 い 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 場 合 は 、 遊 牧 民 が 多 く 設 営 す
る 夏 営 地 に 多 く 分 布 す る 。 遊 牧 民 の 夏 営 地 で は 、 山 中 か ら 川 や 湖 の
水 源 を 求 め て 遊 牧 民 た ち が 集 ま っ て く る か ら で あ る 。  
 モ ン ゴ ル に お け る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 国 土 全 域 に 広 が る 大 草 原
ス テ ッ プ を は じ め 、 北 部 地 域 の 森 林 地 帯 、 南 部 地 域 の ゴ ビ 砂 漠 、 西
部 地 域 の 山 と 湖 、 東 部 地 域 の 草 原 地 帯 等 、 広 大 な 範 囲 に 分 布 す る 。
山 、 砂 丘 、 森 林 、 泉 、 大 草 原 、 砂 漠 と 様 々 な 景 観 が ひ ろ が る 場 所 で
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あ り 、 そ の 雄 大 な 地 形 自 然 に 生 き る 遊 牧 民 が い る 。 草 原 は モ ン ゴ ル
国 全 体 の 約 1 3 0 万 ㎢ を 放 牧 地 が 占 め て い る 。  
以 下 の 内 容 は 現 地 調 査 で 得 ら れ た デ ー タ に よ り ま と め た も の で あ
る 。  
遊 牧 民 は 、 移 動 の 際 に は 宿 泊 施 設 の 分 解 や 組 み 立 て を 行 う 。 1 時
間 ほ ど で 組 み 立 て で き る フ ェ ル ト で で き た 移 動 式 ゲ ル を 利 用 し て い
る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で 使 わ れ る ゲ ル は ホ テ ル と 違 っ て プ ラ イ バ
シ ー が 守 ら れ な い た め 、 宿 泊 す る 観 光 客 は み な 男 女 別 に 分 か れ て 泊
ま る こ と が 多 い 。 ま た ゲ ル キ ャ ン プ の 宿 泊 料 金 は 、 １ 人 当 り で は な
く 、ゲ ル １ 棟 ご と に 料 金 が 設 定 さ れ て い る  。し た が っ て 、ダ ブ ル ル
ー ム の 場 合 、 シ ン グ ル ル ー ム と の 差 額 は わ ず か 数 ド ル で あ り 、 ４ 人
で 泊 ま っ て も ２ 人 で 泊 ま っ た 場 合 と ほ と ん ど 同 じ 料 金 に な っ て い る 。 
写 真 1 7 に 示 し て い る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、モ ン ゴ ル 遊 牧 民 の 移 動
式 ゲ ル を そ の ま ま 宿 泊 施 設 と し て 利 用 し て い る こ と が わ る 。 小 型 ゲ
ル キ ャ ン プ は 従 来 の 観 光 開 発 に み ら れ る よ う な 大 規 模 な 施 設 開 発 や
初 期 投 資 を 必 要 と し な い 。  
 
3 . 6  中 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 と 特 色  
中 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 分 布 は ウ ラ ン バ ー ト ル 市 近 郊 に 比 較 的 に 多 く
分 布 し て い る （ 図 1 3）。 そ の 理 由 は 中 型 の ゲ ル キ ャ ン プ は 、 ウ ラ ン
バ ー ト ル か ら 日 帰 り す る 観 光 客 を 中 心 に 営 業 を 営 ん で い る か ら で あ
る 。 そ の た め 、 高 級 料 理 の 提 供 や 家 族 連 れ の 観 光 客 向 け の サ ー ビ ス
を 多 く 行 っ て い る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 宿 泊 料 金 は ゲ ル を 一 泊 で
精 算 を す る が 、 中 型 の ゲ ル キ ャ ン プ の 場 合 は 、 日 帰 り の 観 光 者 が 多
い た め 、 ゲ ル を レ ン タ ル す る か た ち で 1 時 間 当 た り の 利 用 料 金 設 定
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を 行 っ て い る 。 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 、 観 光 客 を 引 き 寄 せ る 1 つ の 観
光 資 源 と し て モ ン ゴ ル ゲ ル を 立 て る こ と が 多 く 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 内
の ゲ ル に 宿 泊 す る こ と が で き る が 、 宿 泊 か ら 利 益 を 出 す の で は な く
レ ス ト ラ ン に お け る 料 理 の 提 供 を 中 心 に 営 業 を 行 っ て い る 。  
中 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 例 と し て 、 テ レ ル ジ 国 立 公 園 で ア メ リ カ 人 が
営 業 を 営 む ゲ ル キ ャ ン プ を 取 り 上 げ る 。 こ の ゲ ル キ ャ ン プ の 特 徴 と
し て 、 ア メ リ カ 農 村 の 雰 囲 気 を 味 わ え る 料 理 、 サ ウ ナ と ビ リ ア ー ド
な ど の 設 置 が 挙 げ ら れ る 。 宿 泊 施 設 と し て ア メ リ カ に よ く み ら れ る
ハ ウ ス が あ り 、 そ の な か に レ ス ト ラ ン や サ ウ ナ 、 ビ リ ア ー ド が 設 置
さ れ 、 宿 泊 で き る デ ラ ッ ク ス 部 屋 な ど も あ る 。 し か し 、 そ の 建 物 の
周 り に モ ン ゴ ル の ゲ ル を 設 置 し て い る 。 そ の 理 由 は 、 外 国 か ら モ ン
ゴ ル を 訪 れ る 外 国 人 観 光 者 は モ ン ゴ ル ゲ ル の 体 験 を 期 待 す る か ら で
あ る 。 外 国 人 観 光 客 は 、 ど こ に も あ る リ ゾ ー ト よ り モ ン ゴ ル の 伝 統
や 文 化 に 興 味 を も っ て モ ン ゴ ル を 訪 れ る の で 、 ゲ ル に 宿 泊 し て 乗 馬
や 遊 牧 民 を 訪 問 す る こ と を 目 的 と す る 。 そ の た め 、 外 国 人 向 け に ゲ
ル を 設 置 す る こ と で 、 こ う し た 外 国 人 観 光 客 を 引 き つ け よ う と し て
い る 。 一 方 、 モ ン ゴ ル 人 観 光 客 は 、 リ ゾ ー ト の 雰 囲 気 や 快 適 さ を 求
め る た め 、 レ ス ト ラ ン や デ ラ ッ ク ス ル ー ム を 利 用 す る も の が 多 い こ
と が わ か っ た 。  
さ ら に 、 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 特 色 は 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ と 違 っ て 1
年 中 営 業 を 行 っ て い る こ と に あ る 。 そ の た め 、 ゲ ル は 冬 の 時 期 に 寒
い た め 、 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 の 近 郊 ゲ ル キ ャ ン プ は ほ と ん ど 営 業 し て
い な い 。 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 、 モ ン ゴ ル ゲ ル 以 外 に 建 物 も 立 て て い
る の で 、 ホ テ ル の よ う に 冬 の 時 期 で も 快 適 に 過 ご す こ と が で き る よ
う に な っ て い る 。 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 場 合 は 、 モ ン ゴ ル の ゲ ル の 形
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を し た 宿 泊 施 設 が 多 く み ら れ る 。 宿 泊 施 設 を セ メ ン ト な ど 断 熱 性 の
あ る 素 材 で モ ン ゴ ル ゲ ル の 形 に 造 り 、 冬 の 寒 い 時 期 に 営 業 を 行 っ て
い る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ に み ら れ な い 窓 付 き の ゲ ル や ゲ ル 内 に ト イ
レ も 設 置 さ れ て い る ゲ ル も あ る 。 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 、 イ ン フ ラ の
整 っ て い る 都 市 近 郊 に 分 布 す る た め 電 気 線 も 通 っ て い る 。 中 型 ゲ ル
キ ャ ン プ は 、 レ ス ト ラ ン や シ ャ ワ ー 、 ラ イ ト ニ ン グ な ど 電 気 を 利 用
す る こ と が 多 い た め 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の よ う に モ ン ゴ ル 全 体 に 設
置 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。 ゲ ル 数 が 1 1 か ら 3 0 か ら な る 中 型 ゲ ル
キ ャ ン プ 場 で は 遊 牧 民 の 生 活 を 体 験 で き な い が 、 乗 馬 や モ ン ゴ ル 料
理 な ど モ ン ゴ ル の 伝 統 文 化 を 楽 し む こ と が で き る 。 ま た 、 ア メ リ カ
人 や 日 本 人 が 経 営 し て い る ゲ ル キ ャ ン プ も あ り 、 世 界 各 国 の 料 理 を
楽 し む こ と が で き る （ 写 真 1 8）。 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ で は 、 モ ン ゴ ル
の 文 化 を 体 験 し た い 外 国 人 観 光 客 の た め に 用 意 さ れ た 乗 馬 ・ 民 族 コ
ン サ ー ト な ど の セ ッ ト プ ラ ン が 多 く 、 旅 行 会 社 で 用 意 さ れ て い る 観
光 地 の ツ ア ー プ ラ ン で も 、 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 利 用 を 取 り 入 れ た
も の が 人 気 で あ る 。 中 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 ウ ラ ン バ ー ト ル に 近 い
場 所 の 中 で も 、 テ レ ル ジ 国 立 公 園 な ど 、 観 光 地 と し て 人 気 の あ る 地
域 に 分 布 し て い る 。 そ こ で は 、 広 大 な 丘 陵 地 に 森 林 や 花 崗 岩 の 奇 岩
が 広 が っ て お り 、 雄 大 な 山 並 み を 映 す 景 観 が 広 が る 。  
 
3 . 7  大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 分 布 と 特 色  
モ ン ゴ ル に お け る 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 近 郊
に 分 布 す る （ 図 1 4）。 特 に 、 テ レ ル ジ 国 立 公 園 に 集 中 し て い る 。 テ
レ ル ジ 周 辺 は 1 9 9 3 年 に 、国 立 公 園 と し て 保 護 の 対 象 と な っ た 。テ レ
ル ジ 国 立 公 園 は 、モ ン ゴ ル の 首 都 ウ ラ ン バ ー ト ル よ り 北 西 7 5 k m に 位
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置 し 、 遊 牧 民 の 位 置 す る 平 ら な 草 原 地 帯 と は 異 な り 、 奇 岩 や 樹 木 が
目 立 つ ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら 一 番 近 い 静 か な 保 養 地 で あ る 。 テ レ ル
ジ 国 立 公 園 ま で は 舗 装 路 で 、 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら 車 で 約 2 時 間 で
日 帰 り で き る 山 と 緑 の 風 光 明 媚 な 保 養 地 で あ る 。 ま た 、 テ レ ル ジ 国
立 公 園 は 、 自 然 に で き た 奇 跡 と い わ れ る 珍 し い 形 を し て い る 岩 山 や
高 さ 1 5 m の 亀 石 な ど で 人 気 の あ る 観 光 名 所 で あ る 。 現 地 の モ ン ゴ ル
人 だ け で は な く 、 外 国 人 観 光 客 が こ の 風 景 を 楽 し み に 来 て い る 。 観
光 客 は 、 自 然 の な か で の 乗 馬 体 験 と ハ イ キ ン グ 、 山 歩 き 、 亀 石 に 登
っ て み る こ と も で き る 。 テ レ ル ジ 国 立 公 園 内 に は 、 ゲ ル を 建 て て い
る い く つ か の 大 型 キ ャ ン プ が あ り 、 オ ー ル シ ー ズ ン 、 観 光 客 が 泊 ま
る こ と が で き る 。  
ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら 離 れ て い る 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 中 に 、 カ ラ
コ ル ム に 位 置 す る ド リ ー ム・ラ ン ド が あ る 。ウ ラ ン バ ー ト ル か ら 3 8 0
キ ロ 離 れ た カ ラ コ ル ム 地 区 オ ル ホ ン 川 の 隣 に 設 置 さ れ て い る 。 ウ ラ
ン バ ー ト ル か ら 約 7 時 間 か か る 。デ ラ ッ ク ス ル ー ム 4 室 、 ス タ ン ダ
ー ド ル ー ム 7 室 、 デ ラ ッ ク ス ゲ ル 1 5 戸 、 ス タ ン ダ ー ド ゲ ル 1 0 戸 あ
り 、 ゲ ル の 中 に は エ ア コ ン も 設 置 さ れ 、 モ ン ゴ ル 遊 牧 民 の ゲ ル を 現
代 化 し た ス タ イ ル に 特 徴 が あ る 。 ま た 、 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 内 の 高 級
レ ス ト ラ ン の カ リ フ ォ ル ニ ア が 当 キ ャ ン プ の 食 事 を 任 さ れ て い る 。
大 型 ゲ ル キ ャ ン プ と 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 過 ご し 方 が 異 な り 、 そ れ に
対 応 す る 観 光 資 源 も 異 な っ て い る 。 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ で は 、 レ ス ト
ラ ン 、  会 議 、結 婚 式 場 、各 セ ミ ナ ー ル 、ダ ン ス な ど の イ ベ ン ト 開 催
可 能 な ホ ー ル が あ り 男 性 用 と 女 性 用 の 洋 式 個 別 ト イ レ 、 サ ウ ナ 、 シ
ヤ ワ ー な ど が 準 備 さ れ て い る 。 ま た 、 プ ロ の 料 理 人 が 調 理 し た モ ン
ゴ ル や ヨ ー ロ ッ パ の  高 品 質 の 美 味 し い 料 理 、モ ン ゴ ル ブ ラ ン ド 品 と
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な る 冷 た い ビ ー ル 、 ジ ュ ー ス の 提 供 も し て い る 。 こ れ に 対 し て 小 型
ゲ ル キ ャ ン プ で は 馬 、 牛 、 ヤ ク 、 羊 、 ヤ ギ が 青 々 と し た 草 原 で 放 牧
し て い る 風 景 を み て 安 ら ぎ を 感 じ 、自 然 の 素 晴 ら し さ を 観 察 で き る 。 
中 型 と 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 イ ン テ リ ア な ど に も こ だ わ っ て お
り 、 ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッ パ の ス タ イ ル を と り い れ て い る 。 ゲ ル キ ャ
ン プ 場 内 は 自 然 を 活 か し た つ く り に な っ て お り 、 落 ち 着 い て キ ャ ン
プ が 楽 し め る リ ゾ ー ト 地 に な っ て い る （ 写 真 1 9）。 四 季 に 営 業 す る
た め 、 施 設 も 清 潔 に 管 理 さ れ て い る が 、 レ ス ト ラ ン と し て 利 用 す る
木 造 建 物 や 、 コ ン ク リ ー ト で で き た 床 暖 房 付 の ゲ ル も あ り 、 そ れ ら
の ゲ ル は 移 動 不 可 能 と な っ て い る 。 キ ャ ン プ 場 内 に は ビ リ ア ー ド 場
や サ ウ ナ 、 バ ス ケ ッ ト コ ー ト も 設 置 さ れ て い る 。  
大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 宿 泊 料 金 は ゲ ル に お け る サ ー ビ ス 料 等 の 費
用 が 含 ま れ て い る た め 、小 型 ゲ ル キ ャ ン プ よ り も 高 め と な っ て い る 。
政 府 や V I P の モ ン ゴ ル 訪 問 な ど も 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で 行 わ れ る こ
と が 多 い 。 旅 行 で 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 利 用 す る 場 合 、 フ ロ ン ト 受
付 終 了 後 に は 係 員 が 、 重 た い 荷 物 を 部 屋 ま で 運 ん で く れ 、 食 事 も ゲ
ル 内 で 食 べ る こ と が で き 、 お 土 産 な ど も ゲ ル キ ャ ン プ 場 内 の ア ン テ
ィ ッ ク シ ョ ッ プ で 購 入 す る こ と が で き る（ 写 真 2 0）。V I P 客 に と っ て
も 使 い や す い よ う に 色 々 な 工 夫 が な さ れ て い る 。 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ
は 、 単 一 な い し 複 数 の 経 営 組 織 の 元 で 、 観 光 客 に 対 し て 、 さ ま ざ ま
な レ ジ ャ ー ラ イ フ が 提 供 さ れ て い る リ ゾ ー ト 地 に な っ て い る 。 大 型
ゲ ル キ ャ ン プ に お い て 具 備 さ れ た 要 件 は ま ず 、 日 常 性 を 越 え た 施 設
と 環 境 を も っ て い る こ と で あ る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の ゲ ル の な か に
は 、4 か ら 5 台 の ベ ッ ト が あ り 、中 央 に は 薪 ス ト ー ブ 、テ ー ブ ル と  椅
子 が あ る の に 対 し て 、 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ で は 、 観 光 客 用 の ゲ ル と 隣
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接 し て レ ス ト ラ ン や ト イ レ 、 シ ャ ワ ー 室 な ど の 施 設 の あ る 別 棟 が 付
属 し て い る 。  
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第 4 章  ア ラ ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 湖 に お け る 小 型 ゲ ル キ ャ ン
プ の 存 立 形 態  
 
4 . 1 事 例 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 選 定  
前 章 で は 、 そ れ ぞ れ の ゲ ル キ ャ ン プ に よ っ て 規 模 や 設 備 の 充 実 状
況 が 異 な る こ と が 明 ら か と な っ た 。 図 1 0 に よ れ ば 、 1 棟 か ら 1 0 棟
の ゲ ル を 設 置 さ れ て い る 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ が 最 も 多 く 存 在 し て お
り 、 設 置 さ れ た ゲ ル の 棟 数 が 多 い 大 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ 場 ほ ど 開 業 期
間 が 少 な い 。 ま た 、 規 模 ご と の 特 徴 を み て み る と 、 大 型 ゲ ル キ ャ ン
プ 場 は 、レ ス ト ラ ン や バ ー 、洋 式 ト イ レ 、サ ウ ナ な ど の 設 備 が あ り 、
サ ー ビ ス の 充 実 度 は 高 い が 、地 元 住 民（ 遊 牧 民 ）と の 関 係 性 は 低 く 、
リ ゾ ー ト 化 さ れ た 施 設 と し て 機 能 し て い る こ と が わ か る 。 つ ま り 文
化 や 自 然 、 地 域 性 を 感 じ る こ と よ り も 、 施 設 内 の サ ー ビ ス を 楽 し む
こ と が 活 動 の メ イ ン と な っ て い る （ 表 5）。  
 一 方 、 表 5 に よ る と 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ は 、 設 備 ・ サ ー ビ ス の
充 実 度 は 低 い が 、 地 元 住 民 と の 関 わ り が 深 い 。 例 え ば 、 乗 馬 や 乳 製
品 の 加 工 な ど 、 よ り 遊 牧 民 の 生 活 に 密 着 し た 体 験 が 可 能 で あ る 。 モ
ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 2 0 0 6 年 の 報 告 書 に よ る と 、小 規 模 ゲ ル キ ャ ン
プ の 雇 用 者 の 7 3％ が 地 元 住 民 で あ り 地 元 住 民 の 働 く 場 と し て も 機
能 し て い る こ と か ら 、 地 域 の 活 性 化 や 雇 用 促 進 に も 貢 献 す る こ と が
わ か る 。ま た 、モ ン ゴ ル 自 然 環 境 省 の デ ー タ 2 0 0 6 に よ る と 、小 規 模
ゲ ル キ ャ ン プ の ほ う が 自 然 環 境 へ の 負 荷 が 少 な い 。 大 規 模 ゲ ル キ ャ
ン プ の 面 積 は 平 均 約 4 h a で 全 体 を 施 設 と し て 利 用 し て い る の に 対 し 、
小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ の 施 設 面 積 は 0 . 5 h a～ 1 h a で キ ャ ン プ 場 全 体 の
わ ず か 6％ を 占 め る に 過 ぎ な い 。  
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 上 述 し た 理 由 か ら 、 遊 牧 民 の 生 活 と 自 然 環 境 に 適 合 し た 小 規 模 ゲ
ル キ ャ ン プ に 着 目 し 、 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ の 実 態 と 地 元 住 民 と の 具
体 的 な 関 わ り 合 い を 把 握 を す る た め に 、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 湖
に あ る ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 選 定 し た （ 図 1 5）。 ウ ギ ー 湖 は 、 ウ ラ ン バ
ー ト ル 市 か ら 車 で 6 時 間 以 上 （ 約 4 5 0ｋ ｍ ） の 移 動 時 間 を 要 す る 草
原 地 帯 に あ る 。 ウ ギ ー 湖 は 夏 の 時 期 、 遊 牧 民 の 夏 営 地 と し て 知 ら れ
て お り 、 遊 牧 民 に と っ て の 放 牧 の 中 継 地 で あ る と 同 時 に 、 観 光 客 に
と っ て の 休 養 地 と し て 人 気 が あ る 。 主 要 な 観 光 資 源 は ウ ギ ー 湖 、 鳥
類 、 草 原 で あ り 、 ハ ラ ホ リ ン （ カ ラ コ ル ム ） 観 光 の つ い で に 立 ち 寄
る 観 光 客 が 多 く 、 遊 牧 民 地 を 体 験 す る 連 泊 が 多 い こ と か ら 選 定 に 至
っ た （ 写 真 2 1）。  
 
4 . 2 ア ル ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 郡 に お け る 観 光 資 源 と し て の 自 然 と 歴
史  
ア ル ハ ン ガ イ 県 は ウ ラ ン バ ー ト ル の 真 西 約 4 5 0 k m、 ハ ン ガ イ 山 脈
の 北 側 に 位 置 し 、平 均 海 抜 は 2 0 0 0 m を 超 え る 。総 面 積 5 5 , 3 0 0 平 方 キ
ロ で 森 林 が 1 5 . 7％ 、草 原 が 7 5％ 、畑 が 1 . 5％ で あ る 。ア ル ハ ン ガ イ
県 の 総 人 口 は 約 9 万 3 , 0 0 0 で 、 県 中 心 部 の 県 都 ツ ェ ツ ェ ル レ グ で 約
1 万 8 , 0 0 0 と 、 モ ン ゴ ル 全 体 の 1 6％ を 占 め て い る （ モ ン ゴ ル 国 家 総
計 局  2 0 1 1）。 ア ル ハ ン ガ イ 県 は 、 1 9 2 3 年 に ツ ェ ツ ェ レ レ グ ・ マ ン
ダ ル ・ オ ー ル 県 と し て 制 定 さ れ 、 1 9 3 1 年 か ら ア ル ハ ン ガ イ 県 と 改 称
さ れ た 地 域 で あ り 、 県 内 に は 1 9 の ソ ム 、 9 9 の バ グ が あ る 。  
ア ル ハ ン ガ イ 県 は 酪 農 が 盛 ん で 、 モ ン ゴ ル 国 で 最 も 美 し い 地 域 と
い わ れ る 。 ア ル ハ ン ガ イ 県 に は 豊 富 な 、 魚 が 生 息 す る タ ミ リ ー ン ゴ
ル 川 、 火 山 や 火 山 湖 、 ま た 広 範 な 森 林 、 ヤ ク が 生 育 す る 草 原 な ど 目
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を 見 張 る よ う な 景 色 が 広 が っ て い る 。 古 代 の 王 国 の 遺 跡 も い く つ か
あ り 、 モ ン ゴ ル で も 主 要 な 観 光 地 と 言 え る 。 そ の 1 つ は 、 ハ ル バ ル
ガ ス の 北 東 2 0 ㎞ の モ ン ゴ ル 帝 国 の 前 の ト ル コ 人 の 碑 で あ る 。こ れ ら
は 古 代 文 字 と 中 国 文 字 で 碑 文 が 刻 ま れ た 3ｍ の 高 さ の も の で 紀 元
7 3 2 年 に 建 立 さ れ て い る 。ア ラ ハ ン ガ イ 県 に 住 ん で い る 主 な 部 族 は 、
ハ イ ハ 族 と ウ ル ド 族 で あ る 。  
こ の 県 は 山 や 平 野 が 多 く 、 海 抜 平 均 高 度 は 2 , 4 1 4ｍ 、 最 高 地 点 は
万 年 雪 で 覆 わ れ た ハ ラ ラ グ タ イ の 頂 き が 3 , 5 3 9ｍ 、 最 低 地 点 は オ ル
ホ ン 河 と タ ミ ル 河 の 合 流 地 点 1 , 2 9 0ｍ で あ る 。 ハ ン ガ イ の 北 側 を 意
味 す る 通 り 、 ア ル ハ ン ガ イ の 殆 ど の 部 分 は 、 ハ ン ガ イ 山 脈 の 北 の 斜
面 に 位 置 し て い る 。 ハ ン ガ イ 山 脈 は 、 ア ル ハ ン ガ イ 県 の 西 部 か ら 南
部 へ 約 7 0 0 k m、 オ ト ゴ ン ・ テ ン ゲ ル 山 （ 4 , 0 2 1ｍ ） を 擁 す る 大 き な 山
脈 で あ る 。 こ の 山 脈 は モ ン ゴ ル 第 二 の 高 さ が あ り 、 ハ ン ガ イ 山 、 ノ
ヨ ン ハ ン ガ イ お よ び タ ル バ ガ タ イ ン 山 国 立 公 園 と し て 保 護 さ れ て い
る 。 ま た 、 火 山 爆 発 の 跡 で あ る 美 し い ホ ル ゴ 、 渡 り 鳥 の 聖 地 で あ り
ラ ム サ ー ル 条 約 に 登 録 さ れ る テ ル ヒ ー ン ツ ァ ガ ン ノ ー ル 湖 や ウ ギ ･
ノ ー ル 湖 、 山 に 挟 ま れ た 広 大 な 草 原 が 広 が る （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観
光 省 、 2 0 0 9）。  
ア ラ ハ ン ガ イ 県 の 野 生 動 物 に は 、野 羊 、野 ヤ ギ 、山 猫 、野 生 ジ カ 、
野 生 ブ タ 、オ オ カ ミ 、キ ツ ネ 、リ ス 、タ ラ バ ガ ン 、野 ウ サ ギ な ど が 、
鳥 類 に は 、 七 面 鳥 、 ハ ゲ ワ シ 、 ワ シ （ 、 ハ ク チ ョ ウ 、 コ ン ド ル 、 フ
ク ロ ウ 、 オ オ タ カ 、 ラ イ チ ョ ウ 、 キ ツ ツ キ な ど 約 3 0 0 種 類 が 、 河 川
や 湖 沼 に は 、多 く の モ ン ゴ ル 固 有 種 を 含 む 4 0 種 類 程 度 の 魚 類 が 生 息
し て い る 。樹 木 は 、ス ギ 、シ ラ カ バ 、ハ ル モ ド 、ニ レ ノ キ 、ポ プ ラ 、
ヤ ナ ギ 、サ ク ラ の 一 種（ ヤ ラ ガ イ ）な ど の 5 0 種 類 以 上 が 、果 実 は ブ
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ル ー ベ リ ー 、 グ ズ ベ リ ー 、 ク ラ ン ベ リ ー 、 松 の み 等 々 が 自 生 し て い
る （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 、 2 0 0 9）。  
ア ル ハ ン ガ イ 県 に は 、 モ ン ゴ ル の 古 都 カ ラ コ ル ム が あ る 。 カ ラ コ
ル ム は 、モ ン ゴ ル 高 原 中 央 部 の ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら 西 へ 約 4 4 0 k m、
ア ル ハ ン ガ イ 県 の オ ル ホ ン 河 畔 に 位 置 す る 。 カ ラ コ ル ム は 、 チ ン ギ
ス ハ ー ン の 息 子 オ ゴ デ イ ハ ー ン に よ っ て 1 2 3 5 年 に 建 都 さ れ た 。仏 教
や イ ス ラ ム 教 、 キ リ ス ト 教 が 共 存 す る だ け で な く 、 モ ン ゴ ル 民 族 以
外 に も 、 ヨ ー ロ ッ パ な ど の 複 数 の 民 族 が 同 居 す る 国 際 的 な 都 市 に ま
で 発 展 し て い た 。 現 存 し て い る カ ラ コ ル ム の 代 表 的 な 遺 跡 は チ ベ ッ
ト 仏 教 寺 院 エ ル デ ニ ゾ ー で あ り 、2 0 0 4 年 に 文 化 的 景 観 と し て 世 界 遺
産 に 登 録 さ れ た 。 1 0 8 個 の 白 い 仏 塔 で 囲 ま れ 、 4 0 0 m 四 方 の 敷 地 の 中
に 建 設 さ れ て い る （ 写 真 2 2）。  
ア ル ハ ン ガ イ 県 は 、 馬 乳 酒 で 知 ら れ る 地 域 も あ り 、 牧 畜 景 観 が 広
が っ て い る 。 そ の 典 型 は カ ラ コ ル ム か ら 北 へ 約 7 0  k m の 地 点 の ウ ギ
ー 湖 周 辺 に あ る（ 写 真 2 3）。ウ ギ ー 湖 の 面 積 は 、2 5 k m 2 の 面 積 を も ち 、
長 さ 7 . 4 k m、 幅 が 5 . 3 k m、 平 均 深 度 1 5 . 3ｍ 、 容 量 が 0 . 1 7 1 k m 2 で 、 1 4
種 類 の 魚 が 生 息 し 、 ハ ク チ ョ ウ や ア ネ ハ ヅ ル 、 タ ン チ ョ ウ ヅ ル な ど
の 1 0 6 種 類 の 鳥 が 生 息 す る 。生 息 す る 鳥 の う ち 8 7％ は 渡 り 鳥 で あ り 、
渡 り 鳥 の 中 継 地 と し て ラ ム サ ー ル 条 約（ 1 9 7 1 年 ）に も 登 録 さ れ た（ ウ
ギ ー 湖 に お け る エ コ シ ス テ ム を 保 護 す る プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 調 査 報 告
書  2 0 0 7）。ウ ギ ー 湖 の 水 資 源 と そ の 周 辺 の 栄 養 豊 富 な 草 を 餌 と す る
家 畜 は よ く 育 つ た め 、 遊 牧 民 が 夏 営 地 と し て 過 ご す 場 所 と な っ て い
る （ 写 真 2 4）。  
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4 . 3  ア ル ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 郡 に お け る 観 光 資 源 と し て の 遊 牧 文 化  
 ア ル ハ ン ガ イ 県 の 中 心 に 位 置 す る ツ ェ ツ ェ ル レ グ 市 か ら 約 1 0 0 k m
の 地 点 に ウ ギ ー ・ ノ ー ル 郡 が あ る 。 2 0 1 0 年 現 在 、 ウ ギ ー ・ ノ ー ル 郡
の 総 人 口 は 約 3 千 で 世 帯 数 が 8 3 6 世 帯 で あ る 。家 畜 数 は 、1 6 万 3 3 1 3
頭 で 、 主 な 五 種 類 の 家 畜 の 内 訳 は 、 ラ ク ダ （ 3 5 2 頭 ）、 馬 （ 1 2 万 6 9 0
頭 ）、 牛 （ 1 0 , 0 9 6 頭 ）、 羊 （ 7 万 8 , 0 9 3 頭 ）、 山 羊 （ 6 万 頭 ） と な っ て
い る（ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 省  2 0 1 0）。こ の 地 域 は 、ハ ン ガ イ 山 脈 中 の
海 抜 1 , 7 0 0 か ら 2 , 0 4 0 m の 高 地 に 位 置 し 、地 形 は 山 が ち で あ り 、面 積
の 8 2％ を 草 原 が 、 1 4％ を カ ラ マ ツ な ど の 森 林 が 占 め る（ モ ン ゴ ル 総
計 局 2 0 1 2 年 ）。 気 候 は 、 最 も 寒 い 1 月 の 平 均 気 温 は 約 - 2 0℃ で あ り 、
最 も 暖 か い 7 月 の 平 均 気 温 は 約 1 7℃ で あ る 。年 間 の 平 均 降 水 量 は 約
4 0 0 m m で 夏 に 集 中 す る （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 2 0 1 0 年 ）。  
 ウ ギ ー 郡 の ホ ト ・ ア イ ル 共 同 体 は 、 牧 民 運 動 団 結 と い え 、 そ の 規
模 は 平 均 3 家 族 か ら 5 家 族 、多 く て 1 0 家 族 で あ る 。近 隣 の ホ ト・ア
イ ル 共 同 体 と は 1 0 k m も 離 れ て い る 。し か し 、羊 や ヤ ギ の 搾 乳 す る 時
期 に 2、 3 の 近 隣 ホ ト ・ ア イ ル 共 同 体 が 、 共 同 で そ の 仕 事 に 当 た る 。 
モ ン ゴ ル に お け る 放 牧 の 仕 方 は 、 半 集 約 と 集 約 的 方 式 と ２ つ に 分
け る こ と が で き る 。 半 集 約 方 式 は 春 か ら 夏 に か け て 放 牧 す る 方 式 で
あ る が 、 集 約 的 方 式 は 一 年 中 放 牧 し な い で 舎 飼 い す る 方 式 で あ る 。
1 9 6 0 年 代 以 降 、都 市 住 民 へ の 畜 産 物 の 安 定 供 給 を 目 的 と し て 国 営 農
場 方 式 に よ る 大 規 模 な 集 約 的 畜 産 農 場 が 設 立 さ れ た 。 し か し 、 1 9 9 0
年 以 降 は 国 有 財 産 の 私 有 化 と 国 営 農 場 の 民 営 化 に と も な い 、 そ こ で
飼 養 さ れ て い た 家 畜 が 個 人 農 家 に 配 分 さ れ た 。 現 在 の モ ン ゴ ル の 酪
農 は 、 半 集 約 的 方 式 を 中 心 に 行 わ れ て い る 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の ウ ギ
ー 郡 東 部 に 位 置 す る ウ ギ ー 湖 の 遊 牧 民 は 、 四 季 を 通 じ て 移 動 循 環 す
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る 半 集 約 的 方 式 で 家 畜 を 飼 育 す る 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の 草 原 は 草 生 量
が 少 な い た め 、 ウ ギ ー 湖 周 辺 の 草 地 を 放 牧 用 地 と し て 重 点 的 に 利 用
し て い る （ 図 1 6）。 ま た 、 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 、 山 羊 、 羊 、 牛 、 ラ
ク ダ 、 馬 を 総 称 す る 言 葉 と し て タ ワ ン ・ ホ シ ョ ー （ 5 畜 ） と 言 っ て
い る が 、 そ れ ぞ れ に 生 態 上 の 制 約 が あ っ て 、 こ れ ら を 1 つ に ま と め
て 放 牧 す る こ と が で き な い 。 そ の た め 家 畜 の 種 類 に よ っ て 放 牧 地 も
異 な っ て い る 。  
以 下 の 内 容 は ア ラ ハ ン ガ イ 県 ウ ギ ー 郡 で 実 施 し た 現 地 調 査 に よ り
ま と め た も の で あ る 。  
ラ ク ダ は 5 畜 の 一 種 と し て 遊 牧 民 の 歴 史 の 中 で 重 要 な 役 割 を 果 た
し て 来 た 。 特 に 、 ゴ ビ や 砂 漠 に 住 む 遊 牧 民 の 生 活 に 欠 か す こ と の で
き な い 家 畜 で あ る 。ラ ク ダ の １ 頭 か ら 、平 均 ６ k g の 毛 が 取 れ る 。1 0 k g
以 上 の 毛 が 取 れ る ラ ク ダ の 種 も い る 。 ゴ ビ 地 域 で は 、 牛 の 代 わ り に
ラ ク ダ が 乳 を 提 供 し 、 そ れ を 様 々 な 乳 製 品 に 加 工 し 利 用 し て い る 。
含 有 物 の 点 で は 山 羊 の 乳 と 変 わ ら な い と い う 。 ま た 、 ラ ク ダ の 体 重
は 平 均 4 8 0 k g で あ る 。 ら く だ の 特 徴 は 、 放 牧 地 で 草 を 噛 む 時 間 が 他
の ５ 畜 よ り 短 い 。馬 の 場 合 は 、１ 日 に 7 0％ の 草 を は む の に 対 し 、ラ
ク ダ は 3 5％ 、 8 時 間 で 食 べ 終 わ る 。 ラ ク ダ は 余 分 の エ ネ ル ギ ー を 消
費 せ ず 節 約 す る 特 徴 を も っ て い る か ら で あ る 。 そ の た め 、 ラ ク ダ は
ゴ ビ や ゴ ビ ス テ ッ プ の よ う に 草 の 植 え な い と こ ろ で も 適 応 し て 生 き
て 行 け る 家 畜 で あ る 。 ラ ク ダ の 最 適 地 は ウ ム ヌ ゴ ビ 県 に 一 致 す る 。
こ の 地 域 で は 、 自 然 の 条 件 か ら 他 の 家 畜 を 飼 う こ と が 難 し い た め 、
ラ ク ダ の 価 値 が 高 い 。 し か し 、 近 代 化 の 波 、 自 動 車 の 普 及 に よ る 利
用 数 が 減 っ た が 、 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の ウ ギ ー 郡 で は 、 ラ ク ダ を 交 通 や
輪 送 手 段 と 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 観 光 資 源 の 家 畜 と し て 飼 わ れ て い る 。
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そ の 理 由 は 、外 国 人 観 光 者 の 中 で ラ ク ダ の 人 気 も あ り 、搾 乳 期 間 も 、
1 5 か ら 1 6 か 月 と 長 く 、平 均 1 6 0 ℓの 乳 が 出 る こ と に あ る 。そ の た め 、
観 光 客 の た め の 乳 搾 り 体 験 や ラ ク ダ に 乗 っ て 体 験 す る こ と が プ ロ グ
ラ ム に 入 っ て い る 。写 真 2 5 は 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 観 光 客 が ウ ギ ー 湖
周 辺 の 遊 牧 民 訪 問 の 際 に ラ ク ダ を 体 験 し て い る 様 子 を 示 し て い る 。  
馬 は 肉 や 乳 、 革 を 提 供 し 、 輪 送 手 段 、 ま た は モ ン ゴ ル 人 の 友 と な
る 重 要 な 家 畜 で あ る 。馬 肉 に は 、タ ン パ ク 質 が 平 均 2 0％ と 多 く 、ミ
ネ ラ ル や 塩 分 が 豊 富 で あ る た め 遊 牧 民 は 冬 期 に 食 料 と し て 利 用 す る 。
馬 の 利 用 法 に は 地 域 に よ る 違 い が み ら れ る 。 ボ ル ガ ン 県 、 中 央 県 、
ア ラ ハ ン ガ イ 県 、 ウ ブ ル ハ ン ガ イ 県 、 ド ル ノ ゴ ビ 県 、 ド ン ド ゴ ビ 県
で は 、 モ ン ゴ ル の 中 で 特 に 、 馬 乳 酒 が 美 味 し い 地 方 と し て 知 ら れ て
お り 、 馬 乳 酒 の 製 造 に 力 を 入 れ て い る 。 ま た 、 ヘ ン テ イ ー 、 ド ン ド
ゴ ビ 、 ウ ブ ル ハ ン ガ イ 県 の 郡 で は 競 走 馬 の 育 成 に 力 を 入 れ て い る 。  
ア ラ ハ ン ガ イ 県 の ウ ギ ー 郡 に 位 置 す る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 夏 の 時
期 に お い し い 馬 乳 酒 を 飲 む た め に 都 市 か ら モ ン ゴ ル 人 の 観 光 者 が 多
く 訪 れ る 。 上 述 べ た よ う に ア ラ ハ ン ガ イ 県 は 馬 乳 酒 で 知 ら れ て い る
か ら で あ る 。 ま た 、 馬 乳 酒 は 生 産 地 で 飲 ま な い と 味 が 変 わ る の で 、
現 地 に 行 っ て 飲 む し か 方 法 は な い 。 そ の た め 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ は
何 百 リ ッ ト ル も の 馬 乳 酒 を 周 辺 の 遊 牧 民 た ち と 協 力 し て 用 意 し 、 観
光 客 を 待 っ て い る 。 モ ン ゴ ル 人 の 男 性 の 場 合 、 馬 乳 酒 が 生 産 さ れ る
時 期 に 1 日 で 平 均 1 0 ℓも 飲 む 。 な ぜ な ら 、 馬 乳 は 栄 養 価 が 高 く 牛 乳
の 1 0 倍 の ビ タ ミ ン C を 含 ん で い る か ら で あ る 。 馬 １ 頭 か ら 、 平 均
7 0 ℓの 乳 が 搾 ら れ る 。こ の 乳 で 発 酵 さ せ た 馬 乳 酒 は 薬 と し て 、夏 の 重
要 な 飲 料 水 の 代 用 と し て だ け で は な く 、 遊 牧 民 の 生 活 や 小 型 ゲ ル キ
ャ ン プ に 欠 か す こ と の で き な い 観 光 資 源 に な っ て い る 。  
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 羊 と 山 羊 は 衣 食 住 の す べ て を 満 た す 、 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 の 生 活 手
段 と な っ て い る 資 源 で あ る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ で は 、 外 国 人 観 光 客
に 乳 搾 り の 体 験 と し て 利 用 さ れ て い る （ 写 真 2 6）。 理 由 は 、 大 型 家
畜 よ り 安 全 に 乳 搾 り の 体 験 が で き る か ら で あ る （ 写 真 2 7）。 ま た 、
搾 っ た 乳 で 乳 製 品 を 作 っ て も ら っ た り 、 羊 肉 で モ ン ゴ ル の 伝 統 的 な
料 理 を 作 っ て あ げ る な ど 観 光 資 源 と し て 利 用 さ れ て い る（ 写 真 2 8）。 
 
4 . 4  小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お け る 設 備 ・ 調 度 品  
ア ラ ハ ン ガ イ 県 ウ ギ ー 郡 に お け る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で 宿 泊 施 設
と し て 提 供 さ れ る ゲ ル は 元 来 遊 牧 民 の 移 動 生 活 に 適 し て い る も の を
使 用 し て い る 。 そ の た め 、 持 ち 運 び し や す い 軽 量 の ベ ッ ド や テ ー ブ
ル な ど の 家 具 を 基 本 的 設 備 と し て 備 え て い る （ 写 真 2 9）。 移 動 式 で
は な い 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お い て は 当 た り 前 の 設 備 で あ る エ ア コ
ン 、 テ レ ビ 、 冷 蔵 庫 と い っ た 比 較 的 高 級 な も の は 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ
場 の ゲ ル に は 設 置 さ れ て い な い（ 写 真 3 0）。柱（ バ ガ ナ ）、屋 根 棒（ オ
ニ ）、床（ シ ャ ル ）と ゲ ル を 覆 う フ ェ ル ト 、縄 と 撚 り 紐 で で き て い る 。
遊 牧 民 は 本 来 的 に 床 の 上 に ゲ ル を 建 て る の で は な く 土 の 上 に 建 て る
習 慣 が あ っ た 。 こ れ は 家 畜 の 子 を ゲ ル の 中 に 入 れ る こ と に 関 係 が あ
る (し て い る )。 し か し ゲ ル キ ャ ン プ 場 の ゲ ル は 観 光 客 に 快 適 に 過 ご
し て も ら う た め 、木 製 製 の 床 を 敷 い て い る 。写 真 3 1 に で は 、遊 牧 民
は 夏 営 地 に ゲ ル を 立 て る 時 に 、 床 を 敷 か な い こ と が わ か る 。 そ の 理
由 は 、 床 は 重 く 持 ち 運 び に く い か ら で あ る 。 床 な ど 大 き い 家 具 な ど
を は 、 冬 営 地 に 置 い て 移 動 す る の が 一 般 的 で あ る 。  
小 型 ゲ ル キ ャ ン プ を 組 み 立 て 時 間 は 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 内 に 設 置 さ
れ て い る ゲ ル の 棟 数 に よ っ て 異 こ と な る 。1 0 棟 が を 設 置 す る 場 合 は 、
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ベ ッ ト や テ ー ブ ル の 組 み 立 て 時 間 を 含 め て 1 日 ほ ど か か る 。 １ 棟 の
ゲ ル を 組 み 立 て る に は 、 5 人 で 約 １ 時 間 、 分 解 に も 同 様 の 時 間 を 必
要 と す る 。 荷 ほ ど き し た ら 、 ハ ナ と 呼 ば れ る 析 り た た み 式 の 壁 を 取
り 出 し 、１ つ ず つ 円 を 描 く よ う に し て 広 げ て 紐 で 繋 ぎ 合 わ せ て い く 。
ゲ ル の 大 き さ は こ の ハ ン ナ の 枚 数 で 決 ま る 。 遊 牧 民 地 内 に ハ ナ を 繋
い で 建 て る 場 所 が 決 定 し た ら 、そ の 中 心 に ト ー ノ と い う 天 窓 を 置 き 、
ド ア か ら 入 れ る こ と の で き な い ベ ッ ド や テ ー ブ ル な ど の 大 き な 道 具
も 予 め 入 れ て お く 。  
そ し て 遊 牧 民 の 習 慣 と 同 じ よ う に 南 の 方 角 が 入 口 と な る よ う 壁 に
を 繋 ぎ 合 わ せ 扉 を 取 り 付 け る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 一 般 的 な ゲ ル は
五 枚 の ハ ン ナ か ら な り 、 室 内 の 直 径 は 約 8 メ ー ト ル に な る 。 扉 を 取
り 付 け て 壁 が 出 来 た ら 、 一 人 が バ ガ ナ と い う 二 本 の 柱 で 天 窓 を 持 ち
上 げ 、 オ ニ と 呼 ば れ る 屋 根 棒 を 天 窓 の 穴 に 差 し 、 ゲ ル の 四 隅 か ら 壁
に 取 り 付 け て い く 。こ の 時 、天 窓 の 四 隅 か ら も 壁 に 紐 を 結 ん で お く 。
屋 根 棒 の 末 端 に あ る ザ ガ ラ ダ ガ と 呼 ぶ 輪 っ か を ハ ナ の 上 端 に か け て
屋 根 と 壁 の 骨 組 を 完 成 さ せ て い く 。扉 の 枠 に 固 定 さ れ た 二 本 の 紐 が 、
壁 の 骨 組 み を 圧 迫 す る よ う に し て 張 り を 出 さ せ る 。 こ の 時 、 天 窓 か
ら 壁 に 結 ん で あ っ た 紐 で 屋 根 の 傾 き な ど を 修 正 し て お く 。 内 で 天 窓
を 支 え て い た 人 は 扉 か ら 出 て 外 を 手 伝 う 。  
ゲ ル の 骨 組 が 完 成 し た ら 室 内 の 内 側 に 布 を 被 せ て い く 。 そ の 布 の
外 側 か ら フ ェ ル ト を 被 せ て い く の だ が 、 布 を 必 要 と し な け れ ば 直 接
フ ェ ル ト を 被 せ て い く こ と も あ る 。 天 窓 か ら 手 で 引 っ 張 っ て 屋 根 や
壁 に か け た 布 は 、 屋 根 に 被 さ る よ う に し て ハ ナ に 結 ん で い く 。 そ し
て フ ェ ル ト を 被 せ て 保 温 が で き る よ う に 工 夫 す る の で あ る 。 壁 に か
け る フ ェ ル ト に も 紐 で 結 ん で い く 。 ゲ ル に は 紐 を よ く 用 い 、 服 の よ
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う に 重 ね て 保 温 に つ と め る の で あ る 。  
フ ェ ル ト を 被 せ 終 え た ら ゲ ル を 1 つ に 包 む ガ ド ー ル ブ レ ー ス と 呼
ば れ る 布 を 被 せ 、 三 本 の 紐 で 壁 の 外 側 を 固 定 す る 。 天 窓 に は ウ ル フ
と 呼 ば れ る 布 を お お い 、 半 分 折 り 返 し て 明 か り を 入 れ る 。 ま た 営 業
が 始 ま れ ば ス ト ー ブ を 設 置 し て 、 天 窓 か ら 煙 突 を 出 す 。 中 央 に ス ト
ー ブ が 置 か れ 、そ の 手 前 に 家 畜 の 糞 や 薪 の 入 っ た 燃 料 箱 が 置 か れ る 。
鏡 や 棚 な ど は 壁 に 沿 っ て 置 か れ て い く 。  
小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ に お け る 観 光 資 源 と し て ま ず 、 ① モ ン ゴ ル の
自 然 (草 原 、 砂 漠 )や 遊 牧 民 の 文 化 、 乗 馬 、 ラ ク ダ 乗 り 、 遊 牧 民 ゲ ル
の 訪 問 、 ナ ー ダ ム 祭 、 馬 乳 酒 、 ヨ ー グ ル ト な ど ） を テ ー マ に し た ツ
ア ー が 多 い 。 ② 先 進 国 と な る 欧 米 、 日 本 か ら の グ ル ー プ ツ ア ー が 多
い 。 グ ル ー プ ツ ア ー で は 遊 牧 民 地 へ の 訪 問 、 乗 馬 な ど の 活 動 が あ ら
か じ め プ ロ グ ラ ム と し て 設 定 さ れ て い る 。③ ゲ ル キ ャ ン プ で の 乗 馬 、
ハ ン テ イ ン グ 、 釣 り な ど を 目 的 に 来 訪 す る リ ピ ー タ ー の 個 人 旅 行 者
が 多 い 。 ④ 自 然 や 文 化 に 関 す る 観 光 商 品 を 売 り も の に し た ツ ア ー プ
ロ グ ラ ム が 多 い 。 観 光 目 的 を 決 め て プ ロ グ ラ ム を つ く り 、 説 明 を 行
う ツ ア ー に な っ て い る 。 ⑤ 観 光 振 興 と 自 然 保 護 を 結 び つ け る 仕 組 み
が 充 実 し て い る 。 つ ま り 、 地 域 社 会 や ゲ ル キ ャ ン プ 経 営 者 は 自 然 保
護 に 取 り 組 ん で お り 、 観 光 振 興 と 組 み 合 わ せ た 仕 組 み 作 り を 実 現 し
て い る 。  
 
4 . 5 遊 牧 民 の 活 動 の 季 節 的 変 化 に お け る ゲ ル キ ャ ン プ の 運 用  
モ ン ゴ ル の 自 然 環 境 は 季 節 性 が 強 く 、 遊 牧 民 は こ れ を 、 春 、 夏 、
秋 、冬 と い う 四 つ の 季 節 と し て 区 分 し て い る こ と を 第 2 章 で 述 べ た 。
こ こ で は 各 季 節 の ウ ギ ー 湖 周 辺 の 放 牧 環 境 と ゲ ル キ ャ ン プ と の 関 わ
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り に つ い て 検 討 す る 。 ウ ギ ー 湖 周 近 に 位 置 す る 遊 牧 民 は 、 年 間 ３ ～
４ 回 移 動 を 行 っ て い る 。ゲ ル や 家 畜 囲 い を 解 体 し て ト ラ ッ ク に 載 せ 、
新 し く 設 置 す る 場 所 に 移 り 、 そ こ で こ れ ら を 組 み 立 て る 。 遊 牧 民 の
移 動 回 数 は 、 世 帯 の も つ 家 畜 の 頭 数 に よ り 異 な る が 、 季 節 の 変 わ り
目 に 当 た る 時 期 に 移 動 す る 。 ウ ギ ー 湖 周 辺 に お け る 放 牧 地 や 家 畜 の
群 れ を 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ と 協 力 す る ダ ラ イ さ ん の 世 帯 を 事 例 に 示 す 。
図 1 6 で は 、放 牧 に 際 し て は 、羊 や 山 羊 の 群 れ 、牛 、馬 は 、そ れ ぞ れ
移 動 速 度 や 採 食 リ ズ ム が 異 な る た め 、 各 家 畜 の 放 牧 地 が 別 々 に 管 理
さ れ て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 家 畜 の 群 れ の 分 け 方 は １ 日 の 中 で
も 搾 乳 の 前 後 な ど で 異 な る 。 夏 営 地 で は 、 新 生 仔 や 母 畜 の 一 部 が 、
区 別 し て 管 理 さ れ る 。 子 牛 は 、 生 後 数 日 間 、 放 牧 地 に 出 さ れ ず 遊 牧
民 の 設 置 し た 夏 営 地 と 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の あ い だ の 囲 い の 中 に と め
お か れ る 。 な ぜ な ら 、 狼 の 襲 撃 と 寒 さ か ら 守 る た め 、 ま た 、 母 を 夏
営 地 に 連 れ 戻 す た め の お と り と し て 利 用 す る か ら で あ る 。 加 え て 、
勝 手 に 哺 乳 す る こ と を 防 い で 搾 乳 量 を 確 保 す る た め で あ る 。  
冬 営 地 は 山 中 の 南 斜 面 に 選 定 さ れ る 。 冬 営 地 で は 従 来 の 農 場 で 一
般 的 に 用 い ら れ る よ う に な っ た 大 規 模 な 固 定 畜 舎 は な く 、 冷 た い 北
風 か ら 家 畜 を 守 る た め に 畜 糞 で 固 め ら れ た フ ル ゼ ン と い う 木 材 と 石
状 の も の を 積 み 上 げ て 囲 っ た 家 畜 置 場 が あ る 程 度 で あ る 。 冬 営 地 か
ら 3～ 5 k m 離 れ て い る 場 所 に 位 置 す る ウ ギ ー 湖 の 草 地 に 夏 営 地 が 設
置 さ れ て い る 。 冬 営 地 と 夏 営 地 の 途 中 に 春 営 地 を 設 置 し 、 夏 営 地 か
ら 冬 営 地 に 戻 る 途 中 に 再 び 秋 営 地 と し て 利 用 す る こ と も あ る 。 こ の
よ う な 冬 営 地 － 春 営 地 － 夏 営 地 － 秋 営 地 の 遊 牧 循 環 を 毎 年 く り か え
し て い る 。 ウ ギ ー 湖 の 遊 牧 民 は 1 0 月 に な る と 夏 営 地 の 湖 か ら 離 れ 、
山 中 の 冬 営 地 に 移 動 す る 。 遊 牧 民 た ち は 家 畜 置 場 の 防 風 壁 を 設 置 し
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た り 、 燃 料 と な る 畜 糞 や 薪 を 運 び 入 れ た り 越 冬 の 準 備 を す る 。 家 畜
置 場 が あ る 遊 牧 民 地 の サ イ ト を モ ン ゴ ル 人 は 「 ホ ト 」 と い い 、 こ の
ホ ト を 囲 む よ う に し て フ ェ ル ト を 2 枚 以 上 重 ね た 冬 用 の ゲ ル を 配 置
す る 。 冬 営 地 で は 羊 と 山 羊 の 全 個 体 が 1 群 と し て 放 牧 さ れ る 。 冬 期
に は 、 ゲ ル キ ャ ン プ は 解 体 さ れ 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 保 管 さ せ て い る
夏 営 地 を 遊 牧 民 が 管 理 す る 以 外 は ほ と ん ど 関 わ っ て い な い 。  
そ し て 4 月 初 め に 春 営 地 に 移 動 す る 。 5 月 に 入 る と 馬 、 牛 、 ラ ク
ダ の 子 が 次 々 と 生 ま れ て く る 。 子 牛 は 春 営 地 か ら 遠 く 離 れ た 放 牧 地
で 生 ま れ て 、 母 や ほ か の 群 れ と 一 緒 に 行 動 す る 。 ウ ギ ー 郡 の 遊 牧 民
は 、 馬 を 数 日 間 、 春 営 地 に 戻 さ な い で 自 由 に 遊 動 さ せ る た め 、 馬 の
子 の 誕 生 に 気 づ か な い こ と が あ る 。 ヤ ギ の 毛 を 刈 る 作 業 も 同 時 に 行
わ れ る 。  
こ の 時 期 に 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 が ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら 訪
れ 、 ゲ ル キ ャ ン プ を 設 置 す る 場 所 を 遊 牧 民 と 一 緒 に 話 し 合 っ た 上 で
決 め 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 組 立 作 業 が 行 わ れ る 。 ま た 、 外 国 か ら ゲ ル キ
ャ ン プ を 体 験 し に く る 観 光 客 の 数 や ス ケ ジ ュ ー ル 、 体 験 プ ロ グ ラ ム
に つ い て 話 し 合 う 。 寒 い 冬 を 越 し た 馬 や 家 畜 の 様 子 を み て 、 乗 馬 に
利 用 す る 馬 と ゲ ル キ ャ ン プ に 訪 れ る 観 光 客 の 数 を 合 わ せ て 、 冬 越 し
に 疲 れ た 細 い 馬 を 乗 馬 に 利 用 せ ず 他 の 遊 牧 民 の 馬 を 利 用 す る な ど 遊
牧 民 の 間 で 話 し 合 っ て 決 め る な ど 、 ゲ ル キ ャ ン プ を 経 営 す る 人 に と
っ て 大 切 な 時 期 に な っ て い る 。  
6 月 に な る と 夏 営 地 に 移 動 す る 。 夏 営 地 で は 、 子 羊 や 子 ヤ ギ と 子
牛 が ゲ ル キ ャ ン プ 周 辺 で 草 を 食 べ る よ う に な る 頃 、 羊 や ヤ ギ の 搾 乳
が 始 ま り 、 羊 と ヤ ギ の 子 は ゲ ル キ ャ ン プ 周 辺 で 、 母 は 離 れ た 場 所 で
放 牧 さ れ る 。 さ ら に 6 月 か ら 7 月 は じ め に か け て 、 羊 毛 を 刈 り 取 る
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作 業 が 始 ま り 、 8 月 は じ め ご ろ に は 終 わ り 、 フ ェ ル ト 作 り が は じ ま
る 。 7 月 か ら 9 月 ま で 乳 製 品 は 夏 営 地 で 加 工 さ れ 、 冬 季 用 に 保 存 さ
れ る こ と か ら 、 こ の 時 期 に ゲ ル キ ャ ン プ に 宿 泊 す る 観 光 客 に と っ て
モ ン ゴ ル の 食 文 化 を 体 験 で き る 絶 好 の チ ャ ン ス と な る 。 9 月 初 旬 は
秋 営 地 に 移 動 し 、 厳 し い 冬 に 備 え て 、 家 畜 に 体 力 を つ け る 作 業 を お
こ な っ た り 燃 料 用 の 畜 糞 を 集 め た り す る 忙 し い 時 期 で あ る 。1 0 月 か
ら 1 1 月 の 間 に 、 冬 営 地 に 移 動 し 、 厳 し い 冬 が 始 ま る 。  
地 方 に よ っ て は 、 冬 営 地 や 春 営 地 に 対 し て は 所 有 す る 証 明 証 が 交
付 さ れ て い る が 、 現 地 の 調 査 地 の ウ ギ ー 郡 で は 、 設 置 す る 場 所 に 対
す る 権 利 の 文 書 化 は 行 わ れ て い な か っ た 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 ウ ギ ー 郡
に お け る 季 節 ご と の 牧 地 利 用 と 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 実 態 を 明 ら か に
す る た め 2 0 1 0 年 の 夏 の 間 に ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行 っ た 。こ れ に よ っ て
各 家 畜 の ベ ー ス と な る 放 牧 地 の 分 布 と ゲ ル キ ャ ン プ の 土 地 利 用 を 正
確 に マ ッ ピ ン グ す る こ と が で き た（ 図 1 6）。こ の 図 1 6 か ら 遊 牧 民 地
と ゲ ル キ ャ ン プ の 分 布 、 そ れ 以 外 の 5 畜 の 放 牧 地 の 分 布 と 牧 地 利 用
に 大 き な 差 異 が あ る こ と が わ か る 。 夏 に は 、 遊 牧 民 た ち は ウ ギ ー 湖
の 平 野 部 に 集 中 し て 夏 営 地 を 設 置 す る 。 そ の 中 心 あ た り に ゲ ル キ ャ
ン プ が 設 置 さ れ て い る 。  
4 . 5 - 1  ゲ ル キ ャ ン プ の 営 業 期 間  
図 1 7 は 、 モ ン ゴ ル に お け る 観 光 シ ー ズ ン を 示 し て い る 。 図 1 7 に
よ れ ば 5 月 か ら 9 月 の 間 に 外 国 人 観 光 客 が モ ン ゴ ル を 訪 れ る シ ー ズ
ン に な っ て お り 、 特 に 7 月 に は 外 国 人 観 光 者 の 数 が 一 番 多 く 訪 れ て
い る こ と が わ か る 。 そ の た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 営 業 期 間 は 気 候 が 安
定 し て い る 5 月 上 旬 か ら 開 始 し 、 9 月 中 旬 に ゲ ル キ ャ ン プ の 解 体 事
業 に 入 る の が 一 般 に な っ て い る 。  
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以 下 の 内 容 は ア ラ ハ ン ガ イ 県 ウ ギ ー 郡 に お け る 現 地 調 査 よ り ま と
め る も の で あ る 。  
ゲ ル キ ャ ン プ の 作 業 は 大 き く ３ つ に 分 け ら れ る 。 ５ 月 上 旬 か ら ５
月 の 中 旬 ま で は ゲ ル キ ャ ン プ 組 み 立 て 作 業 、 ６ 月 か ら ９ 月 中 旬 ま で
は 本 格 的 に 観 光 客 を 受 け 入 れ 営 業 を 行 う 、 ９ 月 中 旬 か ら １ ０ 月 の 間
は 、 ゲ ル キ ャ ン プ 解 体 が 行 わ れ る （ 図 1 8）。 モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 は 、
日 常 的 生 活 用 品 を 手 に 入 れ る た め を 家 畜 と 製 品 を 物 々 交 換 す る た め 、
遠 く 、 都 心 部 の 人 に 畜 産 品 や 毛 皮 を 売 っ て 日 常 品 を 得 て い た 。 し か
し 、 ゲ ル キ ャ ン プ と 遊 牧 民 が 協 力 し て 営 業 を 行 う こ と に よ り 、 遠 く
へ 行 か ず に 、 肉 や 乳 製 品 を ゲ ル キ ャ ン プ に 提 供 す る よ う に な っ た 。
ま た 、 自 分 の 生 活 を 体 験 さ せ る こ と に よ り 、 利 益 を 得 る よ う に な っ
た 。  
ゲ ル キ ャ ン プ に お い て 遊 牧 民 は 、 夏 と 秋 は 通 常 の 場 合 、 家 畜 か ら
し ぼ っ た ミ ル ク を 原 料 と す る 自 家 製 の 乳 製 品 、 冬 と 春 は 家 畜 の 肉 に
依 存 し て い る 。図 1 8 で 示 し た よ う に 、 2 月 か ら 3 月 に は 羊 や 山 羊 の
出 産 が 始 ま り 牧 畜 の 作 業 が 本 格 的 に 始 ま る 。3～ 4 月 に 家 畜 の 出 産 が
終 わ る と ゲ ル キ ャ ン プ の 組 み 立 て 作 業 が 始 ま り 、 そ の 間 、 年 間 に 春
と 夏 に 2 度 の 毛 刈 り 、5 月 上 旬 に 子 牛 の 出 産 と 乳 搾 り 作 業 が 重 な る 。
ウ ギ ー 湖 の 遊 牧 民 は 、６ 月 か ら ９ 月 中 旬 ま で の シ ー ズ ン は 、乳 搾 り 、
馬 の 慣 ら し 、 乳 製 品 の 加 工 、 子 馬 の 出 産 、 フ ェ ル ト づ く り な ど の 作
業 が 重 な っ て お り 、 本 格 的 な 遊 牧 民 生 活 を 体 験 で き る 時 期 で あ る 。  
地 元 の 遊 牧 民 は 、 冬 期 に 肉 を 中 心 と し た 食 生 活 で 過 ご す た め 、 夏
営 地 で は 原 則 的 と し て 肉 を 食 べ な い 。 6 月 中 旬 は 馬 乳 酒 を 発 酵 さ せ
る 時 期 で あ る 。 モ ン ゴ ル 馬 の 乳 は 、 乳 糖 に 富 み 、 ア ル コ ー ル 醗 酵 に
よ り 馬 乳 酒 が で き る 。 馬 乳 酒 は ア ル コ ー ル 分 が 少 な く 、 ビ タ ミ ン 類
72 
 
を 豊 富 に 含 ん で い る 。 そ の た め 、 子 供 か ら 老 人 ま で が 食 事 代 わ り に
飲 む 。 モ ン ゴ ル ゲ ル の ド ア の す ぐ 左 側 の 壁 面 に フ フ ー ル （ 牛 革 製 の
袋 ）が つ る し て あ り（ 写 真 3 2）、こ の 中 に 馬 乳 酒 を 入 れ て 木 の 棒 で 2
日 間 か ら 3 日 間 攪 拌 す る と 馬 乳 酒 が 出 来 上 が る 。 遊 牧 民 は 、 生 乳 を
火 で 加 熱 濃 縮 し な が ら 、 表 面 に で き る 乳 川 を 1 c m 以 内 の 厚 さ に し て
ウ ル ム （ ク リ ー ム ） を 作 る 。 そ の ウ ル ム を 加 熱 し て シ ャ ラ ト ソ （ モ
ン ゴ ル バ タ ー ）を 作 る 。ま た 、生 乳 で タ ラ グ（ ヨ ー グ ル ト ）、ビ ャ ス
ラ グ （ 酸 凝 固 チ ー ズ ）、 ア ー ル ツ （ 軟 質 チ ー ズ ）、 ア ー ロ ー ル （ 硬 質
チ ー ズ ）、ツ ツ ギ ー（ 発 酵 ク リ ー ム ）な ど を 作 る ほ か 、馬 乳 酒 を 蒸 発
し て つ く る シ ミ ー ン ア ル ヒ （ 蒸 留 酒 ） を 作 る 。 こ の よ う に 夏 季 は 厳
し い 冬 を 乗 り こ え る た め に 乳 製 品 等 が 加 工 ・ 製 造 さ れ 、 食 料 を 備 蓄
す る 大 事 な 時 期 で あ る 。 ９ 月 中 旬 か ら １ ０ 月 の 間 は 、 ゲ ル キ ャ ン プ
解 体 が 行 わ れ る と 同 時 に 、 1 0 月 末 の 羊 の 交 尾 な ど 、夏 の わ ず か な 期
間 を 除 い て 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 と 遊 牧 民 の 冬 の 準 備 を 整 え る 忙 し
い 時 期 が 終 わ る 。  
4 . 5 - 2  ウ ギ ー 湖 周 辺 の ゲ ル キ ャ ン プ サ イ ト の 分 布 と 特 徴  
遊 牧 民 は 、 そ の 土 地 の 地 形 に み ら れ る さ ま ざ ま な 特 質 を 利 用 し な
が ら 四 季 を 通 じ て 移 動 循 環 す る こ と に よ っ て 家 畜 を 飼 育 し 、 放 牧 厚
を 可 能 な 限 り 小 さ く す る こ と に よ っ て 大 草 原 を そ の ま ま に 維 持 し て
い る 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の 遊 牧 民 は 四 節 ご と に 、 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 営 地
な ど の 定 期 的 に 訪 れ る 土 地 を も っ て い る こ と が 一 般 的 で 、 例 年 気 候
の 変 動 や 家 畜 の 頭 数 の 状 況 に あ わ せ な が ら 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 そ れ ぞ れ
の 営 地 を 決 ま っ た ル ー ト で 巡 回 し て い る 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の 草 原 牧
地 は 分 布 面 積 や 草 生 量 に お い て も 良 い 牧 地 で あ る 。 し か し 、 良 い 牧
地 の 条 件 は 、 草 生 量 だ け で は 決 ま ら な い 。 ウ ギ ー 湖 周 辺 は 、 春 早 く
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ヤ ラ グ イ が 咲 き 、 ア ギ が 出 芽 す る 牧 地 で あ る 。 夏 は 涼 し く 、 湖 や 牧
草 が 豊 か な 牧 地 。 秋 は 黄 変 し な い 草 が 散 在 す る 牧 地 。 冬 は 風 を 避 け
る 山 々 が あ り 、 乾 草 が 残 る 牧 地 に な っ て い る 。 ウ ギ ー 湖 周 辺 の 遊 牧
民 は 、季 節 や 天 候 の 微 細 な 変 化 を 感 じ 取 り 、牧 草 の 草 生 量 や 栄 養 分 、
地 形 、 湖 や 夏 営 地 と の 距 離 な ど 、 様 々 な 条 件 を 判 断 し 、 そ の 結 果 、
家 畜 が よ く 肥 え た 放 牧 地 を 選 び 家 畜 の 種 類 に 合 わ せ て 放 牧 さ せ る 。
地 元 住 民 の 遊 牧 民 が 夏 営 地 と し て 利 用 す る 地 域 に 小 規 模 の ゲ ル キ ャ
ン プ が 位 置 し て い る 。 ウ ギ ー 湖 に お け る ゲ ル キ ャ ン プ も 植 生 へ の 負
荷 に よ る 環 境 劣 化 や 地 元 住 民 へ の 影 響 を 避 け る た め 、 １ カ 所 に 長 年
と ど ま る こ と を せ ず 定 期 的 に 移 動 し て い る（ 図 1 9）。図 1 9 に よ る と 、
2 0 0 0 年 か ら 2 0 0 2 年 ま で ウ ブ ル ハ ン ガ イ 県 に 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 営
業 を 始 め 、そ の 後 2 0 0 3 年 に は 、ゲ ル キ ャ ン プ 場 を ア ラ ハ ン ガ イ 県 の
ツ ェ ツ ェ レ レ グ 市 の 近 郊 に 移 動 し 2 0 0 4 年 ま で ゲ ル キ ャ ン プ の 営 業
を 行 い 、2 0 0 5 年 か ら 現 在 ま で ア ラ ン ハ ン ガ イ 県 の ウ ギ ー 湖 周 辺 に ゲ
ル キ ャ ン プ 営 業 を 行 っ て い る 。 又 、 遊 牧 民 の 移 動 に よ っ て ウ ギ ー 湖
周 辺 に ３ 回 ほ ど ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 移 動 し た 位 置 を 図 1 9 で 示 し て い
る 。  
 
4 . 6  ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お け る 一 日 の 観 光 行 動  
表 6 で は 、 ゲ ル キ ャ ン プ で の 観 光 者 の 1 日 の 行 動 を 示 し て い る 。  
 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で は 地 域 の 地 元 住 民 と ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 が 協
議 し て 、 資 源 管 理 、 安 全 確 保 、 地 域 振 興 の た め の ル ー ル づ く り を 行
っ て い る 。 実 際 の 乗 馬 で は 常 に 危 険 が 伴 う も の で あ る 。 た と え 遊 牧
民 が 飼 い な ら し て い る 馬 で あ っ た と し て も ツ ア ー に 参 加 す る 観 光 客
に と っ て は 初 め て の 乗 馬 体 験 で あ る こ と も 多 い の で の で 、 鞍 が ゆ る
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ん だ り 、 馬 の 後 ろ を 通 る 際 に 蹴 飛 ば さ れ た り す る こ と が よ く あ り 、
最 悪 の 場 合 に は 骨 折 事 故 に 繋 が る こ と も 起 こ り 得 る 。 そ こ で 下 記 の
安 全 対 策 を 、遊 牧 民 と 通 訳 者 の 間 で 共 有 し て い る 。図 2 0 で は 乗 馬 を
体 験 す る 観 光 客 の た め に 3 つ の ル ー ト を 作 っ て い る 。 初 め て 乗 馬 を
体 験 す る 観 光 客 を ま ず 、 ゲ ル キ ャ ン プ 周 辺 を 回 る ル ー ト を つ く り 、
馬 を ゆ っ く り 歩 か せ な が ら 乗 っ て い る 観 光 客 を 馬 に 慣 ら さ せ る 。 こ
の 際 に 、 馬 を 乗 る 時 の こ つ を 教 え 、 左 右 に 曲 が る 際 に あ ぶ み を ど の
方 向 に 向 け る か な ど 馬 を 乗 る 方 法 を 教 え る 。 観 光 客 が あ る 程 度 、 馬
を 乗 れ る よ う に な っ た ら 遊 牧 民 の ガ イ ド が 馬 を 乗 っ て い る 観 光 客 か
ら 離 れ 、 用 意 し た 別 の 馬 で 観 光 客 の 後 ろ か ら 様 子 を 見 な が ら つ い て
行 く 。 観 光 客 が 馬 を 乗 れ る よ う に な っ た ら 、 ル ー ト 2 に 変 更 し 、 ゲ
ル キ ャ ン プ 場 か ら 離 れ た ル ー ト で 乗 馬 ツ ア に 参 加 さ せ な が ら ゆ っ く
り 走 る 。 観 光 客 が 乗 馬 ツ ア に 慣 れ て く る と 本 格 的 な ル ー ト 3 に し 、
長 距 離 乗 馬 を 行 う （ 表 7）。  
 ル ー ト 3 に 観 光 客 を 参 加 さ せ る 際 に は ま ず 、 出 発 す る 前 に 、 乗 馬
ツ ア ー に 参 加 す る 観 光 客 の 体 調 や 馬 の 状 態 を 確 認 す る （ 乗 馬 中 も 確
認 す る ）。 乗 馬 す る 観 光 客 の 服 装 （ 靴 、 ジ ャ ケ ッ ト な ど ） を 点 検 し 、
馬 が 驚 く よ う な 派 手 な 服 装 の 着 用 を 避 け て も ら う 。 乗 馬 中 の 観 光 客
の 様 子 を チ ェ ッ ク し な が ら（ 必 要 で あ れ ば 休 む 、も し く は 戻 る ）、安
全 な コ ー ス の 選 択 を す る （ ど う し て も 、 危 険 な 箇 所 を 通 過 す る 必 要
が あ れ ば 、サ ポ ー ト 体 制 を し っ か り と る ）。ま た 、馬 の 走 る ペ ー ス を
急 が せ ず 、 ゆ っ く り と し た ペ ー ス に な る よ う に コ ン ト ロ ー ル す る 。
万 が 一 、 馬 か ら 落 ち た 場 合 は 、 む や み に 体 を 動 か さ ず 、 容 態 の 確 認
後 、 最 低 限 の 応 急 処 置 を 行 う （ 救 急 箱 を 常 に 持 参 ）。 必 要 で あ れ ば 、
病 院 に 連 絡 す る（ 常 に 連 絡 が 取 れ る よ う に 無 線 を 持 参 ）。ま た 、川 の
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増 水 等 に よ り 通 常 の コ ー ス が 通 行 で き な い 時 期 が あ る 。 コ ー ス の 状
況 は 天 候 や 季 節 に よ っ て 大 き く 変 化 す る の で 、 そ れ に 対 応 し て コ ー
ス や ト ピ ッ ク を 変 更 す る こ と が 必 要 と な る 。 主 催 者 側 で ツ ア ー の 時
間 を 3 時 間 と 決 め て い て も 、 客 の 都 合 に よ り 短 く し た り 長 く な っ た
り す る こ と が あ る 。 対 応 で き る 複 数 の コ ー ス と ガ イ ダ ン ス ト ピ ッ ク
を 準 備 し て お く こ と が 必 要 で あ る 。  
ア ラ ハ ン ガ イ 県 で 催 行 可 能 な ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の う ち 、 ガ イ ダ
ン ス 付 き 乗 馬 ツ ア ー に つ い て は ま ず 、 テ ー マ と し て こ の ツ ア ー を 通
じ て 参 加 者 に 伝 え た い こ と を ウ ギ ー 湖 と 自 然 の 素 晴 ら し さ と ゲ ル キ
ャ ン プ の 経 営 者 と 遊 牧 民 の 間 で 決 め て い る 。 ツ ア ー の ス ケ ジ ュ ー ル
と 主 要 な ガ イ ダ ン ス は ま ず 、9 時 か ら 9 時 1 5 分 ま で は 遊 牧 民 ガ イ ド
と 乗 馬 に 参 加 す る 観 光 客 の 自 己 紹 介 、 乗 馬 の 注 意 、 ト イ レ を 済 ま せ
た こ と 、 脛 あ て 、 鞭 、 鞍 な ど の 装 備 の 安 全 を 確 認 す る 。 9 時 3 0 分 か
ら 9 時 5 0 分 に は 近 く の 丘 に 登 り オ ボ ー に 行 き 、そ の ガ イ ダ ン ス を 行
う 。 実 際 に 時 計 回 り に 3 回 ま わ る 。 ま た 集 落 を 見 降 ろ し し な が ら 地
域 の 地 形 、 放 牧 地 、 冬 営 地 な ど を 話 す 。 1 0 時 か ら 1 0 時 3 0 分 に は 、
ウ ギ ー 湖 に 行 き 、 遊 牧 民 に と っ て 湖 が 如 何 に 大 切 か 説 明 す る 。 そ の
あ と 馬 に の っ た ま ま で の 周 辺 を 走 る 。 1 0 時 4 0 分 か ら 1 1 時 に は 、山
の 近 く の 羊 と 山 羊 の 群 れ を み に 行 き 、 五 畜 や に つ い て 、 活 用 法 な ど
を 含 め て ガ イ ダ ン ス す る 。 1 1 時 1 0 分 か ら 1 1 時 3 0 分 ま で は 、 ゲ ル
を 訪 問 し 、遊 牧 民 と 協 力 し て 、馬 の ロ ー プ ワ ー ク 、牛 糞 の 利 用 方 法 、
ゲ ル で の 作 法 、 仏 壇 の 参 り 方 等 を ガ イ ダ ン ス し 、 参 加 者 に 茶 か 馬 乳
酒 を 飲 ん で も ら っ て い る 。 1 1 時 4 0 分 か ら 1 2 時 の 間 は 、乗 馬 の 初 心
者 は 基 本 的 に 引 き 綱 で 移 動 す る が 、 帰 路 に は 希 望 に 応 じ て 独 り で 乗
馬 し て も ら う 。 ゴ ー ル の ゲ ル キ ャ ン プ 場 前 広 場 に 近 い 場 所 で ツ ア ー
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を 締 め く く る 。 地 域 の 環 境 問 題 を 話 し 、 参 加 者 か ら 感 想 を 聞 く 。  
 
4 . 7  小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 土 地 利 用 に 関 す る 権 利 関 係  
 以 下 の 内 容 は モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 に 対 す る ヒ ア リ ン グ 調 査 お
よ び 同 省 の デ ー タ に よ り ま と め た も の で あ る 。  
小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 場 合 、 ゲ ル キ ャ ン プ を 経 営 す る た め に 一 定
規 模 の 土 地 を 利 用 す る に あ た り 法 律 上 の 土 地 利 用 権 が 必 要 で あ る 。
そ れ を 取 得 す る た め に は 、 希 望 者 （ ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 ） が 一 定
の 条 件 を 満 た し て 地 方 自 治 体 で あ る 県 に 申 請 し 、 認 め ら れ た 場 合 に
利 用 が 許 可 さ れ る 。 ま た 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に 関 わ る 土 地 利 用 権 の 契
約 期 間 は ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 規 模 に よ っ て 異 な っ て い る 。 本 論 文 で 分
類 し た 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 場 合 、契 約 期 間 は 最 長 で 6 0 年 間 、小 型
ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 場 合 は 、 遊 牧 民 の 移 動 に よ っ て 場 所 が 変 わ る こ と
か ら 最 長 で 2 0 年 間 と な っ て い る 。契 約 前 に ゲ ル キ ャ ン プ 用 地 の 設 計
図 を 国 の 機 関 に 提 出 し 、 審 査 を 通 過 し た 後 、 土 地 利 用 申 請 を 現 地 の
郡 役 所 に 提 出 す る 。 そ の た め 、 一 定 の 土 地 を 利 用 す る 使 用 料 を 支 払
わ な け れ ば な ら な い 。 申 請 が 承 認 さ れ る と 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者
（ 土 地 利 用 者 ）と 県 知 事 と の 間 で 土 地 利 用 に 関 す る 契 約 が 結 ば れ る 。
そ の 契 約 に は 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 設 置 期 間 中 の 土 地 利 用 に 関 す る 諸
条 件 、 契 約 期 間 終 了 後 の 原 状 復 帰 条 件 な ど が 書 き 込 ま れ て い る 。 土
地 利 用 に あ た っ て は 、 地 元 住 民 と の 共 通 理 解 や 自 然 環 境 に 配 慮 す る
義 務 が 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 に 課 せ ら れ て い る 。 ま た 、 ゲ ル キ ャ
ン プ の 設 営 地 を 含 め 、 モ ン ゴ ル の 土 地 所 有 権 は 、 牧 草 地 、 政 府 に よ
る 公 用 地 を 除 き 、 モ ン ゴ ル 国 民 の み が 保 持 し て い る 権 利 で あ る 。  
 モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 の 報 告 書 2 0 1 0 年 に よ る と 、小 規 模 ゲ ル キ
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ャ ン プ の 敷 地 内 に 分 布 す る ゲ ル や 建 物 が 設 置 さ れ た 敷 地 面 積 は ゲ ル
キ ャ ン プ 総 面 積 の 約 6％ を 占 め て い る に 過 ぎ な い 。 つ ま り 、 ゲ ル キ
ャ ン プ の 敷 地 内 で 利 用 さ れ て お ら ず 、 自 然 の ま ま で あ る と い う 土 地
が 全 体 の 約 9 4％ を 占 め て い る 。こ れ は ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 設 置 に 関 す
る 条 例 が 防 火 対 策 、 静 か な 環 境 の 保 持 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 宿 泊 客 の 快
適 性 の 向 上 と い う 目 的 か ら 、ゲ ル と ゲ ル の 間 の 距 離 を 5 m 以 上 に 保 つ
よ う 定 め て い る こ と が 背 景 に あ る 。 し た が っ て 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ
場 に 利 用 さ れ る 規 模 の ゲ ル （ 5 ハ ナ タ の 大 き さ ） の 周 囲 か ら そ れ ぞ
れ 2 . 5 m 以 上 離 れ て 設 置 し な け れ ば な ら ず 、計 算 上 は 1 つ の ゲ ル の 敷
地 と そ れ を 含 む 用 地 全 体 の 面 積 が 1 2 1ｍ ²に な り 、ゲ ル の 平 均 敷 地 面
積 の 4 . 3 倍 の 用 地 が 最 低 限 必 要 で あ る 。 こ の よ う な こ と か ら ゲ ル キ
ャ ン プ 場 で 利 用 さ れ て な い 敷 地 面 積 が 多 い と い う こ と は 自 然 へ の 影
響 が 少 な い と い う こ と を 示 し て い る 。  
 
4 . 8 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー に よ る プ ロ グ ラ ム 企 画  
下 記 の 内 容 は 現 地 調 査 に よ り 明 ら か に な っ た も の を ま と め た も の
で あ る 。 遊 牧 民 が 主 体 と な る ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 体 験 プ ロ グ ラ ム の 計
画 手 法 に つ い て 、そ の 役 割 、観 光 資 源 の 探 し 方 、ツ ア ー の つ く り 方 、
効 果 的 な ガ イ ダ ン ス 技 術 、 そ れ ら の 評 価 に つ い て 説 明 す る 。  
モ ン ゴ ル の ア ラ ハ ン ガ イ 県 に あ る ウ ギ ー 郡 に 住 む 遊 牧 民 は 、現 在 、
ゲ ル キ ャ ン プ 場 経 営 者 と 共 同 で 、 地 元 住 民 主 導 型 の 観 光 ツ ア ー を 行
っ て い る 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 に 住 む 遊 牧 民 は 、 以 前 よ り 、 そ の 地 域 に
は 多 く の 資 源 が あ る に も 関 わ ら ず 、 遊 牧 民 が そ の 価 値 に 気 づ か ず 、
過 放 牧 を 行 っ て い た こ と を 問 題 視 し て お り 、 遊 牧 民 が 直 接 ゲ ル キ ャ
ン プ の 経 営 に 関 わ る こ と で 、 地 域 の 環 境 保 護 、 地 域 住 民 の 経 済 安 定
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を 目 指 し た 。 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 は 実 際 に 外 国 人 観 光 客 を 現 地 に
連 れ て 行 き 、そ れ に 地 域 の 遊 牧 民 を 同 行 さ せ た 。こ れ が き っ か け で 、
遊 牧 民 が 集 ま り 組 織 を つ く り 、 組 織 運 営 の 指 導 、 ガ イ ド の 指 導 な ど
行 っ て き た 。  
現 在 は 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 の 主 導 で 遊 牧 民 の 組 織 の 管 理 運 営
や 、 ツ ア ー が 行 わ れ 、 現 地 の ラ イ フ ス タ イ ル な ど 遊 牧 民 の 観 察 ツ ア
ー が 人 気 と な っ て い る 。 ま た 、 彼 ら は 観 光 客 の コ メ ン ト か ら 、 自 分
た ち の 地 域 文 化 の 価 値 に も 気 づ き 、 乗 馬 や 乳 製 品 加 工 、 も の づ く り
体 験 プ ロ グ ラ ム な ど も 開 発 し 、 国 内 外 か ら の 宿 泊 を と も な う 観 光 ツ
ア ー も 実 施 し 、 持 続 的 な 地 域 振 興 を 目 指 し て い る （ 写 真 3 3）。 遊 牧
民 同 士 で ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー と 成 り 得 る 観 光 資 源 を 出 し 合 う こ と で 、
地 域 の 資 源 の 価 値 に 遊 牧 民 た ち が 気 づ く（ 表 8）。小 型 ゲ ル キ ャ ン プ
場 の 経 営 者 が 加 わ り 、 そ の 価 値 に つ い て 遊 牧 民 の 方 々 に 気 づ き を 与
え な が ら 話 し 合 い を し て い る 。 ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら ア ラ ハ ン ガ イ
県 に お け る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ に 観 光 客 を 送 る 旅 行 社 が そ の 役 割 を 担
い 、 共 同 で ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー を 開 発 し て い る 。 地 元 の 遊 牧 民 が ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ア ー ガ イ ド と な り 、 旅 行 社 や ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 経 営 者
が 、 現 場 で は 通 訳 ガ イ ド の 役 割 を 担 う と い う 、 両 者 の 合 意 形 成 後 に
ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム を 実 施 し て い る 。 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 経 営 者
と 遊 牧 民 た ち の 話 し 合 い に は で 例 え ど ん な も の で も 、 観 光 資 源 と 成
り 得 る と 考 え ら れ る も の を 出 し 合 う 。 例 え ば 、 湖 、 放 牧 地 、 家 畜 、
ゲ ル 、 食 事 な ど で き る だ け 多 く の も の を 出 し 合 う 。 様 々 な 地 域 の 行
事 、 習 慣 な ど 幅 広 く 観 光 資 源 を 定 義 す る 。 こ の 話 し 合 い は 、 観 光 資
源 に つ い て の 情 報 交 換 、確 認 作 業 を す る 良 い 機 会 で あ る 。そ の た め 、
決 し て 相 手 の 意 見 を 否 定 す る こ と な く 、 多 く 書 き だ す こ と に 集 中 す
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る こ と が 大 事 で あ る 。 話 し 合 い で 挙 げ ら れ た 観 光 資 源 の 中 か ら 、 1
つ を 選 び 、 時 間 を か け て 共 に 調 査 し 、 情 報 を 集 め る 。 方 法 と し て 、
ひ と つ 対 象 物 を み つ け た ら 、 そ れ に つ い て 各 々 が 知 っ て い る 知 識 を
出 し 合 う こ と で あ る 。 例 え ば 、 放 牧 地 の 草 を 1 つ と っ て み て も 、 植
物 の 名 前 、 咲 く 時 期 、 薬 と し て の 効 用 、 他 の 生 き 物 （ 昆 虫 、 野 生 動
物 、家 畜 な ど ）、伝 説 、環 境 問 題 な ど 、そ の 放 牧 地 の 背 後 に あ る 様 々
な 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 そ の 後 、 現 場 で 集 め た 情 報 を カ テ ゴ リ
ー に 分 け て 整 理 す る 。 例 え ば 、 ゲ ル で あ れ ば 、 遊 牧 民 の 価 値 観 、 知
恵 、 ゲ ル の つ く り 方 や 材 料 、 訪 問 時 の マ ナ ー な ど の カ テ ゴ リ ー で 整
理 す る こ と が で き る 。 さ ら に ウ ギ ー 湖 周 辺 の 花 や 渡 鳥 で あ れ ば 何 月
に み ら れ る の か ス ケ ジ ュ ー ル に 書 き 込 ん で い く と ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア
ー の 計 画 づ く り に 役 立 つ 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の ウ ギ ー 郡 に お け る ゲ ル
キ ャ ン プ 場 の 遊 牧 民 の 生 活 体 験 ツ ア ー 計 画 に お い て は ガ イ ダ ン ス プ
ロ グ ラ ム づ く り が 最 も 重 要 な パ ー ト と な っ て い る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ
ア ー と 一 般 の 観 光 ツ ア ー と の 大 き な 違 い は 、「自 然 環 境 と 文 化 の 保 全
に 貢 献 す る 」 と い う 明 確 な 目 的 が あ る 。 そ こ で ガ イ ダ ン ス プ ロ グ ラ
ム の 中 で テ ー マ を 観 光 客 に 確 実 に 伝 え る こ と が 大 切 に な っ て い る 。
一 般 的 な 多 く の ツ ア ー は 、「湖 が あ る か ら 、釣 り を 体 験 さ せ よ う 、「馬
が い る か ら 乗 馬 を さ せ よ う 」 と い う 流 れ で プ ロ グ ラ ム が 作 ら れ て い
る 。 こ れ で は 、 ツ ア ー 参 加 者 に 伝 え た い メ ッ セ ー ジ が 伝 わ る は ず が
な い 。 地 元 住 民 の ガ イ ド が ガ イ ダ ン ス を 行 う こ と に よ り 、 ツ ア ー 参
加 し て い る 観 光 者 に 「 気 づ き を 与 え る 」 こ と が 重 要 で あ り 、 そ れ が
ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の 核 の 部 分 と な っ て い る 。  
以 下 の 内 容 は ア ラ ハ ン ガ イ 県 ウ ギ ー 郡 に 2 0 0 9 年 6 月 か ら 2 0 1 2 年
7 月 の 間 に 実 施 し た 現 地 調 査 に よ り ま と め た も の で あ る 。  
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ア ラ ハ ン ガ イ 県 の 地 域 住 民 の 観 光 へ の 関 わ り と し て は 、 ツ ア ー の
柱 と な る 遊 牧 民 の 生 活 の 素 晴 ら し さ を 伝 え る た め に 、 そ の 地 域 を 良
く 知 る 地 域 住 民 自 ら が 観 光 客 の ツ ア ー ガ イ ド と な り 、 観 光 客 に 対 し
て ガ イ ダ ン ス を し て い る 。 観 光 客 が 遊 牧 民 の ゲ ル を 訪 れ た 際 、 そ の
地 域 で 先 祖 代 々 守 ら れ て き た 自 然 、 文 化 、 そ こ に 住 む 人 々 の 価 値 観
や 知 恵 を 体 験 や ガ イ ダ ン ス を 通 し て 地 域 住 民 が 伝 え 、 観 光 客 に 「 気
づ き 」 を 与 え ら れ る こ と が ゲ ル キ ャ ン プ の ツ ア ー の 特 長 で あ る 。  
ま ず 観 光 客 が そ の 地 域 の 価 値 を 知 る こ と で 、 地 域 の 環 境 や 文 化 に
配 慮 し た 責 任 の あ る 行 動 を と る よ う に な る 。 ま た 、 地 域 住 民 も ツ ア
ー ガ イ ド と し て 関 わ る こ と で 、 自 分 た ち の 地 域 の 価 値 を 再 認 識 し 、
誇 り を も ち 、 伝 統 的 文 化 や 自 然 資 源 の 保 護 に 積 極 的 に 関 わ る よ う に
な る 。 そ う し て 観 光 客 の ツ ア ー を 案 内 す る 遊 牧 民 が 環 境 や 文 化 に 配
慮 す る 意 識 を も っ て 適 切 に ツ ア ー 参 加 者 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に
よ り 、 環 境 に 対 す る 負 荷 を 軽 減 で き る 。 さ ら に 遊 牧 民 が ツ ア ー 参 加
者 に 対 し て 、 良 質 で 価 値 あ る ガ イ ダ ン ス や 体 験 を 提 供 す る こ と で 、
集 客 力 を 向 上 さ せ 、競 争 力 の あ る ツ ア ー 商 品 を つ く る こ と が で き る 。 
地 元 に お け る 日 常 、 す な わ ち 遊 牧 民 の ラ イ フ ス タ イ ル そ の も の が ゲ
ル キ ャ ン プ 場 に お け る 「 観 光 資 源 」 と し て 活 用 で き る 。 ツ ア ー 開 発
は 、 そ の 地 域 に 埋 も れ て い る （ 地 域 住 民 が そ の 価 値 に 十 分 気 が 付 い
て い な い ） 資 源 を 再 度 掘 り 起 こ す こ と か ら 始 ま っ て い る 。 例 え ば 、
モ ン ゴ ル 人 が 馬 に 乗 っ て 放 牧 に 行 く こ と は 日 常 で あ る が 、 外 国 人 観
光 客 に と っ て は 全 く 未 知 の 体 験 で あ る 。 同 様 に 健 康 に 良 い と い わ れ
て 白 い 馬 の 乳 を 生 で 飲 む こ と も 、 乳 搾 り 後 の 乳 製 品 を 作 る 過 程 も 、
す べ て が 非 日 常 で あ る 。遊 牧 民 の ラ イ フ ス タ イ ル が 観 光 資 源 と な り 、
モ ン ゴ ル 各 地 に は そ の 価 値 あ る 資 源 が 豊 富 に あ る 。  
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第 5 章  モ ン ゴ ル に お け る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 意 義  
 
5 . 1  小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お け る 地 域 資 源 の 活 用  
 ア ラ ハ ン ガ イ 県 の 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 観 光 資 源 は 、 観 光 に 活 用
で き る 資 源 は そ の 地 域 に 住 む 遊 牧 民 の 日 常 で あ る こ と が わ か っ た 。
た と え 地 域 住 民 に と っ て 日 常 で あ っ た と し て も 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア
ー が タ ー ゲ ッ ト と す る 観 光 客 に と っ て は 非 日 常 で あ る こ と で あ る 。
ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の 開 発 は 、 遊 牧 民 が そ の 価 値 に 十 分 気 が 付 い て
い な い 資 源 を 再 度 掘 り 起 こ す こ と か ら 始 ま る 。 例 え ば 、 遊 牧 民 が 馬
を 乗 っ て 家 畜 を 放 牧 す る こ と は 日 常 で あ る が 、 外 国 人 観 光 客 に と っ
て は 、 未 知 の 体 験 で あ る 。 乳 製 品 の 加 工 や ゲ ル の 組 立 て を す る こ と
も 、 ゲ ル に 入 る 時 に 右 足 か ら 踏 み 入 れ る ル ー ル も 、 す べ て が 非 日 常
で あ る 。 ア ラ ハ ン ガ イ 県 に は そ の 価 値 あ る 資 源 が 豊 富 に あ る 。 小 型
ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 土 地 利 用 は ど の よ う な 地 域 で あ っ て も 強 い 誘 客 力
が 発 揮 で き る 。 リ ゾ ー ト 地 、 別 荘 地 な ど 、 観 光 資 源 に 過 度 に 依 存 し
た 従 来 型 の 観 光 と は 異 な り 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ で は 、 地 元 地 域 の 生
活 を 商 品 化 し 、 観 光 客 を 誘 致 し て い る 。  
小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 従 来 型 の 観 光 資 源 を も た な い 地 域 で あ っ て
も 、 地 域 固 有 の 自 然 や 伝 統 文 化 、 生 活 ス タ イ ル な ど を 生 か し た プ ロ
グ ラ ム を 商 品 化 す る こ と で 、 強 い 誘 客 力 を 発 揮 し て い る 。 小 型 ゲ ル
キ ャ ン プ と 一 般 的 な 観 光 キ ャ ン プ と の 大 き な 違 い は 、 遊 牧 民 の 生 活
場 所 と ゲ ル キ ャ ン プ 実 施 場 所 が 同 じ 場 所 で あ る た め 、 遊 牧 民 の 魅 力
を 発 見 し 、体 験 で き る よ う に な っ て い る こ と で あ る 図 2 1（ 写 真 3 4）。
観 光 客 は 、 ゲ ル キ ャ ン プ で の 体 験 を 通 し て 、 自 然 や 遊 牧 民 の 生 活 ス
タ イ ル や 伝 統 、 文 化 に 興 味 を 抱 き 、 そ れ ら の 保 全 に 対 す る 意 識 が 芽
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生 え る こ と が 期 待 で き る 。 こ の よ う な 意 識 の 変 化 が 、 ゴ ミ の 削 減 や
分 別 、 エ ネ ル ギ ー の 節 約 な ど 、 日 常 生 活 の 中 で の こ ま め な 環 境 保 全
に つ な が る 。 つ ま り 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム に よ る 自 然 環 境 保 全
と は 、 ゲ ル キ ャ ン プ に 訪 れ る 観 光 客 の 日 常 生 活 の 中 で の 環 境 保 全 に
対 す る 意 識 を 高 め る こ と で あ る 。  
 同 様 に 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、 地 域 資 源 の 保 全 に 対 す る 地
元 住 民 の 意 識 を 高 め る こ と に も つ な が る 。 ゲ ル キ ャ ン プ を 体 験 す る
観 光 客 が 地 元 の 素 材 に 触 れ 、 そ れ ら に 関 す る 知 識 を 得 る こ と を 通 し
て 、 興 味 ・ 関 心 を 抱 く 等 の 反 応 を 、 地 元 住 民 が 目 の 当 た り に す る こ
と で 、 地 元 の 自 然 や 遊 牧 文 化 の 価 値 を 再 認 識 す る 。 さ ら に 地 域 の 自
然 や 文 化 を 大 切 に し 、 今 後 も 保 全 し て い き た い と い う 意 識 の 芽 生 え
と 行 動 に つ な が っ て い る 。 ゲ ル キ ャ ン プ 場 が 各 地 で 展 開 さ れ 、 ゲ ル
キ ャ ン プ 場 の 利 用 経 験 者 が 増 加 す る こ と に よ っ て 、 よ り 多 く の 人 々
の 意 識 改 革 と 地 域 の 自 然 環 境 に 配 慮 し た 行 動 に つ な が る （ 図 2 2）。  
 
5 . 2  小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 運 営 に よ る 経 済 効 果  
モ ン ゴ ル の 総 人 口 に 占 め る 遊 牧 民 の 人 口 比 率 が 低 下 し て い る 原 因
の 1 つ に 、 遊 牧 民 の 現 金 収 入 の 少 な さ が あ る 。 遊 牧 民 の 人 口 比 率 の
低 下 を 抑 制 す る た め に 遊 牧 民 が 自 ら ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 に 関 わ り 乗
馬 ツ ア ー ガ イ ド と し て 遊 牧 民 を 雇 用 す る な ど 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ
ズ ム に 参 加 し 、 利 益 を 得 る 仕 組 み づ く り を 通 じ て 、 遊 牧 民 の 現 金 収
入 を 増 や す こ と が で き る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に よ る 地 域 活 性 化 の
実 態 を 探 る た め 、ア ラ ハ ン ガ イ 県・ウ ギ ー 湖 で 2 0 1 2 年 に 実 施 し た 現
地 調 査 結 果 に も と づ き 、 ゲ ル キ ャ ン プ 経 営 の 費 用 対 効 果 に 着 目 し な
が ら 、 経 営 費 の 使 用 内 訳 に つ い て 検 討 す る 。  
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現 地 調 査 を 実 施 し た ア ラ ハ ン ガ イ 県 ウ ギ ー 郡 の 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ
の 場 合 、 2 0 1 0 年 に は 年 間 3 9 7 万 8 5 9 8 ト グ リ ク （ モ ン ゴ ル 銀 行 為 替
レ ー ト 1  円 ＝ 1 5 ト グ ロ グ ）の 費 用 が か か っ て い た（ 図 2 3）。こ れ は
主 に 4 種 類 （ ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 開 始 準 備 、 活 動 費 用 、 解 体 、 保 管 ）
の 支 出 か ら 構 成 さ れ る 。  
 ま ず 、 ゲ ル キ ャ ン プ 地 の 開 始 準 備 （ 設 営 ） の 支 出 に は 、 ガ ソ リ ン
代 、 ゲ ル の 組 み 立 て 代 、 食 事 代 、 運 転 手 代 な ど の 費 用 が 含 ま れ る 。
図 2 4 に 示 し た よ う に 、開 始 準 備 の 段 階 で 全 支 出 の 1 1％ つ ま り 4 2 万
3 , 1 5 0 ト グ リ ク が 支 出 さ れ 、う ち 1 4 万 6 , 2 5 0 ト グ リ ク（ 開 始 準 備 に
か か る 支 出 の 3 5％ ） は ガ ソ リ ン 代 、 7 万 8 , 0 0 0 ト グ リ ク （ 1 8％ ） は
ゲ ル の 組 み 立 て 費 用 、 6 万 2 , 4 0 0 ト グ リ ク （ 1 5％ ） は 食 事 代 、 3 万
9 , 0 0 0 ト グ リ ク（ 9％ ）は 運 転 手 代 に 使 わ れ た こ と が わ か る 。つ ま り
小 型 ゲ ル キ ャ ン プ は 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 と 違 っ て 、 組 立 や 移 動 す る
な ど ゲ ル キ ャ ン プ の 営 業 以 外 の 支 出 が 出 て い る 。  
 次 に ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 営 業 中 の 費 用 と し て 合 計 2 0 2 万 4 , 3 6 0 ト グ
リ ク（ 全 支 出 の 5 1 %）か か っ た 。ゲ ル キ ャ ン プ で の 食 事 代 に 7 1 万 5 , 0 0 0
ト グ リ ク（ 営 業 中 に か か る 支 出 の 3 5％ が 使 わ れ 、以 下 、発 電 機 の 燃
料・オ イ ル に 1 3 万 ト グ リ ク（ 6％ ）、食 事 を 作 る 人 (料 理 人 )へ の 給 与
と し て 1 9 万 5 , 0 0 0 ト グ リ ク （ 1 0％ ）、 遊 牧 民 地 へ 行 く 観 光 客 の 交 通
費 が 6 万 5 , 0 0 0 ト グ リ ク（ 3％ ）、遊 牧 民 へ の お 土 産 代 と し て 6 万 5 , 0 0 0
ト グ リ ク （ 3％ ）、 薬 代 に 1 万 9 , 5 0 0 ト グ リ ク （ 1％ ）、 乳 製 品 に 1 万
9 , 5 0 0 ト グ リ ク （ 1％ ）、 羊 に 3 万 2 , 5 0 0 ト グ リ ク （ 1％ ）、 道 路 の 手
数 料 と し て 1 万 9 , 5 0 0 ト グ リ ク（ 1％ ）、通 訳 代 が 6 0 万 6 , 0 6 0 ト グ リ
ク（ 3 0％ ）、ゲ ル キ ャ ン プ か ら カ ラ コ ル ム へ 行 く 交 通 費 で 3 万 9 , 0 0 0
ト グ リ ク（ 2％ ）、観 光 客 の 乗 馬 す る 費 用 が 5 万 3 , 3 0 0 ト グ リ ク（ 3％ ）、
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ヘ ル パ ー 代 で 6 万 5 , 0 0 0 ト グ リ ク （ 3％ ） に 使 わ れ た （ 図 2 5）。  
 さ ら に ゲ ル キ ャ ン プ の 解 体 ・ 保 管 の 支 出 と し て 合 計 6 1 万 1 , 6 5 0
ト グ リ ク（ 全 支 出 の 1 5％ ）が 使 わ れ た 。1 4 万 6 , 2 5 0 ト グ リ ク（ 解 体 ・
補 完 費 用 合 計 の 5 3％ ）は 交 通 費（ ウ ラ ン バ ー ト ル 市 か ら ゲ ル キ ャ ン
プ へ 行 く ガ ソ リ ン 代 ）、 食 事 代 に 6 万 2 , 4 0 0 ト グ リ ク （ 1 0％ ）、 ゲ ル
や 器 具 の 解 体 作 業 代 に 7 万 8 , 0 0 0 ト グ リ ク（ 1 3％ ）、ゲ ル キ ャ ン プ サ
イ ト の 警 備 員 に 3 2 万 5 , 0 0 0 ト グ リ ク （ 5 3％ ） 使 わ れ た （ 図 2 6）。  
 最 後 に そ の 他 の 費 用 に は ワ ゴ ン 車 の レ ン タ ル 費 用（ 6 7 万 2 , 4 3 8 ト
グ リ ク ）、運 転 手 代（ 1 3 万 ト グ リ ク ）、ジ ー プ 代（ 1 1 万 7 , 0 0 0 ト グ リ
ク ）な ど が 含 ま れ る 。こ れ ら の 費 用 の 合 計 は 9 1 万 9 , 4 3 8 ト グ リ ク（ 全
支 出 の 2 3％ ） に な っ て い る （ 図 2 6）。  
 な お 、 全 支 出 の う ち で 地 元 住 民 （ 遊 牧 民 ） に 対 し て 8 3 万 3 , 3 0 0
ト グ リ ク （ 全 支 出 の 約 1 7 % )の 利 益 が 還 元 さ れ て い た こ と が わ か る
（ 図 2 7）。  
現 地 調 査 の 際 に 訪 れ た ウ ラ ン バ ー ト ル 市 近 郊 に 位 置 す る 大 型 ゲ ル
キ ャ ン プ 場 の 場 合 は 、 地 元 へ の 経 済 効 果 が ほ と ん ど 見 ら れ な い 。 大
型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で は 、 レ ス ト ラ ン や ホ テ ル 、 サ ウ ナ 、 イ ン タ ー ネ
ッ ト 環 境 な ど さ ま ざ ま な サ ー ビ ス を 提 供 し て い る が 、 そ こ に は 地 元
の 遊 牧 民 が ほ と ん ど 関 わ っ て な い 。 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 は 、 小 型 ゲ
ル キ ャ ン プ 場 と 違 っ て 、 地 元 の 遊 牧 民 か ら 肉 や 乳 製 品 な ど の 食 材 を
購 入 せ ず 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で 使 わ れ る も の を 全 て ウ ラ ン バ ー ト ル 市
か ら 取 り 寄 せ て い る た め 地 元 住 民 に 経 済 的 な 利 益 を 得 て い な い 。 モ
ン ゴ ル で は 、 遊 牧 が 観 光 資 源 で あ る に も か か わ ら ず 、 大 型 ゲ ル キ ャ
ン プ で は 宿 泊 し て い る 観 光 客 に 供 さ れ る 朝 食 の チ ー ズ や バ タ ー 類 は
外 国 製 で あ る 。 外 貨 を 獲 得 す る た め の 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ に お い て 、
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明 ら か に 不 要 な ま で に 外 貨 を 支 出 し て い る 。 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 観
光 資 源 は 、 ゲ ル キ ャ ン プ 場 内 に 設 置 さ れ て い る 高 級 料 理 の レ ス ト ラ
ン 、 サ ウ ナ や ス パ 、 ビ リ ヤ ー ド 、 ス ポ ー ツ 施 設 、 ゴ ル フ 場 な ど に な
っ て い る た め 、 遊 牧 民 の 生 活 や 文 化 を 観 光 資 源 と し て い な い 。  
 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ で は 地 域 住 民 が ゲ ル キ ャ ン プ の 運 営 に 参 画 す る
こ と は も ち ろ ん 、 そ れ の み の 関 わ り に 限 定 さ れ な い 。 ゲ ル キ ャ ン プ
ツ ー リ ズ ム に よ り 観 光 客 が 増 え れ ば 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム を 提
供 す る 観 光 会 社 、 そ の 案 内 を す る ツ ア ー ガ イ ド 、 観 光 客 を 泊 め る ゲ
ル キ ャ ン プ 、 食 事 を 提 供 す る 地 域 住 民 、 ゲ ル キ ャ ン プ を 案 内 す る ド
ラ イ バ ー な ど が 必 要 と な り 、 こ れ ら の サ ー ビ ス の 提 供 に と も な い 地
域 経 済 へ の 波 及 効 果 が あ る 。  
 た だ し 、 自 然 環 境 や 文 化 が 存 在 す る だ け で は 観 光 客 が 訪 れ る こ と
は な く 、 地 域 経 済 へ の 恩 恵 も 期 待 で き な い 。 地 域 振 興 を そ の 効 果 ・
便 益 の 1 つ と し て 掲 げ る ゲ ル キ ャ ン プ は 、 遊 牧 民 の 生 活 を 体 験 す る
こ と を 通 し て 、 観 光 客 か ら 収 益 を あ げ る こ と が 運 営 の 基 本 と な っ て
い る 。 つ ま り 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム と は 行 政 か ら の 経 済 的 支 援
を 受 け て 運 営 さ れ る も の で は な い 。 ま た ゲ ル キ ャ ン プ は 、 直 接 的 な
金 銭 面 で の 利 益 を 得 る 地 域 住 民 だ け で は 成 り 立 た な い 。 地 元 住 民 の
み が 自 然 を 保 護 し て い て も 、 観 光 客 が 環 境 を 破 壊 す れ ば 、 持 続 的 な
観 光 活 動 は 実 現 さ れ な い 。 観 光 客 に ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム を 理 解
し て も ら い 、 様 々 な 形 で 参 加 を し て い る 。 小 規 模 ゲ ル キ ャ ン プ で は
地 域 住 民 が 参 加 す る こ と は 不 可 欠 で あ る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム
に よ り 観 光 客 が 増 え れ ば 、 そ れ を 提 供 す る 観 光 事 業 者 、 観 光 者 を 泊
め る ゲ ル キ ャ ン プ 、 そ の 案 内 や 食 材 を 提 供 す る 地 域 住 民 、 ド ラ イ バ
ー な ど 地 域 経 済 へ の 波 及 効 果 が あ る 。  
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5 . 3  小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 開 設 に よ る 地 域 活 性 化  
ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム で は ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 に 地 域 住 民 が 一
員 と し て 参 加 す る こ と は も ち ろ ん で あ る が 、 そ れ だ け の 関 わ り に 終
わ っ て な い こ と を 現 地 調 査 で わ か っ た 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム に
よ り 観 光 客 が 増 え れ ば 、 そ れ を 提 供 す る 観 光 会 社 、 そ の 案 内 や ガ イ
ダ ン ス を す る 地 元 の ツ ア ー ガ イ ド 、 観 光 客 を 泊 め る こ と や 、 食 事 を
提 供 す る ゲ ル キ ャ ン プ 、 ド ラ イ バ ー な ど 地 域 経 済 へ の 波 及 効 果 が あ
る 。 現 地 調 査 の 際 に は 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム で は 地 域 住 民 は 重
要 な 関 係 者 で あ り 、 積 極 的 に 関 わ る こ と が 期 待 さ れ る 。 た だ 、 特 殊
な 自 然 環 境 や 文 化 が あ る だ け で は 、 観 光 客 が 訪 れ る こ と は な く 、 地
域 活 性 化 も 期 待 で き な い 。 地 域 活 性 化 を そ の 効 果 や 便 益 の 1 つ と し
て 掲 げ る ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、 行 政 か ら の 経 済 的 支 援 で 運 営
さ れ る も の で は な く 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー を 通 し て 観 光 客 か ら 収 益
を 活 用 す る こ と が 基 本 と な っ て い る こ と を 現 地 調 査 で わ か っ た 。 そ
の た め に も 、 ゲ ル キ ャ ン プ が 母 体 と な り 、 し っ か り と し た 仕 組 み づ
く り 、 ル ー ル づ く り 、 ガ イ ド の 人 材 育 成 な ど を 行 う 必 要 が あ る 。  
地 域 活 性 化 に 向 け て 地 域 住 民 （ 遊 牧 民 ） 自 身 が ゲ ル キ ャ ン プ 場 の
経 営 に 関 わ る 場 合 、 そ の 経 営 活 動 は 地 域 交 流 の た め の 「 共 同 社 会 活
動 」 と な る 。 モ ン ゴ ル の グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム は ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 中
心 と し て 、 地 域 住 民 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 な ど の 多 様 な 人 々 と 連
携 し て 推 進 し て お り 、「共 同 社 会 活 動 」を 基 本 方 針 に 地 域 住 民 が 観 光
客 の ツ ア ー を 企 画 ・ 実 施 し て い る こ と が 現 地 調 査 で わ か っ た 。 現 地
調 査 で は 、 ツ ア ー の 多 く は 住 民 参 加 に よ り 実 施 さ れ 、 参 加 料 金 も 非
常 に 低 額 に 設 定 さ れ て い る 。 ビ ジ ネ ス と し て の 観 光 振 興 よ り も 、 地
域 の 自 然 を み つ め な お し 保 全 す る と と も に 、 観 光 客 と の 交 流 を 通 じ
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て 地 域 へ の 誇 り を 育 み 、 地 域 の 活 性 化 に つ な げ て い く こ と に 重 き を
置 い て い る こ と が わ か っ た 。 そ し て 、 ゲ ル キ ャ ン プ と 遊 牧 民 の 交 流
は 、 人 口 が 減 る ば か り で コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 が 難 し く な っ て い る 農
村 社 会 に と っ て 、 新 し い 収 入 源 と ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 経 営 に 関 る こ と
に よ り 雇 用 が 生 ま れ る こ と で あ る た め 「 地 域 活 性 化 」 に つ な が る 。
「 共 同 社 会 活 動 」 は 、 農 村 地 域 で の 共 同 生 活 を 営 む 上 で 不 可 避 的 に
要 請 さ れ る 共 同 作 業 で あ り 、 い わ ゆ る 「 共 同 出 役 」 の よ う な 活 動 を
意 味 す る 。 そ し て 地 域 社 会 的 な 活 動 は 、 人 口 減 少 や 社 会 的 接 触 の 希
薄 化 に み ら れ る よ う な 地 域 の 社 会 的 活 性 の 弱 体 化 に 対 し て 、 地 域 住
民 が 社 会 的 に 新 た に 結 集 す る 機 会 を 創 造 す る 。 本 研 究 で 問 題 と す る
ゲ ル キ ャ ン プ 場 と 地 域 住 民 の 主 体 性 の 発 揮 の 場 と し て の 「 住 民 参 加
活 動 」は 、住 民 同 士 の 交 流 活 動 と し て 、「 共 同 社 会 活 動 」の よ う な 役
割 を 果 た す と と も に 、 地 域 の 社 会 基 盤 を 維 持 す る た め の 「 地 域 活 性
化 」 に 貢 献 す る 。  
現 地 調 査 で 訪 れ た ウ ラ ン バ ー ト ル 市 近 郊 の 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 で
は 、 観 光 対 象 と な る 文 化 が 過 度 に 商 品 化 さ れ 、 そ の 真 正 性 が 失 わ れ
る 可 能 性 が あ る 。 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ が 観 光 収 入 を 確 保 す る た め に 、
1 3 世 紀 の モ ン ゴ ル 帝 国 の 風 景 を 再 現 し た リ ゾ ー ト 施 設 な ど を 定 期
的 に 演 じ る こ と に よ っ て 文 化 の 真 正 性 が 失 わ れ か ね な い 。 観 光 客 を
一 度 に 収 容 可 能 な 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 を 営 む に は 、 莫 大 な 資 金 が 必
要 と す る 。 ま た 、 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 開 発 後 に 立 派 な ホ テ ル や ゲ
ル が 建 ち 並 び 、 観 光 客 が あ ふ れ る 様 子 を 見 る と 、 地 元 の 求 め て い た
地 域 の 発 展 が 成 功 し た よ う に み ら れ る か も し れ な い 。 し か し 、 観 光
化 に よ る 利 益 が 地 元 で は な く 、 企 業 を 介 し て 外 へ 還 流 し て い る 現 状
が あ る 。 乳 製 品 や 肉 製 品 、 毛 皮 製 品 な ど い わ ゆ る 畜 産 物 に つ い て あ
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ら ゆ る 角 度 か ら 生 産 化 し 、 観 光 資 源 と し て 活 用 し な け れ ば 地 元 の 地
域 活 性 化 に な ら な い の で あ る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 観 光 商 品 を 進 め
る こ と は 、 モ ン ゴ ル に お い て 圧 倒 的 に 不 足 し て い る 都 市 と 地 方 に お
け る 遊 牧 民 と の 産 業 的 ・ 文 化 的 つ な が り 、 意 味 的 連 関 を 確 立 す る こ
と に も な る 。  
し た が っ て 、 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 弊 害 と し て 指 摘 さ れ て い る 主
な 内 容 を 踏 ま え れ ば 、 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に は 、 観 光 に よ る 環 境 へ
の 負 荷 を 軽 減 し 、 観 光 地 の 文 化 を 守 り 、 観 光 地 の 人 々 の 伝 統 的 価 値
観 を 尊 重 し 、 観 光 が 大 規 模 な 投 資 に 頼 ら ず ビ ジ ネ ス と し て 成 立 し 、
か つ そ の 収 入 が 適 切 に 遊 牧 民 に 還 元 さ れ る よ う な 地 域 活 性 化 に な る
仕 組 み が 求 め ら れ る 。  
ゲ ル キ ャ ン プ 場 を モ ン ゴ ル で 持 続 可 能 な も の に で き れ ば 、 牧 畜 業
を は じ め と し た 第 一 次 産 業 と 販 売 サ ー ビ ス 主 体 の 第 三 次 産 業 、 雇 用
促 進 、 環 境 保 全 、 地 域 活 性 化 な ど の 効 果 は 期 待 で き る 。 ま た 、 農 村
の 住 民 が か も し 出 す 特 徴 あ る 伝 統 性 、 有 機 的 連 関 を も っ た ゆ っ く り
し た 成 長 が み ら れ る グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム の よ う に 、 目 の 前 だ け の 効
果 だ け を み る の で は な く 、 時 間 を か け て 進 め る こ と が 、 ゲ ル キ ャ ン
プ ツ ー リ ズ ム の 発 展 を 促 す の で は な い だ ろ う か 。  
 
5 . 4  小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お け る 自 然 環 境 の 保 全  
 ゲ ル キ ャ ン プ の 実 施 地 域 で は 、 や は り 話 し 合 い に も と づ き ゲ ル キ
ャ ン プ の 関 係 者 と 遊 牧 民 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 協 力 し て 環 境 保 護 を 実
施 し て い る 。 ウ ギ ー 湖 地 域 の 乗 馬 ガ イ ド を す る 遊 牧 民 の ヒ ア リ ン グ
調 査 の 結 果 、 表 9 の よ う な ル ー ル を ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 と 参 加 す
る 遊 牧 民 の 間 に 設 定 し て い る こ と が わ か っ た 。 自 然 や 文 化 な ど の 観
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光 資 源 に お い て 、 ル ー ル の な い ま ま ゲ ル キ ャ ン プ に 多 く の 観 光 客 が
来 る と 、 資 源 は 劣 化 し て し ま い 、 そ の 場 所 で の 継 続 的 な ゲ ル キ ャ ン
プ の 実 施 が 不 可 能 に な る 。 こ の た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 と 地 元
住 民 が 話 し 合 い 、 地 域 の 現 状 、 観 光 資 源 、 課 題 、 目 標 等 を 明 ら か に
す る 作 業 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 と 遊 牧
民 の 間 で 地 域 に 関 す る 認 識 が 共 有 さ れ て い る 。 ウ ギ ー 湖 の 地 域 で の
ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 者 と 遊 牧 民 か ら な る 関 係 者 の 2 0 1 0 年 の ワ ー ク
シ ョ ッ プ で は 、表 1 0 の よ う な 課 題 が 明 ら か に な り 目 標 が 設 定 さ れ て
い る 。  
 以 上 の よ う な 話 し 合 い を 通 じ 、 こ の 地 域 の ツ ア ー は 地 域 の 課 題 を
克 服 し 、 目 標 を 達 成 し な が ら 計 画 ・ 実 施 さ れ て い る （ 図 2 8）。  
 世 界 各 地 で の グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム の 成 功 事 例 を み る と 、 行 政 主 導
型 の ツ ー リ ズ ム よ り も 地 域 か ら 草 の 根 運 動 と し て 進 め ら れ た 地 域 主
導 型 の ツ ー リ ズ ム の 方 が 成 功 し て い る 。 た だ し 地 方 行 政 は 地 域 で 観
光 分 野 が 持 続 的 に 行 わ れ る た め の 支 援 役 、 調 整 役 と し て 重 要 な 役 割
を 担 う 必 要 が あ る 。 例 え ば 環 境 負 荷 や 地 域 文 化 へ の 負 担 を 最 小 限 に
す る た め の ガ イ ド ラ イ ン の 策 定 や そ れ ら の 調 査 、 地 域 ガ イ ド の 人 材
育 成 な ど が 該 当 す る 。モ ン ゴ ル 自 然 観 光 環 境 省 の 自 然 保 護 対 策 で は 、
環 境 負 担 を 軽 減 す る 目 的 で 環 境 保 護 区 を 設 定 し 、 環 境 保 護 に 取 り 組
ん で い る 。 そ の た め 、 環 境 が 保 護 さ れ る 地 域 で は ゲ ル を 宿 泊 施 設 と
し て 利 用 す る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ 場 の 経 営 許 可 は 与 え ら れ て い る が 、
ホ テ ル や 娯 楽 施 設 な ど を 建 て る リ ゾ ー ト 開 発 は 禁 止 さ れ て い る 。  
 モ ン ゴ ル の 自 然 環 境 、 動 植 物 の 保 護 に 関 し て は 古 い 歴 史 が あ る 。
ウ ラ ン バ ー ト ル 市 に 位 置 す る ボ グ ド 山 が 、 1 2 世 紀 か ら 1 3 世 紀 以 来
神 聖 な 山 と し て 保 護 さ れ て き た 。 現 在 の よ う な 自 然 保 護 区 が 設 定 さ
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れ る よ う に な っ た の は 1 7 7 8 年 か ら で 、 環 境 保 護 地 区 は 厳 正 保 護 区
（ S t r i c t l y  P r o t e c t e d  A r e a）、 国 立 公 園 （ N a t i o n a l  P a r k）、 自 然 保
護 区（ N a t u r e  R e s e r v e）、お よ び  4 )  モ ニ ュ メ ン ト の 4 つ に 分 け ら れ
る （ 図 2 9）。 環 境 保 護 地 区 は 、 2 0 0 0 年 の 時 点 で 合 計 4 8 か 所 、 約 2 0
万 k m 2 が 指 定 さ れ て お り 、 各 地 に 自 然 環 境 観 光 省 所 管 の 事 務 所 を 設
置 し 、自 然 環 境 保 護 を 行 っ て い る 。ま た 国 内 の 湖 沼 は 合 計 1 1 か 所 が
ラ ム サ ー ル 条 約 に 登 録 さ れ て い る 。敷 地 数 の 7 3 . 1％ に 、ゲ ル キ ャ ン
プ が 分 布 し 、 場 特 別 保 護 区 の 土 地 を 利 用 し て い る 。 モ ン ゴ ル に お け
る 特 別 保 護 区 は 5 5 か 所 あ り 、 そ の 総 面 積 は 約 2 . 9 万 ｋ ㎡ (モ ン ゴ ル
全 国 土 面 積 の 1 3 . 4％ )で あ る （ モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 特 別 保 護 区
事 務 局 2 0 1 0 年 ）。  
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第 6 章  結 論  
1 9 9 0 年 の 民 主 化 以 前 の モ ン ゴ ル 観 光 は 、旧 ソ 連 か ら の 観 光 客 し か
訪 れ て い な か っ た た め 、そ の 限 定 さ れ た タ ー ゲ ッ ト に 対 応 し て い た 。
そ の た め 、 そ の 観 光 資 源 に も か か わ ら ず 未 開 発 の 状 況 に 置 か れ て い
た 。 し か し 1 9 9 0 年 以 降 の 民 主 化 に と も な う 自 由 市 場 経 済 化 の 過 程
で 、 観 光 部 門 を 独 占 し て き た 国 営 旅 行 会 社 が 民 営 化 さ れ た こ と で 、
民 間 資 本 に よ る 観 光 資 源 開 発 が 本 格 化 し 、 旧 ソ 連 以 外 の 各 国 か ら の
観 光 客 が 増 加 し た こ と に よ っ て ゲ ル キ ャ ン プ 場 も 増 え て き た 。 こ の
論 文 で は 、 新 し い グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム の あ り 方 と し て の ゲ ル キ ャ ン
プ の 誕 生 か ら 現 在 に 至 る ま で を み て き た 。 ヨ ー ロ ッ パ と 日 本 の グ リ
ー ン ツ ー リ ズ ム の 展 開 を み て い く こ と で 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム
は 、 地 域 資 源 を 活 か し 、 地 域 の 活 性 化 だ け で な く 、 自 然 保 護 に も つ
な が る 持 続 性 の あ る 観 光 形 態 で あ る こ と が わ か っ た 。 小 型 ゲ ル キ ャ
ン プ に お け る 普 段 で き な い 体 験 は 、 外 国 人 観 光 客 に と っ て 、 魅 力 的
で あ り 、 地 域 の 遊 牧 民 に と っ て も 地 域 の 再 発 見 、 失 わ れ つ つ あ る 文
化 の 継 承 に も つ な が る 。 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の 観 光 資 源 の 創 出 は 、 ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム を 成 功 さ せ る た め の 重 要 な ポ イ ン ト で あ る と
い え る 。 し か し 、 モ ン ゴ ル の 地 方 に お け る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ の も つ
問 題 と し て ま ず 、 季 節 性 の 問 題 が 挙 げ ら れ る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ
ズ ム は 構 造 的 に 夏 に 観 光 客 が 偏 っ て い る 。 6 月 か ら 9 月 に か け て 、
つ ま り 夏 の 季 節 に 集 中 し 、 冬 か ら 春 に か け て ゲ ル キ ャ ン プ の ほ と ん
ど が 営 業 を 行 わ れ て い な い 。 理 由 は 、 モ ン ゴ ル の 冬 は 厳 し い 寒 さ で
あ り 、 夏 同 様 の ゲ ル キ ャ ン プ に よ っ た 自 然 や 地 元 の 遊 牧 民 生 活 を 観
光 資 源 と す る 体 験 型 の 観 光 に は 向 い て な い か ら で あ る 。  
モ ン ゴ ル 自 然 環 境 観 光 省 と し て も こ の 課 題 に 取 り 組 ん で い く 認 識
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を も っ て い る 。2 0 0 7 年 よ り 冬 季 の ラ ク ダ ポ ー ラ な ど の 観 光 イ ベ ン ト
が 行 わ れ た が 、 部 分 的 な も の で あ り 体 系 だ っ た 政 策 は い ま だ 未 整 備
で あ る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム を 促 進 し て い く 上 で 季 節 性 を ど の
よ う に 克 服 し て い く か が 課 題 と な っ て く る 。 ま た 、 都 市 部 周 辺 の リ
ゾ ー ト 地 に お け る 大 型 ゲ ル キ ャ ン プ に よ る 利 益 が 公 正 に 配 分 さ れ て
い な い こ と が ヒ ア リ ン グ 調 査 で わ か っ た 。 し か し 、 モ ン ゴ ル 全 体 で
そ う い っ た 状 態 が 起 こ っ て な い 。 地 域 同 士 で 連 携 し て 小 型 ゲ ル キ ャ
ン プ に お け る 観 光 を 成 功 さ せ て い る と こ ろ も あ る 。  
ア ラ ハ ン ガ イ 県 ・ ウ ギ ー 郡 の ホ ト ・ ア イ ル か ら 成 り 立 つ ゲ ル 組 織
は 互 い に 連 携 を と っ て 、ゲ ル キ ャ ン プ の 運 営 を 行 っ て い る 。例 え ば 、
あ る 遊 牧 民 で 乗 馬 す る 人 数 が 多 く な る と 、 他 の 遊 牧 民 に 回 す よ う に
し た り し て 、 利 益 が 常 に 均 等 に 配 分 で き る よ う に 運 営 が 行 わ れ て い
る （ 表 11）。 こ の ア ラ ハ ン ガ イ 県 で 行 わ れ て い る 小 型 ゲ ル キ ャ ン プ
ツ ー リ ズ ム は 、 正 に モ ン ゴ ル 国 が 推 進 し て い る 、 グ リ ー ン ツ ー リ ズ
ム の 先 進 的 地 域 と し て 成 立 し て い る の で は な い だ ろ う か 。 他 の 地 域
も 互 い に 組 織 を 作 り 、 連 携 を 取 り な が ら ゲ ル キ ャ ン プ を 運 営 し て い
け ば 、 環 境 の 運 営 能 力 を 超 え る ほ ど 観 光 客 が 集 中 す る こ と が な く な
り 、 利 益 が 不 当 に 配 分 さ れ る こ と も な く な る の で あ る （ 図 3 0）。 現
在 の モ ン ゴ ル で は 、 植 林 や 文 化 遺 産 な ど の 自 然 的 ・ 文 化 的 観 光 資 源
を 自 国 の 技 術 の み で 賄 う こ と が で き て い な い か ら で あ る 。そ の た め 、
ア ラ ハ ン ガ イ 県 の ゲ ル キ ャ ン プ の 運 営 を 参 考 と し た ガ イ ド ラ イ ン の
作 成 も 重 要 と な っ て く る 。  
 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、 単 に 利 益 を 得 る こ と の み を そ の 目 的
と し て い る の で は な く 、 こ れ を 推 進 し て い く こ と で 、 モ ン ゴ ル の 自
然 ・ 伝 統 文 化 を 次 世 代 に 伝 え て い く こ と こ そ が 、 最 も 担 う べ き 役 割
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で あ る と い え る 。 と く に 草 原 の 生 態 系 と 遊 牧 文 化 は 、 モ ン ゴ ル の ア
イ デ ン テ ィ テ ィ の 根 本 で あ り 、 こ れ が な く な る と モ ン ゴ ル 観 光 の 魅
力 は 大 い に 損 な わ れ る 。 自 然 と 遊 牧 文 化 を 継 続 的 に 守 っ て い く た め
の 手 段 と し て の ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム は 、 大 き な 可 能 性 を も っ て
い る 。 自 然 と 文 化 を 守 る た め の 観 光 、 こ れ こ そ が モ ン ゴ ル に お け る
「 持 続 的 観 光 」 の か た ち と い え る の で は な い か 。  
モ ン ゴ ル に お け る 観 光 に お い て 、 大 自 然 と そ の 自 然 に 育 ま れ た 遊
牧 民 の 暮 ら し は 、 十 分 に 活 用 す べ き 観 光 資 源 で あ る 。 放 牧 の 場 所 を
一 定 期 間 毎 に 移 動 す る 遊 牧 は 、 草 原 と い う 資 源 を 保 護 し つ つ 人 間 が
生 き て い く 保 全 型 の 生 活 様 式 で あ り 、 持 続 可 能 な 自 然 環 境 の 利 用 方
法 の 1 つ で あ る 。 ま た 、 適 度 な 放 牧 は 、 草 原 の 生 物 多 様 性 を 高 め る
と い う 研 究 結 果 も あ る 。  
 現 在 、 モ ン ゴ ル の 観 光 資 源 の 多 く が 、 自 然 と 遊 牧 民 の 暮 ら し を 題
材 に 設 定 し て い る 。 こ れ ら を ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム の 考 え 方 で 実
施 し 、 モ ン ゴ ル の 自 然 を 守 っ て い く た め に 観 光 と 自 然 保 護 を う ま く
関 連 づ け る こ と で 、 持 続 的 な 観 光 振 興 が 可 能 と な る 。 ま た 、 地 元 住
民 と な る 遊 牧 民 と ゲ ル キ ャ ン プ が 主 体 的 に 自 然 保 護 と 観 光 の 両 面 に
関 わ る こ と で 、 経 済 効 果 に も つ な が り 、 遊 牧 民 の 地 域 へ の 誇 り も 生
ま れ る 。 そ の た め に は 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の テ ー マ づ く り が 最 も
重 要 で あ る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の 計 画 に お い て は テ ー マ づ く り が
ゲ ル キ ャ ン プ の ツ ア ー プ ロ グ ラ ム の 核 と な り 、 最 も 重 要 な 段 階 と な
る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー と 一 般 の 観 光 ツ ア ー と の 大 き な 違 い は 、 自
然 環 境 と 文 化 の 保 全 に 貢 献 す る と い う 明 確 な 目 的 が あ る と い う こ と
で あ る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の プ ロ グ ラ ム の 中 で こ れ ら の テ ー マ を
参 加 者 に 確 実 に 伝 え る こ と が 大 切 に な っ て く る 。 モ ン ゴ ル で 行 わ れ
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て い る 一 般 的 な 観 光 ツ ア ー は 、湖 が あ る か ら 、釣 り を 体 験 さ せ よ う 、
馬 が い る か ら 乗 馬 を さ せ よ う と い う 流 れ で プ ロ グ ラ ム が 作 ら れ て い
る 。 こ れ で は 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 外 国 人 観 光 客 に メ ッ
セ ー ジ が 伝 わ ら な い 。 そ の た め 、 ゲ ル キ ャ ン プ の ツ ア ー ガ イ ド が ガ
イ ダ ン ス を 行 う こ と に よ り 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 観 光 客
に ｢気 づ き ｣を 与 え る こ と が 重 要 で あ り 、 そ れ が ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー
の 核 の 部 分 と な る の で あ る 。 観 光 客 に そ の メ ッ セ ー ジ を 伝 え る た め
に は テ ー マ を 作 ら な く て は な ら な い 。 ゲ ル キ ャ ン プ 場 に お け る テ ー
マ と は 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー を 実 施 す る そ の 地 域 や 場 所 、 観 光 資 源
に 関 し て 、 遊 牧 民 が タ ー ゲ ッ ト と す る ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す
る 観 光 客 に 最 も 伝 え た い こ と で あ る 。  
遊 牧 民 は ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 観 光 客 に 、 自 分 の 地 域 に
つ い て 、 何 を 理 解 し 、 覚 え て お い て も ら い た い か で あ る 。 一 般 の ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ア ー は 、 ガ イ ド ブ ッ ク に 載 っ て い る 湖 の 深 さ や 面 積 、
山 の 高 さ や 面 積 な ど の 情 報 を 集 め て 解 説 し て い る 。 そ れ ら は 基 本 情
報 と し て 重 要 で は あ る が 、 そ の 情 報 に よ っ て ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に
参 加 す る 観 光 客 に 気 づ き を 与 え た り 、 感 動 さ せ た り す る こ と は 出 来
な い 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 観 光 客 が 感 動 す れ ば 、 友 人 や
家 族 を 連 れ て 再 度 参 加 す る こ と も 期 待 で き る 。 伝 え た い テ ー マ が 、
自 然 を 守 る 、 大 切 に す る こ と が 、 モ ン ゴ ル 人 の 生 き 方 や 暮 ら し 方 で
あ る と 設 定 す る の で あ れ ば 、 そ の 地 域 に 古 く か ら 伝 わ る 湖 や 草 原 に
ま つ わ る 伝 説 、 活 用 す る 生 活 の 知 恵 、 そ れ ら を 守 る 人 々 の 思 い を ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 外 国 人 観 光 客 に ガ イ ダ ン ス し 体 験 を 提
供 す る こ と で 、 そ の メ ッ セ ー ジ を ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 観
光 客 に 伝 え る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の テ ー マ が
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決 ま る と 、 実 際 に 行 う ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の 内 容 を 決 め て い く こ と
が で き る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー 内 容 の 計 画 手 順 と し て は 先 ず 、 誰 を
参 加 者 に し て ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー を 行 う の か 。 つ ま り 、 モ ン ゴ ル 人
の 観 光 客 か 外 国 か ら の 観 光 客 、 年 齢 層 、 大 人 も し く は 子 ど も 、 親 子
な ど 、 で き る だ け 、 具 体 的 に タ ー ゲ ッ ト を 想 定 す る こ と で 、 準 備 す
べ き ト ピ ッ ク や 活 動 が 明 確 と な る 。 タ ー ゲ ッ ト に 対 し て 、 何 を 伝 え
た い の か を 明 確 に し 、 乗 馬 、 ハ イ キ ン グ 、 バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ 、 ゲ
ル 体 験 、 伝 統 の 料 理 体 験 な ど 伝 え た い メ ッ セ ー ジ が 同 じ も の で あ っ
て も 、タ ー ゲ ッ ト が 異 な る と 、ゲ ル キ ャ ン プ の 活 動 の 内 容 は 異 な る 。  
ア ラ ハ ン ガ イ 県 ウ ギ ー 郡 に 住 む 遊 牧 民 の 観 光 へ の 関 わ り 方 は 様 々
だ が 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー の 柱 と な る 地 域 の 素 晴 ら し さ を 伝 え る た
め に は 、 そ の 地 域 を 良 く 知 る 遊 牧 民 自 ら が ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー ガ イ
ド と な り 、 観 光 客 に 対 し て ガ イ ダ ン ス を す る こ と が 大 事 で あ る 。  
し か し 、 遊 牧 民 だ か ら と 言 っ て す ぐ に 素 晴 ら し い ガ イ ド が 出 来 る わ
け で は な い 。 地 域 住 民 が 、 た だ 道 案 内 や 情 報 を 与 え る だ け の ガ イ ダ
ン ス を す る の で は な く 、 良 質 で 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 外
国 人 観 光 者 に 感 動 、 心 に 残 る 想 い 出 を 提 供 す る こ と が で き る ガ イ ダ
ン ス を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 外 国 人 観 光 客 が ア ラ ハ ン ガ イ 県 を 訪
れ た 際 、遊 牧 民 か ら 、そ の 地 域 で 先 祖 代 々 守 ら れ て き た 自 然 、文 化 、
そ し て 、 そ こ に 住 む 人 々 の 価 値 観 や 知 恵 を 体 験 や ガ イ ダ ン ス を 通 し
て 伝 え 、 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー に 参 加 す る 外 国 人 観 光 客 に 気 づ き を 与
え ら れ る の が ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー で あ る 。 外 国 人 観 光 客 が そ の 地 域
の 価 値 を 知 る こ と で 、 地 域 の 環 境 や 文 化 に 配 慮 し た 責 任 の あ る 行 動
を と る よ う に な る 。 遊 牧 民 が ゲ ル キ ャ ン プ の 経 営 に 関 わ る こ と で 、
自 分 た ち の 地 域 の 価 値 に 改 め て 気 づ き 、 誇 り を も ち 、 伝 統 的 文 化 、
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自 然 資 源 の 保 護 に 積 極 的 に 関 わ る よ う に な る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー
の 地 元 住 民 の ガ イ ド が 環 境 や 文 化 に 配 慮 す る 意 識 を も っ て 適 切 に ゲ
ル キ ャ ン プ ツ ア ー の 観 光 客 を 担 当 す る こ と に よ り 、 そ れ ら の 負 荷 を
軽 減 で き る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー ガ イ ド が ツ ア ー に 参 加 す る 観 光 客
に 対 し て 、 良 質 で 、 価 値 あ る ガ イ ダ ン ス や 体 験 を 提 供 す る こ と で 、
集 客 力 を 向 上 さ せ 、 競 争 力 の あ る 観 光 資 源 を つ く る こ と が で き る 。   
遊 牧 民 が ゲ ル キ ャ ン プ ツ ア ー ガ イ ド と し て 関 わ る こ と で 、 新 し い
雇 用 を 創 出 す る こ と が で き る 。 ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム が 観 光 の 主
流 に な れ ば 、 モ ン ゴ ル の 人 々 が 自 然 環 境 と 文 化 を 活 か し つ つ 保 全 し
て い く こ と に つ な が る 。 モ ン ゴ ル 各 地 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 地 域 の
自 然 と 文 化 を 活 か し た ゲ ル キ ャ ン プ ツ ー リ ズ ム が 盛 ん に な り 、 環 境
に つ い て の 認 識 が 深 ま る こ と で 、 美 し い 自 然 と 独 特 の 遊 牧 文 化 が 守
ら れ る こ と を 期 待 す る 。  
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図 1．モンゴルの自然環境 
モンゴル自然環境観光省のデータより引用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 2．モンゴルの人口密度 
（Geographic Atlas of Mongolia2004年より作成） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 3．小型ゲルキャンプの観光資源 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の現地調査より作成 2011年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
図 4 モンゴル国における観光客入込数の推移 
モンゴル自然環境観光省の報告書（1994-2009）とモンゴル中央文書館の記録より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 5 モンゴルにおける主要送出国からの観光客の推移 
モンゴル自然環境観光省の報告書（1994-2009）より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モンゴルに訪れる要因として以下のように挙げられている。モンゴルの持つ大草原や 
遊牧み民の生活は観光客をひきつける要因となっていることが読み取れる。 
 
 
図 6 モンゴルを訪れる外国人観光客の理由 2003 年 
モンゴル観光環境省の報告書 2003年より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 7 モンゴルにおけるゲルキャンプ場の数と推移 
モンゴル自然環境観光省の報告書（2000-2009）とモンゴル中央文書館のデータより作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  
図 8 モンゴルにおけるゲルキャンプの分布図 
モンゴル自然環境観光省のデータ及び現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                 
図 9 ゲルキャンプの主に分布する地域 
モンゴル自然環境観光省のデータ及び現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
図 10 ゲルキャンプ場の規模による割合（種類型） 
モンゴル自然環境観光省のデータ及び現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゲルキャンプ場に設置
されているゲルの棟数 
 図 11 ゲルキャンプ場の都心部からの距離と規模の関係性 
モンゴル自然環境観光省のデータ及び現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                
●小型ゲルキャンプ場  ●ウランバートル市の位置 
 
 
図 12．モンゴルにおける小型ゲルキャンプの分布 
モンゴル自然環境観光省のデータ及び現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                
■中型ゲルキャンプ場  ●ウランバートル市の位置 
 
図 13．モンゴルにおける中型ゲルキャンプの分布 
モンゴル自然環境観光省のデータ及び現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 
★大型ゲルキャンプ場  ●ウランバートル市の位置 
 
図 14．モンゴルにおける大型ゲルキャンプの分布 
モンゴル自然環境観光省のデータ及び現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 15． アラハンガイ県・ウギー湖の位置 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 16．ウギー湖周辺のゲルキャンプと遊牧民の土地利用 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 17．モンゴルにおける観光シーズン 
駐日モンゴル大使館のデータより作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 18．小規模ゲルキャンプにおける経営カレンダー 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 19．ウギー湖における小規模ゲルキャンプ場の移動による環境保全 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 20．ゲルキャンプの乗馬ルート 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 21．ウギー湖におけるゲルキャンプ場の分布と特徴 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 22．小型ゲルキャンプ場と遊牧民の共通理解と保全に関する取り決め 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 23．ゲルキャンプの解体・保管の費用 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
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図 24．ゲルキャンプの開始準備費用 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の調査より作成 
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図 25．ゲルキャンプ活動の費用 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の調査より作成 
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図 26． 小規模ゲルキャンプの経営における支出の割合 
アラハンガイ県ウギー湖における小型ゲルキャンプ場の調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ゲルキャンプ 3978598トグリク 
遊牧民 833300トグリク 
 
図 27． 地元住民への利益 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 28．ウギー湖におけるゲルキャンプのスケジュール 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 29．モンゴルにおける自然保護区 
Special Protected Areas of Mongolia, 2000より引用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 30．ウギー湖周辺における遊牧民に配分される作業 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 表１．グリーンツーリズムの特徴と役割 
 
宮崎猛『これからのグリーン・ツーリズム』家の光協会 2002 年をもとに作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 表 2．モンゴルにおける民主化による観光発展の変化 
  
 
モンゴル中央文書館及びモンゴル自然環境観光省のデータより作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
表 3．モンゴルゲルの種類 
 
 
現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
表 4．ゲルキャンプが主に分布する３つの地域 
項目 テレルジ 
国立公園地域 
アラハンガイ県 
保護地域 
フブスグル県 
国立公園地域 
各モデル地
域の風景 
 
テレルジの森と岩 
 
ウギ湖 
 
丘から見る 
フブスグル湖 
 
ゲルキャンプ 
 
ゲルキャンプ 
 
 
ゲルキャンプ 
首都からの 
距離 
70 km 450 km 圏 1,000 km 圏 
保護地指定 国立公園 ラムサール条約 国立公園 
自然条件 森、草原、川、丘 草原の湿地 大きな湖、森、山 
観光地タイ
プ 
近郊保養地 移動の中継地 高級リゾート 
観光客の動
向 
モンゴル人の日帰り
客、外国人宿泊客も多
く盛況である。観光ゲ
ルキャンプは過密状態
である。 
ハラホリン（カラコル
ム）旅行のついでによ
る観光客が多い。 
リゾート地・トナカイ
民族を目的として観光
客が多い 
地域の主要 
資源 
草原、森、河川 ウギ湖、鳥類、草原 フブスグル湖、丘、森、
魚類、鳥類 
モンゴルにおけるゲルキャンプ場の現地調査より作成 
 
 
 
 
 
  
 
表 5．ゲルキャンプの規模別における特徴 
 
現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
表 6．ウギー湖のゲルキャンプにおけるの 1日の行動 
  
 
 
 
 
アラハンガイ県ウギー湖におけるゲルキャンプ場の現地調査より観光客の 1日の行動をま
とめたものである。 
 
 
 
 
乳搾り（ヤギ・羊・
牛） 
 
•6:00–7:00 
• 羊・ヤギ・牛の乳搾りは一日2回（朝・夕） 
馬の乳絞りの場合は、一日8回（2時間ごと） 
 
乳製品加工 
 
 
•７:00–７:40 
絞りたてのミルクを加工↓ 
生クリーム・ヨーグルト・アーロール（干しヨーグルトなど） 
  
朝食 
 
 
•8:00–9:00 
ゲルキャンプの食堂で用意されたセット料理 
 
 
自由時間 
 
 
•9:00－11:00 
• メモ整理・遊牧民のゲルへ行く準備など 
 
遊牧民のゲルを
訪問（Ａさん） 
 
•11:10–12:30 
•聞き取り・写真・遊び・乳製品加工の見学 
• 男性→馬乳酒・蒸留酒・相撲取り 
• 女性→僕民のお母さんの家事手伝い・刺繍・デール
（民族衣装）の作り方体験 
 
 
昼食 
 
 
•13:00－14:00 
•ゲルキャンプの食堂で用意されたセット食 
 
自由時間 
 
 
•14:00－16:00 
 馬の乳搾り・乗馬（希望のある人） 
  
遊牧民のゲルを
訪問（Ｂさん） 
 
 
•16:30–18:00 
•ラクダ体験・皮をなめし方・聞き取り 
 
 
 
夕食 
 
 
 
•18:30–19:30 
•ゲルキャンプの食堂で用意されたセット食 
 
  
 
 
表 7 ゲルキャンプにおける乗馬ツアーの概要 
 
 
 
 
【1】乗馬ルートのオリエンテーションで乗馬
の注意などを行う。 
 【2】乗馬の経験のない参加者には引き綱で
対処する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【3】上手に乗れるようになったらグループで
乗馬する。 
 【4】グループで乗馬している様子。 
 
アラハンガイ県ウギー湖におけるゲルキャンプ場の現地調査より作成 
筆者撮影 2010年 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
表 8．ゲルキャンプの観光資源 
 
No. 項目 内容 
0 ゲルの組み立て方 ゲルキャンプで使われているゲルを解体や組み立て、 
1 馬乳酒のかくはん 体験者の絞った乳で作り方を教える 
2 羊のつぶし方 送別会時に羊をつぶし、肉を解体・内臓料理の作り方 
3 石焼 解体した肉で作って見せる 
4 蒸留酒の造り方 遊牧民のゲルのなかで作り方のプロセスを体験する 
5 乳製品で作る食べ物の紹
介と作りかた 
ヨーグルト、アーロール、生クリーム、ハイルマグ、モ
ンゴルチーズ、エーズギなど 
6 荒い馬の慣らし方の体験 遊牧民が馬をならすのをみる 
7 牛のフンあつめ 遊牧民の子供たちと一緒に牛・馬のフンを集める 
8 乳搾り 羊、ヤギの乳搾りから始め、慣れてきた時点で牛や馬の
乳搾りを体験する 
 
アラハンガイ県ウギー湖におけるゲルキャンプ場の現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
表 9アラハンガイ県・ウギー湖における小規模ゲルキャンプ場のルール案 
 
 対象グループ 守るべきルール 
1 観光客 ゴミを捨てない 網で魚を獲らない 
  用便は場内トイレ 岸から 100 m には宿泊しない 
  水を汚さない 
決められた場所でゲルキャンプを
張る 
2 
ゲルキャンプの管
理人 
周辺のゴミ拾いをする 客にルールを知らせる 
  ツアーを客に紹介する ゲルの移動跡にゴミを残さない 
3 観光社ガイド 客のお手本になること  
4 地元住民 観光客に親切にする  
5 ソム（群） 環境保護の総合調整を行う  
 
アラハンガイ県ウギー湖におけるゲルキャンプ場の地元住民よる聞き取り調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
表 10 ウギノール地域の課題と目標 
ウギノール地域の課題 ウギー地域の目標 
 ゴミ問題 
 過放牧による水質悪化 
 車両のわだちの拡大による草原への
影響 
 遊牧民の収入減少 
 野鳥繁殖地周辺でのキャンプ・家畜
増加による繁殖への悪影響 
 湖の水量減少（ツアーで関心を高め
る 
環境の保全 
ゲルキャンプの活動を通して地元住民が観光社
に自然の素晴らしさ、大切さに気づいてもらい、
湖と周辺の環境保全を推進する。 
地域経済の安定 
経済面で問題を抱えるウギー湖の遊牧民が、ツ
アーに関わることで、追加収入を得られるよう
にする。 
文化の継承 
遊牧民がゲルキャンプに関わることで、地域を
より誇りに思い、その大切さに気づくことで、
伝統文化が継承される。 
 
アラハンガイ県ウギー湖における現地調査より作成 
地元住民とゲルキャンプ場の経営者の間に話を合って決めた目標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
表 11．地元住民に割り当てられる利益 
 
 
アラハンガイ県ウギー湖におけるゲルキャンプ場の現地調査より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 1． モンゴルにおける放牧地 
２０11年４月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 2.ウランバートル‐２ リゾート地 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 3．日本人が経営する Terelj Hirotaゲルキャンプ場 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
写真 4． ウランバートル市近郊のゲルキャンプ場 
２０11年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
写真 5．モンゴルにおけるハラハ族のゲル 
２０11年４月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 6．モンゴルゲルの内側 
２０11年４月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
写真 7．ゲルに風通しをする様子 
２０11年４月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 8 ゲルキャンプ場に建てられた大型ゲル 
筆者撮影 
 
 
 
 写真 9．モンゴルの 13世紀時代を再現したゲルキャンプ場 
２０11年４月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 10．オボー 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 写真 11．ウギー湖におけるゲルキャンプ場のゲルの組み立ての体験 
2010年 6月筆者撮影 
 
 
 
 
 写真 12．観光客が遊牧民のゲルを訪問している様子 
2008年 8月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 13．羊の屠蓄 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 写真 14．石焼（ホルホグ） 
2012年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 写真 15．観光客の乗馬している様子 
2012年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 写真 16．地方のナーダム祭の様子 
2008年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 17． アラハンガイ県・ウギー湖のゲルキャンプ場 
2010年 7月筆者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
写真 18． テレルジ国立公園でアメリカ人が経営するゲルキャンプ場 
2010年 7月筆者 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 19． Mongol shiltgeenゲルキャンプ場 
2010年 7月筆者 
 
 
 
 
 
 
 写真 20． Mongol shiltgeenゲルキャンプサイト内 
2010年 7月筆者 
 
 
 
 
 
 
 写真 21．アラハンガイ県・カラコルム寺院 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 写真 22．アラハンガイ県・カラコルム寺院の内側 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 23．アラハンガイ県ウギー湖の自然風景 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 写真 24．アラハンガイ県ウギー湖の自然風景 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 25． ラクダ乗って体験する様子 
筆者撮影 2010年 
ウギー湖のゲルキャンプでラクダに乗る体験をしている様子。背中に、こぶを持つラクダ
は背丈 2mほどの高さがあり、初めて体験をする観光客に遊牧民が手伝っていることがわか
る。 
 
 
 
 
 
 
 写真 26 山羊の乳搾り体験 
筆者撮影 2010 
 
乳搾りを初めて体験している観光客にまず、ヤギと羊の乳搾りができるようになってから、
牛及び馬の乳搾りをするようになるのがウギー湖におけるゲルキャンプでは決まりになっ
ている。 
 写真 27 山羊や羊の乳搾り体験 
 
ゲルキャンプを体験する観光客がヤギと羊の乳搾りをしている。この写真では、やぎと羊
の乳搾りをする時に遊牧民の女の子供がよく手伝っていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 写真 28 アーロールを天日干しする様子 
 
ヨーグルトを沸騰させて専用の袋に入れ、石などの重石を置いて約 6時間放置する。その
後、好きな形に切り乾燥させたものをアーロールという。作っている人の好みによって砂
糖を入れたりしてく食べられる。ウギー湖のゲルキャンプではアーロールのつくり方が観
光資源として利用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 29．小規模ゲルキャンプの内面 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 写真 30．大規模ゲルキャンプの内面 
2010年 7月筆者撮影 
 
 
 
 
 写真 31．土の上に建てた遊牧民のゲル 
2010年 7月筆者撮影 
遊牧民は夏営地にゲルを立てる時に、床を敷かない。床とか大きい家具などを冬営地に置
いて移動するのが一般的である。 
 
 
 
 
 写真 32 馬乳酒を発行させるの袋 
筆者撮影 2010年 
 
モンゴルゲルのドアのすぐ左側の壁面にフフール（牛革製の袋）がつるしてあり、この中
に馬乳酒を入れて木の棒で 2日間から 3日間攪拌すると馬乳酒が出来上がる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 33．ウギー湖にける遊牧民の乳製品加工している様子 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
写真 34．ウギーのゲルキャンプ場の様子 
筆者撮影 
